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における効昇的な指導を求めて，緊急の課題に取り組んだシソポジューム

第30回全国学校歯科医大会

い’畿



30回達成記念式典

　なつかしさと厳粛とが交錯し，罠

雪30年を耐えぬいた日学歯の伝統が

胸に迫ってくる感激的な場面がく／

ひろげられた。㊤物故会員の遺融

表彰状をわたす向井会長　㊦表彰者

を代表してあいさつする東京・松原

勉氏。

’　セ

諭　藷

秘

鷲｛

全国学絞歯科大心

遡奮鷺毒

＃

　　　　Ptイヤルホテル紅葉の問における

　　30回達成記念招宴。あいきつする文

一・v　　部省・田学校保健課長
酒
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大会に花そえて

　大阪大会に花をそえた特別番組は

大阪歯科大学管絃楽団と浪花芸術の

粋，文楽人形浄瑠璃である。㊤大会

のために特に作られた大会歌を合唱

する大阪歯大合唱団㊦文楽八百屋

お七火の見櫓の段の至芸。

叙、

　　　〈pmPt・．．，．nd．

搾’ 穣

　次の大会は名古屋に決定した。記念の鐘は，II：崎大会委員長から向井会長へ

向井会長から名古屋の長屋会長に引きつがれる。

　繋難，

藝

　　灘
ttt　f　響

織

箋



　中央の文字の花模様は鴛Japa聾

SchoolこDental　Association［JSI）

を探針にからませてデザインした

もの。裏の日本地図には21ヵ所の

全国大会開催地が点で標示されて

いる。

3 鍵

畿て夏〉°

鍾

30回達成記念メダル

　全国学校歯科医大会30回達成記念

の表彰老におくる記念メダルがよう

やく完成した。これは向井会長の原

案により彫刻家昆野恒氏がデザイン

したもので，プラスチックの台に，

まるい金色のメダルが埋込みになっ

ている。
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巻　頭　言

　そこは，あるH大会を開いている殿堂である。各階の座席は紳士淑女で埋めつくされており，高層ビ

ルのように高い美しい天井が，数千の人いきれと雑音の充満した環境で，暗くくもって見える。廊下と

ロビーは展示やみやげもの売店であるが，ここもまた肩摩殻撃という漢語がぴったりするほどの混雑で

あり・また・ここかしこ一団をなしてのお遊びぶりである。

　休憩談話室での声であった。一仙人ひげをはやした老紳士（失われんとして失われない闘志をもっ

ている宗教的理想家）が

　「こんな大会は意味がない。　　蒸発しちょる」とぶぜんとして言った。

　向う側の席から，強度の近眼レンズをかけた彼（人生の着駅が遠望されていても，ある棄病の予防の

発見にいどんで，試験管をはなさない彼）もいった。

　「たしかに蒸発しています。一しかし，これでいいのでしょう」

　彼の頭の中にあることは・ざっと，こういうことらしい。　　業病抑制の因子が○○性の物質である

ことを発見し・その1つがaxであることを明らかにしたのは，業病免疫者の○○を培養した蒸留物

の分析からだった・一即ち蒸発とは，不純なものを分別して，純粋のものを得る過程である＿と。

　つまり・生化学者である彼には，形容語としての“蒸発”を，そのまま飲みこむことができないらし

いo

　同行していた女性（中老の女流画家）は，一

　明治゜大正の情緒を描いたユニークな浮世画家竹久夢二を連想していた。一“夢二の生涯は長くは

なかったが・亡くなるまでに数百の作品群がある。それはここでいう蒸発してしまったものがあるが，

発散するものの失われたあとに，凝集した夢二調が今日でも大衆の心に生きつづけている”と。一

　彼女は芸術家であるから，彼女の述べる感想は，ここでの関連性は，彼女以外にはわかったようで，

わからない。

　さて，巻頭言は想う。

　流行語になっている“蒸発”は，表現か描写であって，このことにこだわらなくてよい。しかし，こ

の機会に一
蒸発という大自然の現象の本質は，無消してしまうのでなくて，宇宙における炭素原子の循環と同じ

ように，悠久なもので，森羅万象に恩恵を与えていることを　　それは知っていることであっても一一

もう一度よく考えてみたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（y・m・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　2　一



記念講演 全国学校歯科医大会30回の歩み

日本学校歯科医会会長

向　井　喜　男

本日の行事は学校歯科医大会が30回を達成いたしまし

た記念行事でございますので，さいぜんも式辞の中で申

し上げましたとおり，諸先生の残されました業績を，顧

みながら，私どもがいまやっておりますものに反省すべ

きことがあれば反省し，また大いに発奮もいたしたいと

いうような考えから，私はこの記念講演をお引き受け申

した次第なのでございます。

したがって，そうむつかしいお話ではなく，今日にま

で至りました過ぎこしのあり方をお話し申し上げてみた

いと思っておる次第でごぎいますが，それは学校歯科の

歴史というようなことでなく，あくまでも大会30回とい

うことにしぼり，時間的に申しますと明治，大正はしば

らく別にいたしまして，昭和世代における，大会の活動

について申し上げてみたいと思います。

昭和の初年というころは，あまり適当なことばではご

ざいませんが，学校歯科の維新とでも申しますか，革新

的な機運の盛り上がったときでこぎいました。この昭和

の初めに学校歯科の分野で画期的なことが三つほどこぎ

います。

一つは，第1回の全国学校歯科医大会の開催，それか

ら日本連合学校歯科医会の誕生，そうして最も重要なも

のとして学校歯科医及び幼稚園歯科医令，すなわち勅令

の公布でございまして，これに付随いたしまして学校歯

科医職務規程，これは省令の発令でございました。この

3つは別々のものではございまするけれども，お互いに

からみ合ったものでありまして，これによってわが国の

学校歯科が非常にはっきりいたした次第でございます。

　それよりさき，これは今日のお話からあずかるのであ

りますが，全国に学校歯科の仕事が現場的に非常に盛ん

になってまいりました。またそれに従って全国に学校歯

科医の団体もたくさんにできてまいりました。その連合

団体の結成が全国一致の要望になってまいっておったの

であります。

　そして当時37団体の結成がございまして，これらの団

体が昭和6年4月の6日を創立総会と目ざして全国組織

の結成の準備をいたしておったのでありますが，文部当

局，帝国学校衛生会等と相談の結果，当時のいろいろな

事情から，もう少しさきのほうがいいのではないかとい

うことになりまして，ただいま申しました昭和6年の4

月の6日ということは一応延期をいたしたようなわけで

ございました，そのとき当時考えられておりました全国

学校歯科医大会を，その4月の6日にやったらというよ

うなことになりまして，文部省とも相談の上，4月6日

は全国学校歯科医大会第1回の門出ということに相なっ

たわけでこぎいます。

　そうして，それから77日め，すなわち6月の22日に学

校歯科医待望の勅令が出まして，学校歯科医の身分が基

礎づけられた次第であります。さらに昭和7年の2月1

日には，ただいま申しました職務規程が省令として出ま

した。すなわち学校歯科医の任務が明確化された次第で

こぎいます。

　そこで先年来問題になっておりました全国団体結成の

必要が当然起こってまいりまして関係方面とも話し合い

がつき，昭和7年4月7日，日本医師会館におきまして

全国から代表老が集まって日本連合学校歯科医会ができ

上がった次第でこぎいます。

　本日ご表彰申し上げました先生方の代表として壇上に

お上がりになりました先輩の方々は，その当時，奥村先

生と共に尽力せられました先生でありまして，また，そ

のときにできた日本連合学校歯科医会の役員をせられた

方々であります。

　かようにいたしまして，昭和6年の4月の6日，東京

一 3一



表彰される第1回から御尽力下さった先生方

芝の赤十字参考館，これは今日でもそのままこぎいまし

て，私はその前を通るたびに，いつでも思い出す場所で

こぎいます。一一で第1回の全国学校歯科医大会が開か

れ，もちろん非常に盛会，意気の上がった大会であった

ことは申し上げるまでもこぎいません。

　これよりさき，帝国学校衛生会におきましては，一

いまの日本学校保健会でありますが，一一全国に学校医

の大会を主催しておりました。これに学校歯科医も有志

が加わって，ずっと一緒にやってきておりましたが，そ

の中で熱心な学校歯科医はその学校衛生の大会へ出て学

校歯科医の働くためにいろいろな位置づけの議論をやっ

ておったのであります。それの急先鋒として活躍せられ

ましたのは緑川宗作先生であります。本来ならば緑川宗

作先生も今日物故の表彰を申しあげお礼を申し上げるべ

きでありますが，今度は大会ということがワクになって

おりました関係から，先ほどは緑川先生のお名前が入っ

ておりませんでしたが，日本の学校歯科のもとづくりの

方のお一人として，皆さまにお話を申し上げなければな

らない先生であります。

　昔の学校衛生会の総会には一つの型がありました。こ

れは私が説明いたしますよりも，ただいまの全国学校保

健大会から班別研究を除いたもので，今日のようにマン

モス大会ではございませんが，いろいろな要望を述べる

といったような，あの形は今日の全国学校保健大会に残

っております。それで帝国学校衛生会の行事は日本の学

校衛生の枢軸でありますので，あとからできました，全

国学校歯科医大会も，大会の開催のしかた，議事の進め

方等，ほぼそれに準じて行なわれた次第でございます。

　そんなわけで，第1回の全国学校歯科医大会は帝国学

校衛生会と，東京市学校歯科医会が主催になりました。

一
まだ第1回のときは日本連合はできておりませんで

したから一一一。

　大会長は帝国学校衛生会会長の三宅秀先生，副会長は

横手千代之助先生と，後に日本連合学校歯科医会の理事

長になられた奥村鶴吉先生がやられた。これは戦争で大

会をやめるまで，ほぼこの陣容で続いております。その

ときに80余歳の三宅老会長は学校歯科医の学校における

働きを称賛されて，校医よりも学校歯科医のほうが熱心

で現場の成績があがっておる，大会も校医の大会はいま

までずっとやっておるが，今度初めて大会をやる学校歯

科医の大会のほうがはるかに盛んだといわれて，学校歯

科医は大いに面目を施したといったようなわけでありま

した。その夜九段の富士見軒の懇親会がまた非常な熱気

のあふれた懇親会であったことを記憶いたしておりま

す。

　とは申しながら何ぶんにも第1回の大会でありますか

ら，今日の大会のようなわけにはいきません。基礎づく

りの大会であったわけで，参加者も2百何10名といった

ようなものであります。先ほど物故会員に感謝申し上げ

た先生の中で東京の高津先生や大阪の膳（かしわで）先

生のお名前がございましたが，これらの先生はこの第1

回のときから出席していろいろと奔走されました。

　かようにいたしまして1回，2回を東京で行ない，第

3回が昭和8年福岡であります。第2回までは会期が1

日閥でありましたが，第3回からこれがふくれあがりま

して，会期が3日となりました。そして提出協議題もふ

えて26題，初期のことでありますので協議題の審議にな

かなか花が咲いたのであります。当時福岡県は国内にお

いて学校歯科の早期に発達をした県であり，現場活動が

旺盛でありましたから日程にいわゆる学校視察の行事を

とりいれました。学校歯科医大会に視察や観光が加わり

ましたのは第3回の福岡が始まりであります。

　次の第4回は名古屋でございます。この昭和9年とい

う年はわが国において国家的に記念すべき年でありまし

た。皇室に皇太子殿下がご誕生になりましたので国をあ

げて歓喜しましたときでありました。男の子が生まれら

れたらその時は大砲を撃つとか何とか東京はたいへんな

騒ぎでありました。名古屋の大会でも議事に入る前，皇

子誕生奉祝の件を満場一致，最敬礼をもって可決いたし

ました。また当時はご承知のように満州事変のさなかで

ありまして，満州に出動中の郷土部隊に感謝を，あるい

は慰問をするといったような行事も大会の日程に行なわ

れた。当時の雰囲気は皆さまがよくご承知のことであろ

うと思います。

　このときの文部大臣は海軍大将斎藤実さん，せんだっ

てなくなられた文部省の荷見先生が，当時は文部省へ入
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ったばかりで学校衛生官補として文部省を代表して出席

されたが懇親会で酌人にモーニングの上に酒をこぼされ

てしまった。そのモーニソグは借りて来たのだと言って

大事にしておられたので大弱りという一幕もあった。後

年荷見先生と大会の宴会などでお目にかかるとよくこの

話が出た。名古屋は急に参加老がふえて373名，講演，

研究発表，協議題等も30題に達し，その中にはう歯予防

法案制定を内務，文部両大臣に建議するという大ものが

出ました。もちろん満場一致，昭和9年名古屋の第4回

学校歯科医大会ではう歯予防法案を制定する件を決議し

ておるのであります。

その他注目すべきものとしては学校に歯科診療設備の

普及徹底，学校ではできるだけ歯科設備をするようにと

いうことを可決している。これなどは今日の皆さんがお

聞きになりますと，理解なさりにくい点もあるかと存じ

ますが，学校歯科のあり方というものがたいへん変わっ

たということをご想像いただけると思います。

　また，学校の歯科施設に関しては，学校歯科医の意見

を徴すること，特に校舎を新築，増築する場合において

は，必ず学校歯科医の意見を聞いてやってもらいたいと

いうことがあります。これは，歯科設備や完全な洗口場

の設備は新築学校においてなすべきであり，完全なもの

をつくっていこうという要望でありました。

次に，昭和10年には再び東京へ舞い戻って，第5回の

大会を開催いたしております。この東京では参加600名

にふくれあがり，講演，－協議題等も35題に及びました。

福岡で始まりました学校視察も東京では4校，いずれも

盛んな現場活動の行事が行なわれたのであります。

会縄瀦藷翻薗
催されました。帝国教育会長永田秀

次郎先生，文部省の岩原先生等のお

話があり，エキスカーションとして

新劇がありました。この新劇は6代

目尾上菊五郎に引き受けてもらいま

した。菊五郎が浅草の橋場にレンガ

け
た

メ
ダ
ル
と
リ
ボ
ン

昭
和
九
年
名
古
屋
大
会
で

つ

索
曾
需

曾
掲

づくりの倉庫を借りて俳優学校をつくって青年俳優を養

成しておった。これは勉強であるから歌舞伎もやれば，

新劇もやる，なんでもこいというふうでありました。

　学校歯科の鼻祖として皆さんご承知のエッセソ先生の

伝記を私が持っておりましたので，それを芝居にして皆

さんに見ていただいたのでありましたが，このときに出

た俳優の中には，山形勲や織田政雄のような，今日のテ

レビタレントも数名おります。

　そのころはもちろんラジオ時代でありましたが，文部

省の大西先生が「学校歯科について」という講演を放送

されました。学校歯科というものを広く民衆に理解して

貰うためにPRの放送をしたのは，おそらくこのときが

初めてであります。そういう意味で学校歯科が社会と結

ばれていくという形において東京の大会は数歩前進した

と見るべき大会でありました。

　次は甲府でありますが，甲府には小川祐心先生がおら

れ，甲府の富士川小学校で鍍銀法を熱心に研究実施し，成

績をあげ，初期の学校の歯科医大会ではずっと鍍銀の研

究発表をして，普及をはかっておられたのであります。

　小川先生は東京で大会を引き受けるときに，引き受け

団体代表として次のようなあいさつをされましたg

「5年前（昭和5年）に名古屋で全国連合学校衛生会総

会のときに催した全国学校歯科医のi懇談会ではわずかに

27名，続いて東京で開かれた第1回学校歯科医大会では

200余名しか参加していなかったが，本年（昭和10年）

の東京大会では600名も参加がありました。山梨県は小

県だから引き受けるのは時期が早いと地元のみんなが言

うけれども，こんなふうな勢いだと，ここ数年山梨県で

　　　　　　　　　　　第2回のとき配布した要項
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待っておったら，おそらく1，000人にもなってしまって，

山梨県では引き受けられなくなってしまうから，自分は

来年やることを引き受ける。」

　さて昭和11年甲府の第6回大会は，このときから宿題

報告が始まり，研究発表，協議題等40題を数えました。

また，ちょうどそのときにアメリカのマサチューセッツ

理工科大学の教授，皆さまご存じのターナーが日本にま

いっておりまして，この先生を甲府へお招きをして特別

講演をしてもらいました。そのときは満州事変のさなか

とはいいながら，まだ日米関係は数年後のように険悪で

はなく，大会では盛んなる拍手をもってターナー教授の

話を聞いたのでありました。

　次が第7回，当大阪でございまして，これは昭和12年

で学校歯科医が当時全国7，000名に達しておりました。

したがってレコード破りの出席者で，参加会員860名，

会場の大手前高等女学校の大講堂，あふれんばかり，後

の方はみんな立っておるような大盛況で，おそらくこれ

は戦前大会のピークであったのではないかと思います。

　宿題研究発表，協議題等あわせて56題今日の大会

から見たら，ちょっと想徴もできないようなものであり

ました。特別講演は阪大の片瀬教授，「歯科疾患は全身

病なり」という演題でアチドージスのお話でございまし

た。懇親会は道頓堀の浪花座で舞台と，昔のあの平土間

で催されまして，このときに大会の議長の卓上ベルと大

会の印章を，大阪の会長から次回開催地の静岡の責任者

に引き渡すという儀式をいたしました。

　ご承知の通り戦後の大会でそれを復活いたしまして，

かような鐘ができましたが，それを始めましたのは大阪

の浪花座の舞台でありました。そのころはベルを上げた

り印章を上げたり，まあ儀式と申しますよりも非常にほ

ほえましい情景であったといったほうがよろしいのでは

ないでしょうか。

　次は，第8回の静岡でありました。静岡のころになり

ますと，社会の様子がだいぶ変わってまいりました。皆

さま方はその何年間かをご経験になった先生が多いと思

いますので，よく思い出していただけると思いますが，

いわゆる非常時局認識への挙国運動というものがあらゆ

る面に出てまいりました。したがって学校歯科医大会の

頭書きにも，あるいは舞台にも，国民精神総動員，体位

向上研究発表といったような大きなパネルが掲げられる

といったようなことで，今のお若い方にそんなことを申

しましても，わからんのではないかと思いますが，とに

かくそういったようなものでございました。

　そして，学校歯科医の使命にかんがみ，国民体位の向

上をはかるという大会宣言を決議して発表いたしまし

た。学校歯科医大会で大会宣言をいたしましたのは，こ

の静岡が最初であります。

　ここでの特別講演には小島三郎先生の1人類の退化」

という，非常におもしろいお話がありました。協議題は

50題，しかしまだ宴会ができて浮月楼という大きな料理

屋で，豪華な懇親会があり，しかし物価騰貴で，前年ま

で5円でありました大会会費が10円になりました。

　次が第9回京都でありますが，やはり静岡同様に京都に

おいても国民精神総動員の大会でありました。しかし会

は相変わらず盛会，そのほうはちっとも衰えません。800

名の参加をみまして，宿題，研究発表，脇議題等あわせ

て36題，京名所歌舞練場のエキスカーシ。ソも盛大で，

晩さん会も京都ならではの美味求心でした。東京の場合

と同じように河原町の朝日会館で一般人への講演会が行

なわれ厚生省予防局長高野六郎先生，文部政務次官小柳

牧衛先生の講演があったり，大丸百貨店ではライオンロ

腔衛生部のスポンサーで大規模な国民厚生展覧会を闘崔

して，京都市民への歯科衛生の啓蒙をしました。

　次が昭和15年で，紀元2600年記念大会の宮崎でした

が，宮崎のころはさらに時局が緊迫しておりました。非

常時下における国策遂行の一つとして，かねて国民体力

管理制度調査会において調査中でありました体力管理制

度が厚生大臣に答申され，政府は国民体力管理法案を起

草して15年の4月8日国民体力法として公布され，学校

方面も16年からは小学校が国民学校という制度に変わり

ました。学校歯科医大会も当然それに順応していったの

でこぎいまして，たとえば教科といたしましても，体練

科というものが新たに設けられ，その体練科の中に体操

とともに，今日でいう保健教育が加わって，学校で体力

の増進に力をいたすことになったのであります。

　このころから体操が非常に強化され，学校歯科の訓練

においてもいままでの歯みがき訓練のほかにそしゃくの

訓練に力をいれ，いっそう健康を目ざすというふうにな

り，歯科医師会も学校歯科医会ももっぱらそしゃく励行

の運動に向かっていったのであります。歯科医師会では

毎月興亜奉公日にそしゃく運動を国民に提唱することに

なり，日本連合歯科医師会においても，この日本歯科医

師会の運動に参加して学校や家庭に呼びかけて注意を促

した次第でありました。

　そういうときでありますから，建国の地宮崎で大会が

開かれるということはきわめて意義深いことであり，こ

のムードの中で宮崎大会は会する者600余名，特別講演

宿題，研究発表は合計38題，そして宮崎市第六尋常小学
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校の校庭において，総合集団大訓練が催された。宮崎市

の児童5，000名が参集してラジオ体操，そしゃく訓練，

それから歯ブラシの訓練を実演し，学校歯科医大会の参

加者がみなこれを参観するといったようなことでござい

ました。さらに八紘一宇の塔，宮崎神宮の参拝等聖跡観

光が行なわれ，まだまだ大会は意気軒昂でありました。

次が昭和16年，第11回の秋田であります。昭和16年と

申しますと冒頭にお話をいたしましたときから，早くも

もう10年たっております。即ち秋田の大会は勅令公布10

年記念の大会ということで，日本連合学校歯科医会では

そのために学校歯科衛生優秀校の表彰，さらに全国から

学校歯科衛生の論文選奨というような計画が行なわれ，

大会で橋田文部大臣の揮毫された「健康報国」という一

幅が表彰状とともに贈呈されたのでありました。このこ

ろの学校歯科の優秀校，いわゆるベテラソの学校で・今

日でもよくやっておられる学校が少なくありません。

　ご参考にそのときに表彰されました全国の学校歯科衛

生優秀校を申し上げますと，東京では浅草の田原小学

校，神奈川では一本松小学校，新潟五泉小学校・山梨の

富士川小学校，長野の赤穂小学校，京都の宮津小学校・

大阪の船場小学校，神戸の諏訪山小学校，徳島の小松島

高等女学校，福岡の上穂波小学校が表彰されておる。し

かし，この入選を逸して，感謝状を受けた優良学校の中

にもたくさんのよい学校がありまして，青森の三本木・

秋田の高等女学校，東京の高輪台，神奈川の鎌倉第一・

これなどは，最近ターナーが見に行って非常に感心して

帰ったそうでありますが一一新潟のes　一これは一昨年

富山大会で奥村賞を受賞しており，既にこのとき（16年）

かような成績です。山梨の桐生，静岡の伊東西小学校，

京都の竜池小学校，福岡の奈良屋，こういったようない

までも学校保健に名のある学校が出ています。

　当時，学校歯科医の表彰は帝国学校衛生会で行なって

おりましたが，このときからやはり帝国学校衛生会の表

彰をこの学校歯科医大会で表彰するようになって，岩手

の庄司先生，東京の田丸先生，新潟の亀島先生，大阪の

浜野先生，徳島の寿満先生，佐賀の栗林先生の6名がそ

の栄誉を受けられておるのであります。続いて一一これ

は，今度の大会にちょっと似ていますが一一大会に対す

る尽力者の表彰がありました。福岡の池田先生，大阪の

浜野先生，京都の堀内先生，山梨の小川先生，静岡の土

屋先生，宮崎の松田先生，愛知の長屋先生，東京の松原

先生，岡本先生，向井と，10名が奥村会長から感謝状と

記念品の贈呈を受けました。文部省に対する感謝決議，

会長奥村先生に対する感謝決議等も行なわれました。

　このときの行事の一つとして，今日の研究協議会に似

たものが初めて行われ，これは学校歯科執務協議会と申

して，4つの分科会に分かれ学校歯科の執務についてい

ろいろ研究協議をいたしました。秋田のときは時局を考

慮し会期を2日とし，協議題も27題観光も会員の自由

にまかせるということになりました。しかしこの秋田ま

では大会も盛大であったといってよかろうと思います。

　ここで皆さまご承知のとおり16年に戦争が始まりまし

た。このときが第12回の神戸でありますが・即ち昭和17

年ともなりますと神戸で大会ができるかできないか，や
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ることになっておるけれども，はたして夷行できるかど

うか，というようないろいろな配慮もあったのでありま

すが，さきに申した国民体力増強のための大会であると

いう線にしぼって強力に神戸で大会を遂行することに決

定いたしたのであります。

　このとき，先ほどごあいさつの中にも述べられました

ようでありましたが，竹中恒夫先生が神戸の大会の開催

に神戸市学校歯科医会長として働かれた次第でありま

す。

　文部省からこられた小笠原体育局長のあいさつに，

「戦争開始以来，1ヵ月前にこの神戸の上空に敵機があ

らわれ，このときにこの神戸においてこの大会を開催す

るということは従来の地に比して経験しがたい大会であ

り，深き意味のあることを痛感せざるを得ない」と時局

的なごあいさつがありまして，戦時色に緊張した大会が

開会されました。協議題，調査，研究等あわせて26題，

ここでも前年と同じように学校歯科衛生振興協議会一一

ちょっと名前が違います一が開催されましたが，これ

は今日のパネルディスカッションに相当するものであり

ました。

　最後に海軍大将高橋三吉さんの特別講演，これは2時

間にわたる大講演でありまして，演題は「必勝の信念」

全員粛としてこの講演を聞いたのでありますが。今日こ

れを思うときは感慨なきを得ないのであります。大会終

了の翌日，日本連合学校歯科医会と兵庫県ならびに神戸

市学校歯科医会の共催で学校教員，学校歯科医等を対象

として講習会が開かれました。関連行事として講習会を

するのは，この神戸が最初であります。

　次にいよいよ昭和18年，第13回大会でありますが。戦

局いよいよ緊迫し，われわれの行事としては，来たるべ

きときがきたという意味で，まことに悲壮な大会であっ

たと記憶をいたします。これより前に，戦時体制に対応

するために学校衛生団体においても機構捌新についての

論議があり，それは学校衛生の諸団体を統合して一つの

大きな団体にする，ということでありました。一方学校

歯科医大会も戦局が緊迫してきております関係上，一応

この辺で中止をしようということになってきたのであり

ます。すなわち戦時中最後の大会が第13回の東京大会で

ありました。

　第1日は陸軍軍医学校で渡辺，松本両軍医の講演を聞

き，あるいは軍陣医学の参考品を学校歯科医が見学をい

たしました。

　そうして第2日日は東京会館（あのときは大東！ili会館）

で大会をいたしました。主催団体提出協議題を5題と調
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査研究の発表5題を午前午後にわたって討議し，時局中

とは思えぬほど充実した会議でありました。

　この時は，参加会員を各団体から30名に1名ずつにki］

限いたしまして，出席会員320名，開会式についでかね

て選衡中の学校歯科医令公布10周年記念論文の授賞式を

行ない，横浜市一本松小学校においてう蝕対策を実施し

ておりました榊原勇吉先生が選奨論文の授賞を受けら

れ，このときは岡部文部大臣が出席し，文部大臣賞をみ

ずから授けられた。

　3日目には立川に集合して，陸軍航空技術学校を見学

し，水木教官の講演を聞いた後で正午に散会。その散会

したあとで，立川のまことにささやかなそば屋の2階で

数十名の同志が，昼食のそばを，そばだけのそばを食べ

て，握手をして別れた思い出もあります。，

　戦前の大会のお話はその辺にしておきましてy戦後の

お話になるわけでありますが，戦後の大会のことはくど

くどお話を申し上げませんでも，皆さまがよくご承知で

ありますし，飛ばすということは，たいへんに戦後の大

会をご主催くださいました先生たちに申しわけがないよ

うな気もいたしますが，予定時間もございませんので簡

単にお話いたしますのでお許しをねがいます。

　ご案内のとおり13回まで戦前にやりまして，戦後は，

統合した関係から，学校衛生の会合として日光，千葉，

東京等の会議に歯科部門も参加しておりましたが，25年

頃から復活のきざしが出てまいり，25年，名古屋での学

校衛生大会および26年福岡での第1回全国学校保健大会

はいずれも歯科の分科会が盛大に行なわれました。もっ

ともその前年，24年神奈川で学校衛生大会がありまし

て・会場であった学校の教室でやはり歯科の分科会をや

りました。しかし一応これは14回になっておりません。

翌年名古屋の時から学校歯科医大会と呼ぶ決議がいたさ

れましたので，記録としては戦前の13回から25年の名古

屋に14回大会のバトンがが渡されたということになって

おります。以後松島，高松，出雲と続きます。

　このときはご承知のように全国学校保健大会と日は違

いますが，合同して学校歯科医大会が開催されたので

す。これより先，再び学校歯科の全国団体を結成しよう

という準備がはじまっておりましたので，高松のときは

日本学校歯科医会の設立について，各地から代表して出

席した方々によって委員会が開かれ会則案を審議いたし

ました。そのときの設立委員でも今日表彰をお受けにな

っていらっしゃる先生がおいでになります。かように高

松では満岡先生が尽力されて日学歯の設立委員会が開か

れ・こういう意味で高松での大会は記録すべき大会であ
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りました。

次は29年出雲の18回大会，ここでは，倉塚正先生に大

いにやっていただきました。ご承知のように日本学校歯

科医会の創立総会が開かれ，戦後の日本学校歯科医会が

設立され，再び学校歯科医の全国組織が確立して，更生

の歩みへ出発いたした次第でございます。

次が30年19回の東京ですが，このときから保健大会と

は別に開催されています。この大会で特に言及しなけれ

ばならないことは，むし歯半減運動が提唱されたこと

で，大会宣言においてもこれが強調され，学校歯科医の

日漂と決意が示されました。爾来皆様のご協力を得，ま

たよい歯の学校運動等の普及によって，年々これの成績

をあげておりますことは，こ洞慶にたえぬ次第でありま

す。

さらに翌31年は20回北海道の札幌。札蝿では北海道歯

科医師会の絶大なご尽力で大会はもとより，戦後は初め

ての視察観光ということが非常に組織的な準備によって

活発に行なわれ，全国の学校歯科医も北海道には非常に

期待を持ってたくさんに集まり，阿寒から釧路のほうま

で回ってみんな満足して帰ったように思っております。

　なお，前年の東京大会の際，東京の久野代議員の提案

によって，大会20回の皆出席者を，札幌の20回大会にお

いて表彰することになっておりましたため・この大会

で，物故しました高津先生，それから九州の池田先生そ

れから私と3人が20回大会の皆出席者として表彰の光栄

に浴したわけでありました。

　次が32年の21回，岐阜でありまして，岐阜では新井先

生，大竹先生，山幡先生，学校歯科医会の諸先生がご奔

走くださったのでありますが，長良川夜のエキスカーシ

ョンはいまも脳裡にうつる，山と水の，賭星の世界と華

麗な花火が印象的でなかなかにぎやかな異色大会であり

ました。

　33年の22回，これは栃木県の鬼怒川でした。当時の簗

瀬会長はじめ今の大塚会長，その他の役員の方がご奔走

くざいまして，何しろああいう山水明媚の温泉場の大会

は初めてであったように思うのであります。しかし記念

すべきことは，ご承知のとおり33年学校保健法が制定さ

れ，戦後いろいろな制肘のもとに，学校保健執務の上に

もあれやこれやと迷っておったようなものを，是正いた

しつつ現場で行なわれておったものが整理集大成された

とでも申しますか，文部省の努力で学校保健法として制

定された。これは，特に当時の担当として塚田学校保健

課長，渋谷補佐がこの法律の起草に苦労をされた。われ

われ学校保健関係者も，学校保健会をはじめ分野の団体

力をあわせて学校保健法の制定に応援をしたわけであり

ました。

　しかし学校保健法をつくってからもう9年になりま

す。私は前橋の大会でもそういうことを言ったように思

うが，社会文化，科学技術の進歩，その他環境，人心の

変化が戦後の20年から30年まで，30年から40年まで，こ

の十年一昔というのが2つある。この2つの間にそうい

う意味の変化が，前段の10年に，後段の10年にいずれも

あらわれておる。こういう意味から学校保健の面にもそ

こに当面の問題として考えなければならない問題に直面

をしておるのであります。これは歯科という意味ではご

ぎいません。全体の学校保健としてそうであります。

　今後は文部省はじめわれわれ学校保健各職域の者は流

動する時代をふまえて学校保健向上のために研修し，現

場を盛り上げていく決意が，必要であると思うのであり

ます。かように22回は学校保健法公布の年であったので

ありました。

　34年，23回は青森であります。青森は往年の学校歯科

でいえば，北は青森，南は福岡と申しますか，歴史に残

る学校歯科の活発な所でありまして，まとまった内容的

にみやげの多い大会であったように思います。

　特にこのとき日本学校歯科医会は，奥村賞を設定した

奥村賞管理委員会の要請にこたえて同賞の審査と表彰の

場を引き受けまして，青森のときから奥村賞の授賞が始

まり，そして青森大会では八戸市の学校歯科活動が同賞

の1号として授賞されたのでありました。梅原先生，橋

本先生，久保内先生，他の学校歯科医会の諸先生にたい

へんお世話になったわけであります。

　翌年が和歌山の24回，和歌山の時は全日本よい歯の学

校表彰，即ちむし歯半減運動の一環として，よい歯の学

校表彰という一つのマスメディア，そういう媒体が考案

され，それが前年来推進されておりましたが・その第1

回表彰が和歌山の大会開会式のときに行なわれ，ここで

は牧野小沢両先生の推進で盛大な大会が営まれました。

　翌年が横浜の25回，横浜では，大会の鐘を復活，横浜

からこういうとにかく金色のこの鐘が再び大会の舞台に

登場をしたということになっております。

　きょうは，大会の歩みをお話しますので，まずいこと

も申したほうがよろしいと存じますが，横浜に決定のと

きは私に失敗がありまして，同じく大会開催のご希望の

ありました大分と横浜の先生にご迷惑をかけました。和

歌山で小沢会長その他のお肝いりによって大分と横浜と

で了承していただき，めでたく横浜で大会が開かれたと

いったような思い出もあるのでございます。そのときの
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歯科医師会の会長さん山本先生はすでになくなられ，謹

んで弔意を表する次第であります。

　次が37年京都の26回，京都としましては2回めの大会

でございます。上野先生，北川先生等が非常にお骨折り

くださった。その上野先生もおなくなりになりまして感

慨無量であります。京都は，往年学校歯科なかんずく，

そのころのことばでは歯科衛生教育，今の保健教育に，

関心と興味を持って研究され，いろいろと考案してやら

れた先生が京都にたくさんおりました。長谷川先生であ

るとか，後藤先生，蛭川先生，そういういろんな先生が

おられた。旧日本連合学校歯科医会の役員で，きょう表

彰された堀内先生もそうであります。学校歯科の内容が

教育的に方向づけられてきております現在，そのように

保健教育が発達しておりました京都の学校歯科に今後も

ご期待申す次第で，楽しみにしております。

　次が27回山形，28回富山，それから昨年の29回東京と

いうふうことになります。

　戦後，各大会においての話題となり，皆さんのご論議

の対象になりました予防措置の問題を，日学歯といたし

ましては何とかしなければならない，京都のときにその

委員会をつくることを申し上げ，その後委員会を設置い

たしまして，榊原委員長他の委員の方々にお骨折りをい

ただいて，答申をちょうだいしました。その答申に基づ

いて，さらに委員を依嘱し，その委員会によって，何回

かの試案を経て，学校歯科の手びきというものが，一応

できました次第であります。

　そういう手びきの内容についての研究が，京都以後の

山形の大会，富山の大会，昨年の東京の大会等において，

関連集会である研究協議会とあわせて大会で砥究討議さ

れました。したがって大会でもそれにふさわしい主題が

掲げられました。そして大会の研究をそれに集中したと

いうような状態でありました。

　かようにして，今回当大阪市において昭和12年の前回

の大会開催後30年めに30回の記念大会を開いていただい

たわけでありますが，これもまことにくしきえにしであ

ろうかと思います。ことに今度は新しいアイデアでこの

記念大会が開かれておりますが，定めし今明両日はきっ

と大阪色の豊かな大会の成果が実ることとを確信いたし

ておる次第でございます。

　お話申し上げましたことの中に，言わねばならんこと

を落としたり，御礼申し上げるご尊名も落としておると

存じますが，これはお許しを願います。たとえば過去の

大会における特別講演，宿題報告，研究発表等のご紹

介，御礼も申し上げるゆとりもございません。ことに大

会の宿題報告中には，今日の研究としても価値の高い研

究が発表されておる。たとえば小川先生の鍍銀，それか

ら予防措置についての田丸先生，あるいは学校歯科の衛

生訓練について池田先生，宮崎大会でやられました，学

校歯科における支持組織疾患の研究についての山上先

生，岡本先生等のような宿題講演が過去の大会には必ず

あったのであります。また研究発表の中にも特別講演こ

匹敵するような研究が毎年たくさんありました。

　こういう資料を見ておりますと昔の学校歯科医は非常

に勉強をしました。また大会で研究を発表するというこ

とでなくても，一般に現場でも勤勉でした。少しむつか

しく申せば今日の学校保健法の職務準則のあり方がまじ

めでありました。それはどうも奉仕の精神が基調になっ

ておったように思うのであります。つまり，ロータリー

やライオンズのやっているような気持ちですが，しか

し，あれはだいぶお金を使うのですが，学校歯科医の場

合はそれとは意味が違います。そういう心構えが非常に

強かった。

　しかし，今日の社会情勢は，そういうことを望んでも

それはむなしいことであるという時代で，社会情勢がそ

れを許さないようなむなしい状態になっておるというこ

とは考えなければならないことであります。私の役目

は・学校歯科医のそういうお手伝いをするしもべとし

て，そういうことを考えてまいりますと，しんどいので

ありますが，何とかして新しい環境，新しい時代の学校

歯科のあり方を，研究していかなければならない。そう

いう環境からこの手びきの問題が出まして，皆さまのご

協力で一応ああいうものができたわけであります。

　しかし学校歯科の手びきは読み物ではございません。

理屈でもありませんから，これは現場で生かされて実践

しての手びきであります。ご承知のとおり教育的な保健

管理への道，この際はほかに道はない。教育の中に学校

歯科をとかし込んでいこうということであります。遡こ

学校歯科の立場から申しますと，教育の秘密を学校歯科

が吸収していこうということであります。教育の中に学

校歯科を役立たせてもらい，成果をあげていこうという

意味であります。大方のご協力によって，このことが幸

いにしてつつがなく行なわれますならば，時代のあり方

で・時代の成果をあげ得るかもしれない。そういう意味

においてこの30回記念大会も，記念式典を含めて意義が

あるのではないかと考える次第でございます。全国学校

歯科医大会30回の歩みと所懐をあわせ申し上げました次

第で長い間ありがとうごぎいました。　（拍手）
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記念講演 学校歯科衛生のうつりかわり

愛知学院大学歯学部長

　　　　岡　本　清　櫻

与えられました題が「学校歯科衛生のうつりかわり」

というのであります。

日本に小学校ができましたのが明治2年です。寺小屋

から小学校という制度ができて，学制が明治5年に布か

れて知育，徳育を重んじてやったのであります。

歯科のれい明期

医制がきまったのが明治6年でありますが，文部省か

ら，まず三府に実施するように付記されており・同7年

に東京，京都，大阪に通達され，医師免許の資格や試験

の制度がきまりました。これによると歯科医になるため

には医者にならなければならない。そこで明治8年に小

幡英之助先生が初めてこの医師免許の試験を受けまして

歯科医になった。すなわち歯科医第1号であります・

明治10年には学校歯科クリニックがベルギーのフフッ

セルにできたという記録がありますが，これが学童の歯

科に注目した最初とされています。

　明治12年に桐村克己先生が「歯の養生論」を書いてお

ります。小幡先生校閲によるもので，おそらくこれが日

本で最初のこの面の著書であろうと思われます。

　明治14年に高山紀斎先生が「保歯新論」あるいは「歯

の養生」という本を書いております。

　それからご承知のムシ歯の原因といわれるミラーの学

説が1883年，明治16年にすでに発表されまして・いまな

お，その学説を決定的に破るものなく，これをもととし

て，予防方法などが行なわれている。もちろんこれに反

する学説がいろいろありますけれども，う蝕の成因につ

いては，あらゆる面から解明しようと努力しているのが

現況であります。

　明治18年に，イギリスのフィッシャーが，学童には国

が強制的に保護を加えるべきであるということを提案い

たしまして，これが認められて学童の詳細な口腔検査が

はじめて行なわれております。

　明治21年，すなわち1888年，ドイツのストラスブルク

市でエッセンが学校歯科クリニックを自分の家につくり

ました。

　後にこれは市に移管されましたが，そんなふうに早く

から学童歯科診療が行なわれて，それにつづいて各市に

この種の施設ができたのであります。

　そこでわが国では，明治23年に文部省で初めて学校衛

生調査をやりました。

　三島通良という先生が机の高さとか，あるいは腰かけ

の高さなどをきめております。しかもほとんど時を同じ

うして明治24年に直村善五郎先生，この人は歯科医医籍

第4号でありますが，三重県津市の養生高等小学校ほか

何校かに初めて学童の口腔検査を行なった。こういう記

録があります。

　これを先生は明治25年4月に「歯科研究会月報」に詳

しい統計を出しております。きょうは統計は省きます

が，「歯牙統計の成績」という題で発表したが，これが

日本で最初の統計であり，学校歯科衛生史上記録さるべ

きであります。先生はこういうことを書いております。

　とにかく明治18年に津市の県立病院の歯科に赴任を

し，診療に従事していると，実に歯科衛生の知識の足り

ないのに驚いた。これはどうしても小学校の先生を通じ

て教育しなければいけない。とうてい日本の学童が救わ

れないということに気がつきました。

　そこで，　「歯牙の保健に最必要時，すなわち身体が発
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育しつつある年少者，たとえば小学校の生徒もしくは尋

常中学ぐらいの年配では歯科の知識が全くないというこ

とこそ，まことに遺憾なことである。さればとて一々そ

の父兄もしくは本人について注意を促すのは善五郎の業

務上において容易に行ない得べきにあらず，こはただ最

多数の年少者に親灸しつつある教員その人によるの行な

われやすきにしくものなし」

　当時の文章はちょっと読んだだけではわかりにくい。

とにかく毎日学童に接しておるところの先生に教育をし

てもらうよりいい方法はないということで，「ここにお

いて明治24年5月，当時養生高等小学校長また感を同じ

うし，しかして同校生徒歯牙検査委嘱の談あり，善五郎

欣喜にたえず」

　直村先生が校長に何べんも談判をして，ひとつ歯の検

査をさしてほしいということで，そうして校長もその感

を同じうして，どうかひとつ口の検査をしてほしいとい

うので「善五郎欣喜にたえず」その喜びの姿がよくあら

われております。

　そのように明治24年に，すでに口腔検査をやりました

が，その時代からぼつぼつ学校歯科あるいは口腔検査一

学校歯科という名前はありませんけれども，学童の口腔

衛生についてはいろいろな記載がこぎいます。一々は省

きますが，明治29年日本歯科医会が結成されて，「学校

医中に歯科医を加えること」を血脇守之助，広瀬武郎，

青山松次郎，藤島太麻夫などの先生が文部省に運動して

おるのであります。

身体検査と学校医・学校歯科医

　明治30年に児童生徒の身体検査の規定ができました。

31年に初めて学校医令が制定されました。しかし，この

中に歯科医は含まれておりません。で，歯の検査はどう

かというと，歯はう歯につきて検査すべし，歯のよき

老，歯のあしき者，う歯ある老，う歯なき者，そういう

ことを検査すべしというのがこの身体検査の規定であり

ますから，学校医ができたところでは学校医がそれをや

ったのです。

　したがって，明治30年来ずっと戦時中を除きまして

は，身体検査が連綿として今日まで続いておる。もち

ろん内容はいくたびも改正されました。

　当時イギリスでは学校歯科医会ができまして，これが

なかなか活躍をしております。

　明治33年に・すでに学校衛生課というものが文部省に

できまして・先ほど申し上げました三島通良医学士がこ

の課長になりましたが・これは36年に廃止になってしま

いました。それ以来かなり長い間，学校衛生については

文部省では所管の課がなかったわけであります。

　明治34年に中原市五郎先生が麹町区の4つの学校に初

めて嘱託の歯科医を置いたのであります。当時先生は麹

町区の区会議員であった。したがって皆を説いて木谷茂

吉，藤島多麻夫，あるいは高橋栄五郎，伊藤忠三郎の4

人の先生が嘱託歯科医となられました。これがおそらく

日本における学校歯科医の始まりで文献上からも非常に

貴重であります。

　明治39年になりまして，歯科医師法が初めてできまし

た。

　さらに，40年に日本連合歯科医会，全国の歯科医の団

体ができました。この会の重要な目標として学童の口腔

衛生を採りあげて，かなり盛り上がってきたのでありま

す。

　この辺までを私は草創時代と称してよいと思います。

大正2年，このころに緑川宗作先生のお名前が出ます。

この先生は小石川の柳町に開業しておりましたが1週間

のうち1日は方々の学校を歩いて口腔衛生の講演をして

まわった。しかも押売り講演でありました。どこの学校

へ行っても，口腔衛生などはまだ問題にしなかったが・

緑川先生一流のねばり，熱意で方々の学校を説きまし

て，講演をさしてもらった。だんだんその数がふえてま

いりました。

　それから渋谷のほうに移りまして，歯科のほうも非常

に盛業であったそうですけれど，どうしてもこの口腔衛

生運動をやりたいというので，廃業いたしまして，今日

病臥中でありますが，原一学先生に譲って，自分はライ

オンのほうに入った。

　ライオンのほうでも，緑川先生の熱意にほだされて，

それではひとつやってみようということになった。そう

してラィナソ講演会をつくりまして全国を行脚して回り

ました。

　緑川先生は非常に特殊な講演をされる方であります。

あとで川上為次郎先生のお話もしたいと思いますが，全

く対照的な方です。どちらかというと，緑川先生は奇想

天外な話をされる方で，あるとき，ある中学校で，「あ

んまり勉強するとムシ歯ができる」と言うような意表を

つく話をしてハッとさせておいて，自分の思うような話

に引きつけるという独特な才能を持っておった。この先

生が話をすると実に人をひきつけます。東北人でありま

すからズーズー弁ではありますが，熱弁に圧倒された、

私も実は同郷でありますが，ライオン入社までは，全然

同郷であることを知りませんでした。ことばを聞いて，
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イとエの発音が全く違う。先生，どこですかというと，

おれは福島県だということで，初めて同郷であることが

わかったのです。

緑川先生は全国至るところを行脚されましたが，この

先生ほど学校の教員に印象を深く与えた先生は，いまま

でないと思うのです。私もいろいろな学校へまいりまし

たけれども，この緑川先生という名前はどこの学校へ行

っても知っておった。

不幸にして，この先生は46歳でなくなりました。しか

もその最後において学校歯科医の講習会を昭和4年2月

に東京の麹町区上六小学校で開きましたが，その最後の

日に「口腔衛生教育問題」と題して話された。講演内容

は一言にしていえば，自分は向井，岡本の論とは全く反

対であって，ゼ学童の口腔衛生教育が徹底すれば学校診

療などはいらない、次に考えられる問題だ」ということ

でした。

　その速記録などを見ましても，ほんとうに熱意があふ

れておりましたが，学校診療，今日でいう予防処置，そ

の当時は，学校診療といっておりましたが，そんなもの

はいらないのだ，口腔衛生教育が徹底すれば，それで十

分であるというのが，そのときの論旨でした。しかも38

度の高熱をおかして，約2時間にわたってやられた最後

の講演で，私は非常に深く感銘を与えられたのでありま

す。

　向井，岡本の説とはちがうのだということで，おおい

に私も反発は感じましたけれども，しかし，その主張が

今日の「学校歯科の手びき」に全くそのとおりになって

おるのですから，先見の明ありといっていいでありまし

ょう。

　当時，東京府立第三高等女学校に歯科のクリニックが

できました。これはおそらく日本でも初めてではないか

と思いますが，高等女学校の中に歯科のクリニヅクがで

きた。これは主として川上先生のお世話であったと思い

ます。

　それから日本連合歯科医会の講演班ができまして，現

在の向井会長がその当時全国を行脚されておりました。

　また，学校教職員の口腔衛生講演会が大正4年に行な

われました。これまた非常に特異な講習会でありまし

た。やはり緑川先生の発案であります。

　学校の先生に口腔衛生の知識を与えて，その先生を通

じてやってもらわなければ，どうしても徹底しない。だ

から，学校の先生の講習会をやろうという先生の強いご

意見でした。大正6年にもその話が出たそうであります

が，だめになってしまった。そこで君もぼくの意見に同

調してやってくれと私にいわれました。こっちは何もわ

かりませんから，はい，と言ったぐらいなところであり

ます。

　翌大正7年にこれが実現しまして，このときの全予算

が6，000円でした。しかも参加した先生には往復旅費の

半額を麦給することにいたしました。ところがこれが非

常に成功して，各地の歯科医師会あるいは個人の歯科医

が学校の先生に，足りないところの金は補給してまで，

あるいは全額を出して行ってくれという風になって，非

常な盛況でありました。この学校教職員に対する口腔衛

生の講習会は，おそらく緑川先生の最も大きな功績の一

つではないかと思います。

ムシ歯デーは大正9年から

　大正9年になると，初めてムシ歯デーが行なわれまし

た。これは内務省の主催でやりました。ただいまの東京

医科歯科大学の隣にあった博物館の中に衛生博覧会が開

催され，これがまた押すな押すなの盛況でした。そこで

ムシ歯デーというのを行ないました。ムシ歯デー，ある

いは結核デー，トラホームデー，この3つのデーが初めて

できた。おそらくムシ歯デーというのは，このときが日

本では初めてだろうと思います。同時にまた世界でも，

私の知っている範囲では初めてのようであります。

　大正10年には，私のおりましたライオソの児童歯科院

ができました。そのころ川上為次郎先生が欧米視察をさ

れて帰国されてから「欧米における社会歯科施設」とい

うりっぱな本を書かれました。

　つづいて向井会長が14年ごろに欧米を回りまして，こ

れは「欧米における学校歯科施設」という本が出まし

た。この2つとも非常な名著であります。その川上先生

は「口腔衛生十二講」あるいは「口腔衛生資料」という

ものも書いておられます。そういう本によりまして学校

歯科が次第に盛り上がってきたわけであります。

　ライオソ児童歯科院は，ただ子どもの診療をするとい

うことでありましたが，これはボストソのフォーサィス

児童診療所を，当時の神谷常務が見学をして来まして，

どうしても日本にもこういうものが必要だからと，私に

持ちかえった，いろいろな資料を渡されて，ぜひこれを

日本でやりたいから計画を立てるようにとの話でした。

　こうして大体このシステムをまねてやったものであり

ます。所在地は，ちょうど帝国ホテルの裏側になりま

す，京橋区山城町6番地でした。私のほかに婦人歯科医

が5人で，とにかく児童の口腔の診療を始めた。初めの

うちは歯科医師会の一部の大反対を受けまして非常に困
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りましたが，始めますと，子どもの虫歯では歯科医が困

りますものですから，困る患者はみんなこっちへ紹介し

ますので，なかなか繁昌いたしました。しかし関東大震

災でこれが焼けてしまいました。昭和2年になって，四谷

見附の近くに移りましたが，医員も男女合わせて10人，

ここでは顎，顔面の発育上から矯正をも始めました。

啓蒙から実践へ

　大正11年（1922）に口腔衛生婦Oral　hygienistの養

成を始めたのであります。フォーサイスでやっておる，

将来は歯石の除去を専門にやったり，歯科の補助が必要

なんだから，いまからひとつ養成しようというので，口腔

衛生婦の養成を始めた。若気の至りといいますか，しゃ

にむに始めたのであります。こういう名称はかなり後ま

でずっと使われております。しかし，養成しても使って

くれるところがない，結局はこの医院で使うより道がな

かったのであります。こういう職業は昭和23年に歯科衛

生士法が公布されるまでなかったわけでありますから…

°°°

o

　しかし，こういうものがたしかにあった。女優の山本

安英さんも，第4番目に，この口腔衛生婦になって来た

のであります。この児童歯科院は昭和13年12月をもって

閉院となりましたが，現在各大学に小児歯科学講座がで

き，日本小児歯科学会ができたことを思うと感無量であ

ります。

　　「日本口腔衛生」という雑誌がでました。これは高津

君が日本歯科医師会の書記長として名古屋から呼ばれ

て，書記長のかたわらやったわけであります。大体日本

で「口腔衛生」なんていう雑誌が売れるだろうかと非常

に心配しましたが，彼独特の編集，彼独特の販売政策，

そういう才能によって非常に読者が多かったようであり

ます。

　私は最初からいろいろな相談に乗りました一人であり

ますけれども，とにかくその時分「口腔衛生」という雑

誌があった。昔からいまもアメリカに「オーラルハイジ

イソ」というのがありますが，これは広告雑誌みたいな

もので，あんまりたいしたものでありません。

　それからいまの実践時代にはいります。いつから実践

時代かわかりませんが，大正の12，13年ごろからだんだ

んと実践的な運動が行なわれてきた。甲府の富士川小学

校の歯科施設は，これはなかなか有名ですが，鍍銀法を

ここで始められた小川祐心先生が毎年毎年この鍍銀法を

いろいろな会で報告する。結局，相当の効果があるとい

うので，文部省でも，いわゆる予防処置の範囲をきめる

場合に・この鍍銀法が入ったわけであります。継続は力

なりといいますが，継続してどんどんやっていくことが

力になるいい例だと思うのです。いまは東洋男君からそ

の次と父子三代にわたってここでやっておるのでありま

す。

　さきに日本一の学校保健優良校に選ばれた素地は，じ

つに祐心先生によって全校に培われたといって過言では

ありません。

　その当時，学校歯科医を嘱託でも何でもいいからつく

らなければいかんという運動はあらゆる方面でやりまし

たので，最初に青森県に県令として学校歯科医の嘱託の

制度ができました。ここには小野寺という学校歯科に理

解のある学校衛生披師がおりまして，その当時現在の梅

原君のお父さんたちのお力で，初めて県令あるいは県の

訓令という形でできました。このときにはすでに埼玉県

でもできております。それから続々と各県において歯科

医の嘱託ができてまいりました。それがもととなって，

初めて昭和6年に勅令によって学校歯科医令ができたの

であります。

　それから学校歯科診療が外国の例などから急務である

というので各地に学校内に設けられるようになりまし

た。これは一例ですが，浜野松太郎先生が金沢に行った

ときに，大いに市長を説いたところが，市長が共鳴し

て，金沢市で初めて市立の味噌蔵小学校と長町小学校の

2校に診療所をつくりました。これが日本では市立とし

て初めてのもので，新津保君が所長でした。その後旭川

あるいは函館，札幌にもできますが，いずれも永続きは

せずに終わりました。

　第1回のムシ歯予防デーが昭和3年にできたことはご

承知のとおりでありますが，これは6月4日，ムシとい

う字にちなんでやったのですが，大正9年から何年にな

りますか，全国的なムシ歯予防デーができました。これ

は世界記録であります。

　ふしぎなことに，日本はまことにこういうことが器用

であります。ムシ歯予防デーは，その後は週間になりま

した。

　戦後のことですが，アメリカのリジレー中佐が日本の

歯科の指導者としてきました。あるとき文部省の当時は

重田課長かと思いますが，われわれ呼ばれましてリジレ

ー 中佐といろいろ話し合いました。そのときに，日本に

はこういうムシ歯予防デーがある。そうして全国的にこ

ういう仕事をやっておるという話をしたところ，リジレ

ー 中佐が笑って，口腔衛生，自分の歯を大事にすること

は自分の責任である。アメリカでは学校でも家庭でも教
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えているから，そういう必要がないと言ったんです。と

ころが，その後アメリカでも1949年ですか，National

Children’s　Dental　Health　Day全国児童歯科衛生デ

ー
というものをつくっておる。自分の責任なんだから自

分でやるのは当然だけれども，それがアメリカでもむず

かしい。それで児童を対象にした歯科保健デーが設けら

れ，大統領のメッセージまで出されるという華々しいス

タートを切って，今日では日本と同じく週間となって行

なわれております。

昭和7年に日本連合学校歯科医会が生まれました。こ

れは向井先生のお話があったとおりであります。このと

きもずいぶん難航いたしました。それは文部当局，特に

日本学校衛生会という学校医を中心とした私どもも入っ

ていましたが，はっきり言えばつくらせたくなかったら

しいのです。何回交渉したかわからんが，とにかくでき

まして，ここで今日表彰されました方々がいろいろ役員

として大いに努力されたのであります。

昭和9年には，国語読本にムシ歯が採用されました。

これは横浜の関川という先生が，文部省の図書編さん官

と懇意であったところから，ひとつムシ歯について入れ

てほしい。ついてはこういうようなことを入れてくれと

奥村先生などといろいろ相談をされた。「むしば」とい

う題で，その大体をいいますと，「花子さんが歯が痛く

て一晩じゅう苦しみました。朝になってもなおりませ

ん。そうして歯の先生のところへ行きます。先生は・こ

れは第一大臼歯だから，もはや抜けない歯なんで大事に

しなくちゃいけないといろいろ注意される。そうして歯

の治療をしてニコニコして帰りました。」ということが

3年生の本に載うたのであります。この「むしば」とい

う文が採用きれて以来，その解説についていろんなもの

が出ました。そして，学校の先生がむし歯を教えるため

にムシ歯の研究をしなければならんということになっ

て，学校歯科医も大いに協力して，ずいぶん盛んに行な

われたのであります。

　昭和11年に学校における予防処置の解釈について・尚

知県から一体どんな範囲が予防処置であるかと問い合わ

せてきた。それの返答は申し上げるまでもありませんが・

鍍銀法，歯牙の清掃，初期う蝕の処置及び充墳，乳歯の

抜去，そんな4つの項目が回答として出されたのであり

ます。これについては，また非常におもしろいことがあ

りますが略します。

　このころ，学校保健の権威アメリカのターナー博士が

甲府の全国学校歯科医大会で特別講演をされました。タ

ーナーはいまもボストソの有名なMITMassachusett

Institute　of　Technologyの教授で学校衛生の権威老

であります。

　昭和13年に横浜の一本松小学校でボソ方式を採用しま

した。これについては，榊原勇吉先生が非常に熱心にや

られた。ほんとうによくやった。同時に浅草の田原小学

校で田丸将士先生もよくやりましたが，こういう話にな

りますと，方々ほかにもあります。

　代表的な一つとして横浜の一本松小学校の例だけ申し

上げます。ここでは徹底的にこのボソシステムでやって

第一大臼歯の初期う蝕にはラバーダムをかけてアマルガ

ム充墳をする。そうして充墳の成果を見る。しまいには

アマルガムではどうかということで，ゴールドインレー

をやったという徹底ぶりで，昭和16年文部大臣賞を授与

されました。

　う歯予防指導：普及の通牒は文部・厚生両省から出てお

りましで，重要な事項です。この頃になりますとそろそ

ろ日支事変が始まって，だんだん食糧事情が変わってく

る。あるいは戦時体制に入るといったときですから，学

校身体検査についても，かなりきびしくなりまして，そ

の規定が昭和19年にまた改正となりました。実はその前

に今日と同じようなものができたのでありますが，もう

そんなことはあんまり詳しくやっておられんというよう

なことで，身体検査の規定が変わったのであります。

む　　す　　び

　いよいよ学校保健としての歯科ということになります

が，学校衛生といままで言ったものを，何で学校保健と

言わなければならんかということがあります。保健とい

うことばは日本では前から使っている。口腔保健協会と

いうものがずっと前からできておりました。私なども口

腔保健，歯科保健という言葉も使ったこともありますけ

れども，何かしらん衛生というと消極的に思われるんで

しょう。そこで文部省では学校衛生のかわりに学校保健

ということばを採用いたしまして，初めのうちはどうも

変だったが，いまはなれてしまったようです。

　そうして昭和20年には学校歯科予防処置の振興につい

ての通牒が文部省から出ております。初めて文部省から

予防処置についての補助金を出すということで，当時の

塚田課長，当時の竹内事務官即ち現在の竹内理事長など

が大いに活躍されまして，とにかく補助金を出すことに

なった。聞くところによりますと，それがきまったとき

には塚田課長のお宅にみんなが集まって，なけなしの祝

杯をあげたということを聞いております。

　中学校の学校保健実施要領ができたことも記録さるべ
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きでしょう。

　その後のことはLI本学校保健会の成立，その学校歯科

医部会のだらしなさから，ついに現在の日本学校歯科医

会の成立，学校保健法の制定，それからのことなど申し

上げることはありますが，もはや時間がありません。

　日本の学校歯科衛生のうつりかわりという表題のお話

としてはなはだ意に満たず，申しわけありませんが，や

はり世界各国と共通のように，初めはまず歯が大事であ

る，だから口鮭検査をしなければいけないと，どこでも

まずそれから入っておるわけです。H本でも大正年代に

おきましては口腔検査の統計は歯科学報などを見ると毎

月のようにあった。そういう検査からまず始める。その

統計資料から今度は予防処置が必要である。学校の診療

が必要だというので診療所を学校の中へつくってやる。

だから終戦当時日本でも1，555校ぐらいの学校に診療所

ができておったのであります。そんなわけで学校の中で

診療をやるほうが都合がいい，それはそれに違いないの

ですけれども，なかなかそうはいきません。結局は学校

歯科というものは，歯科衛生の教育をすることが何より

だということに結論されてしまう。しかし，それで満足

してはいられませんから，もっと真剣に研究して可能な

範囲で予防法を実施すべきです。

「　　
　
　
ー
」
I
l

　アメリカの日本大使館の館員の子どもが学校の検査で

むし歯だという赤い紙をもらってきた。これは治療しな

ければいけないということなんです。ところが治療代が

高いから，なるべくB本に帰ってからやろうというので，

母親としては適当な返事をしてわった。ラチがあかない

から，今度は学校の先生が大使館員のご主人のところへ

電話して学校へ来てくださいという。そのご主人が驚い

て行ってみると，あなたの子どもきんは，いくら注意し

ても歯の治療をしてこない，たいへんに困ったというの

であります。

　何しろアメリカでは料金が高い。子どもの場合には顎

の発育をみるために必ず全口腔のレントゲン写真をと

る，すぐに数十ドル，アマルガム充墳をやると幾ら，抜

歯が幾らということで，50ドル，100ドルぐらいはすぐか

かってしまう。やっぱり館員の月給ではたいへんだか

ら，目本に帰ってからやろうとみな思っているのです。

しかし，先生にしかられてとうとうなおしたという話を

聞きましたが，そのぐらいに学校の先生が教育を徹底さ

せてくれれば大いにけっこうだろうと思うのです。

　うつりかわりという話の演題になりませんで，たいへ

んにどうも失礼いたしました。　（拍手）

表彰メダルをつくる

昆野　恒氏

1つ鞭瀦蓬認鐵甥票競警∵ラ　の台　イソも非額1

｝像騰購鵠縦簾藤？学㈱鰍蝋におくらfl，・1・る聖アー刺

　　岩手県の産で，東京美術学校の出身，現代彫刻の第一一線作家である。
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記念講演

教育の立場から見た学校保健

京都大学教育学部教授重松俊明

この講演のご依頼を受けましたときに，どうも歯だ

の，あるいは保健関係のことについても全くのしろうと

で，期待にそえるような話ができそうにないので，はじ

めお断わりしたんですが，教育とはどういうことか話し

てもらえばいい，ということでしたから，それなら何か

話せるだろうと思ってお引き受けしたわけであります。

ですから皆さんの参考になるかどうか，あまり自信がな

いのですが，私の日ごろの考えている教育とは何かとい

うことを，この保健とどれだけか関係させて話してみた

いと思います。

教育とは，よく人格形成というようにいわれますが，

私はこのことばをあまり好まないのです。人格形成と

か，人間形成とかいいますと，教師や親が、子どもを何

か木材や石材みたいなものと考えて，これをノミとツチ

でもって自分の描いているイメ・・一ジ通りに、形づくって

いくというような意味あいに解されます。しかし，真の

教育というものは，そんなものではないはずです。で

は，教育とは，どう考えるべきでしょうか。私は教育と

は，「いかに生きるべきか」ということを教えることだ

と考えます。

　で，教育をうける対象は，木や石みたいな命なきもの

ではなくて，これはみな命をもった，しかも個性をもっ

た，生きたものなのですから，それを自分が考えるよう

なイメージ通りに思うがままに彫刻していくというよう

なことは，してはならないことだし，またしようと思っ

てもできないことです。そうではなくて，子どもがみず

からの意志をもって，どのように生きていくか，この人

生とどのように取り組んでいくかということを教えるこ

とが，教育の眼目だというふうに考えるのです。

全体的な人間
生きるといっても，生き方にいろいろあります。だい

じなことはよりよく生きること，よりよい人間となるよ

うに生きていくことであります。そのためには，どうい

う目標にむかって進んで行ったらいいのでしょうか。こ

れを教育の立場から考えますと，それを全体的な人間と

しての自己実現というような言葉で言い表わしたいと，

わたくしは考えております。人間’ま心身とも健全でなく

てはいけません。

　あるいは身体は非常に強健だが精神が蝕まれていると

いう状態でもいけないし，逆に精神が健康でも身体が非

常に不健康だということでもいけないわけで，そういう

意味で私は全体的人間と言うのであります。ドイツ語で

いいますと，ライプリッヒ・ゼ’一一リッシ・ガイスティッ

ヒlieblich－seelisch－9eisti9とこういうふうに入間を

三つの次元に分析するのですが，真に生きた人間は，こ

の三つの次元を不可分に統一した全体であります。

　で，お医者さんが取り扱われるところは，ライプリッヒ

・ ゼーリッシ，そういう層が主になるだろうと思いま

す。しかし人間というものは同時にガイスティッヒな］，？

ももっているのでありまして，このガイストというのを

どう訳すか，ふつう精神と訳されていますが，ライプリ

ッヒ・ゼーリッシ・ガイスティッヒというのを「身・

心・霊的」な統一体だと，こういう言葉で人問を規定し

ている人もあります。しかし人間がそういう三つの層に

きちんと分かれるのではなくて，現実に生きている人間

は，この三つの層が渾然，一体となっているのが現実だ

と思うのです。

　ところで，われわれが生きているこの現代の社会は，

いま言ったような意味でも全体的人間，身心霊的統一体

としての人間として自己を実現していくために，あまり

よい条件を備えている社会とは，言えないように思うの

であります。それを阻害する要因がむしろ非常に多いと

言っていいと考えるのであります。そこで，お医者さん
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の言葉を借りて，現代社会の診断とでも言われるような

ことをやってみたいと思います。

文化の進むにつれて

　二十世紀も後半に入りまして，科学，技術の発達とと

もに工業化，都市化といった現象が異常にすすんでまい

りますと，まず第一に人間と人間の関係が変わってきま

す。きわめてそ遠になり，孤立化していきます。それか

ら分業が発達してきますと，人間がどこか奇形化してい

くようになります。ある専門の分野では優れた能力をも

っているが，専門でない分野では全くのしろうとで，無

能力といったような，かたわな人間ができてくるわけで

す。あるいは何か大きな機械と取り組んで働いている，

そういうところでは，もともと人間によって作られた機

械が，人間を使うという事態が生じてきます。つまり，

人間がつくったものが人間を支配するといった状況が現

われてくる。そうすると，人間はそういう機械が動くよ

うに働く機械の一部品でしかない，一一歯車でしかないと

いった状況が，文明社会になればなるほど突き進んだ形

で現われてくるわけです。

　で，こういうことから文明国ほど精神障害老といわれ

るものがたくさん出てくることが，統計上はっきり示さ

れております。それから文明国ほど青少年の非行化が増

大しているという，否定することのできない統計的な事

実もあります。これはだいぶ前の統計ですが，WHO

一
世界保健機構というところから出している統計を見

ますと，欧米の自殺率が出ております。自殺をする人間

は精神障害を起こしている人間だと考えていいのです

が，その自殺率の順位を挙げてみますと，デンマーク，

スイス，フィンランド，スウヱーデソ，アメリカ，フラン

ス，ポルトガル，だんだんいきまして最後はスペイソ，

イタリアと，こういう順位になっていのるであります。

　それからアルコール中毒患者をみますと，これはアメ

リカが第1位なんです。次はフラソス，スウェーデン，

スイス，デソマーク，ノルウェー，イギリス，それから

スペイン，イタリアとなっています。イタリアという国

が自殺率やアルコール中毒患者が一番少ないのですが，

ご承知のようにイタリアは，欧米の生活水準とか国民所

得の点では二，三流国であります。

　この統計から考えますと，最も民主的で平和で国が繁

栄して，そして国民生活の水準が非常に高い，そういう

国々において精神障害者が最もひどい症状を呈している

という事実があるわけであります。

　そこで私たちが，たとえば政治家でも経済人でも一生

懸命になって社会，経済，国民生活の水準をあげる，前

の首相の池田首相は国民所得倍増をかけ声にしてやった

わけですが，そのような社会，経済発展の目標は，どう

いうところに置かれているかといいますと，つまり物質

的に恵まれた高い生活水準を確保すること，それから比

較的に富の分配が平等であるとか，たとえば東南アジア

あたりに行きますと，非常に金持がいるかと思うと，ま

るで飢餓に瀕しているような階層もあるわけなんで，そ

ういうことがなくなって比較的富が平等に分配されて，

そうした安定した民主主義と平和な社会，こういったも

のが社会，経済発展の目標として掲げられているわけで

す。ところがこの目標に最も近づきつつある国々におい

て，かえって心理的な不安定が起き，精神障害者があら

われてくる。それに並行して青少年の非行化ということ

も増大してくるという，こういう現実を前にすると，わ

れわれは非常に考えさせられます。そもそも現代の機械

文明というものは，どこか人間精神を不健康にするもも

を持っているのではなかろうか，あるいは現在のわれわ

れの生きている生き方そのもの，あるいはわれわれの努

力目標そのものに，何か根本的な欠陥があるのではなか

ろうかという疑問が生ぜざるを得ません。私自身，やは

り根本的な疑問を感じ，その努力目標自体に欠陥がある

という見方をせざるを得ないのであります。

　こういう事実を見てきますときに，われわれ教育老と

して考えねばならぬことは，先に述べた全体的人間，つ

まり身心霊的統一体としての人間をつくり上げることが

目標にならねばならぬということであります。ただ生活

水準をあげて消費生活を豊かにするということだけで

は，いまみたいな，かえって社会的，個人的な病理症状

を現出せしめるということになるわけです。全体的ノ澗

としての自己実現を可能にするような，そういう政治で

あり，経済であり，文化であり，教育でなければ，私は

正しいものとは考えないのであります。

　昔から「健全な身体に健全な精神が宿る」ということ

わぎがありますが，これは正確には「健全な身体に健全

な精神が宿ることを願う」というのがもとの言葉だそう

であります。私もそれがほんとうだろうと思います。つ

まり健全な身体に健全な精神が宿った場合に，そこに私

の言う身心霊的な統一体としての全き姿があるわけで

す。だいたい非行少年なんか，きわめて頑健であって

も，精神的には非常に不健康な老といってもいいものが，

たくさんおります。あるいは逆に身体的な欠陥を持って

いても健康な精神を持っている人間もいます。昔から非

常に偉大な発明をしたり，社会に貢献するような偉大な
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1惇をした人には，身体的欠陥を持っている人が多いと

いう事実があります。それはこういう人たちが自分の持

っているその欠陥を補うために，不屈な強靱な精神力を

持って，そういうすぐれた人問になったのです。

しかしそれいう例はわりに少なく，ふつうはやっぱり

そのようにはならないように思います。しかし，健全な

身体に健全な精神が宿るのが望ましい，身心相関の理と

でもいうものがありまして，二つは互いに緊密な関連を

持っているのであります。

アラソというフランスの哲学者がおります．幸福論と

か教育論とか書いたりして，なかなかフラソス流のいわ

ゆるエスプリに満ちた文章を書く人ですが，アランは，

こういうことを言っています。人間の精神，心というも

のはなかなか言うことをきかない，きょうは何となく気

分がめいって憂うつな感じだと，そんなときに自分の心

にもっと快活になれといったって，なかなか言うことを

きいてくれない。そういうときには身体のほうから動か

したらいいと，言っております。心は言うことをきかな

くても，身体は言うことをきく。だから手足を動かすと

か，あるいはこ婦人ならはたきを持って掃除をやるとか

なんとか，そういうことを活発にやりますと，そこは身

心相関の理というものがあって，からだが動いて心が動

かないわけにはいかないということなんです。

そういう点から考えても，身体と精神とが非常に密接

不離な関係を持っており，しかも精神のほうはなかなか

自分の意思力でどうしようといっても言うことをきかな

いが，肉体のほうは手をあげうといえば手をあげ，足を

あげうといえば足をあげるから，そっちのほうから動か

して，精神を動かすようにしろというのです。これは，

非常に教育的に私はおもしろい教えだと思います。こう

して身体的，心的に，全体的人間として自己実現をして

いくことは，教育の究極のねらいだと思うのでありま
す
。

未開社会とデモクラシー

現代は文明が非常に発達してきたと考えていいわけで

すが，しかし，たとえば政治とか，社会制度とか，家族

制度とか，そういった社会科学の立場から考えると，は

たして未開社会に比べて，現代の文明社会が進歩してい

るかどうか，いちがいに進歩しているとはいえない面が

たくさんあるようです。だから学者によっては，そうい

う政治組織とか社会制度とかいうものの進歩なんてあり

得ないと言っている学老もあるくらいです。たとえば現

在われわれはデモクラシー，民主主義を政治や経済や社

会，日常生活の面でもこれを原理として生きていこうと

しておるわけですが，デモクラシーをほんとうに実現し

ているのはむしろ未開社会なのであります。

　いわゆる酋長制の未開社会があります。ものの本なん

かによれば酋長というのはべらぼうな権威，権力を持っ

ていて，自分の種族の者は，生かそうと殺そうと思いの

ままできる。生殺与奪の権利を持っているというふうに

考えがちですが，これは非常にまちがったしろうと考え

でありまして，未開社会の酋長というのは決してそうい

う権力は持っていないのであります。

　民主主義は，こういう社会にこそ現実に行なわれてい

るんで，何か種族にとって重要なことがあるときには必

ず全員が集まって会議をやります。非常に重大な事件と

いったら，たいてい隣の部族と戦争をするとかそういっ

た事件なんですが，そんなときには全員が集まって会議

をやります。酋長は，そういうときに一種のチェアマン

みたいな役割をするだけなのです。

　そこで，戦争をするかどうかを皆にはかると，みんな

が，ぶつぶつつぶやいて，あまり気勢があがらないよう

な状態だと，酋長がどうも戦争する気はないようだなと

いうわけで，戦争はやめとこうというふうに持っていく

のであります。だけどみながはりきって例のブーメラン

とか，あるいはほこやたてを持って，それをパンパンた

たいて，やれやれといったような気勢をあげるときに

は，これは，みんな戦争を望んでいると判断して，じゃ

戦争をやろうと決定するわけなんです。つまり，全く全

員の意向に従って酋長は政治をやっているのです。いま

のわれわれの社会よりもずっと民主的だと言っていいと

思います。

　いまアメリカがベトナムに40万も軍隊を送っておりま

すが，ジ・ンソン大統領があれを決定するときに，国民

に聞いたかというたら，全然聞いていない。皆知らない

間に決定されて，ああいう重大事が行なわれているわけ

で，どうみても未開社会ほど民主的には行なわれてはい

ないと言っていいでしょう。一般国民というものは，そ

ういう国民の生死を賭するような重要な問題の決定に際

しては大体つんぼさじきに置かれている。しかもそれは

民主主義国においてすらそうなんです。

　人間関係なんか見ましても朱開社会のそれは非常にい

いものなんです。よく未開人は残忍で，すぐ首狩りをや

ったり，頭の皮をはぐとかいっていますけれども，それ

は他種族に対しては，そういうことをやることがありま

す。しかし自種族の中では実になかよく親和的で友好的

で相互扶助的な日常生活をやっていて，交明社会人なん
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てとうてい及ぶものではないのです。未開人はまた，自

尊心が強いのです。恥を知る，廉恥心といったようなも

のは，これはとうていその文明人がかなわないようなも

のを持っています。

　しかし，はっき1）　，目に見えて劣っている点がありま

す。それは科学技術の未発達ということであります。未

開社会では，相当子どもを生むんですけど人口がふえな

い。どういうわけかと言いますと，乳幼児死亡率が非常

に高いし，それから天災があり飢謹があったり，あるい

は疫病がはやったりしますと，それに対して彼らは無防

備，無抵抗ですから，ころこうころころみんな死んでし

まいます。だから未開社会では大体人口がある一定以上

にはふえません。こういう点では，現代社会は未開社会

に比べて，かくだんに進歩発達している，これはもう否

定することのできない事実です。

健康管理をめぐって

　現代では日本も乳幼児の死亡率も低下して，老人も長

生きするようになって平均寿命も欧米並みに延びてまい

りましたが，未開社会では四一Fぐらいになったらみんな

老人です。文明社会では四十といったら働き盛りですか

ら，そういう点は，はっきり未開社会と文明社会の違い

があると言えるでしょう。

　いま私たちの社会では一一es死亡率の高いのがガンと脳

出血だと聞いておりますが，結核というものは近ごろあ

んまりこわがらなくてもよくなったらしいですね。

　昔は労咳といって，不治の病といわれて，不如帰の浪

子みたいな悲劇も結核が原因になっているわけなんです

が，しかし，そういう点で日本は欧米に比べると，まだ

まだおくれているんじゃないかと思えるのです。

　数年前にイギリスの労働党の代議士が数人日本に視察

に来たことがありますが，ちっよと名前は私忘れました

が，一行の中に婦人代議士がおりました。

　この女史が，日本のある紡績工場を視察に行ったので

す。そこで案内をしている人が，われわれは非常に工員

の健康管理に気をつけて，いろいろやっていると説明し

て，レソトゲソの機械も備えつけて非常に健康管理に注

意していると，多少じまんげに説明をいたしましたら，

この婦人代議士がたいへんおこりまして，レントゲンで

肺を検診しなければならないようでは，厚生施設だの保

健衛生だの，そういった健康管理がふだんからできてい

ないからだと非難したというのです。私もそれを聞いた

ときにやっぱり愛国心から多少，心穏やかならぎるもの

を感じたんです。

　で，その後私はイギリスに行ったことがありまして，

いまの話をして、そういうことをいうのは失礼じゃない

かと申しましたら、向うの人が，それはそうじゃない。

イギリスでは結核患者なんてもうほとんどいないといい

ます。たとえば日本でもレプラ患者が日常生活の圏内に

ほとんどいないと同じぐらいに，イギリスではもう結核

患者は日常生活の圏内にはいないんだ。だから結核患者

が出たなんて言ったら，ちょうど日本でレプラ患者が出

たのと同じぐらいのシ・ックを受けるんだ，婦人代議士

がそのようなことをいったとすれば，そういうわけから

ですよという。説明を聞いて，なるほどと思いまして，

怒っていた自分が恥ずかしくなりました。

　スウェーデンで，ある小学校を参観しましたが，やは

り日本と同じように給食をやっております。食堂に行っ

て小学生が食べる昼食を私もいっしょに食べました。そ

のときに先生が説明しておりましたが，スウェーデソは

冬の聞は非常に夜が長くって，太陽光線にあたる時間が

少ないんでクル病がわりに多い。それでこの食事はそう

いうクル病を防ぐような献立にしてあるんだと先生は説

明しておりました。給食一つでもそこまで考えてやって

いる国なんです。

　さて身心ともに健康な子どもをつくるということは，

パーソナリテ6の健全な子どもをつくることになるわけ

です。そういう子どもをつくるためには，国家がもっと

金を出すべきだと考えるのです。政治家もそういう気に

なって，幼少年の健康管理の施設や保育所等をたくさん

つくって，健全な身体に健全な精神が宿るような教育を

じゅうぶんにやっておけば，犯罪者になったり，あるい

は精神障害者になったりする者を，今よりもはるかに少

なくすることができると思います。少年院とか鑑別所だ

とか，あるいは刑務所なんかに使っている日本の国費

は，莫大なものと思いますが，もっと幼少年期に身心と

もに健全な子どもをつくるということに政府も金を出す

ならば，結局そのほうが経済的にも安上りになるんじや

ないかと思うのであります。けれども，いまのところな

かなかわかってくれないので，私なんかも機会あるごと

に大いに主張していますが，皆さんのような実際，子ど

もの健康，保健ということを熱心にお考えになってお

られる方がたが声を大にして叫ばれて大きな世論になれ

ば，政府ももっと国費を使うようになるんじゃないかと

思うのです。

　この科学，技術の発達ということに関する限りは，い

まいうように，未開社会と文明社会ではこれはもう論じ

る余地のないほどはっきり差があるということは言えま
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すが，しかしまたわれわれは人類を絶滅させる原水爆と

1・ったような，科学兵器もまたつくり出しています。

大体科学兵器の発達とは，幾何級数的な上昇カーブを

描いて発達するが，政治とか，そういうものを管理する

購とかは，算術級数的にしか発達しないと言われてお

1ます。いわば厳行状態が生じるわけで，このままにほ

っておけばたいへん危険なことになるのです。そんな点

から考えても身心ともに健康な子どもをつくることが何

よりも大事で，皆さんは子どもの身体的健康ということ

に主眼を置いてお考えになるでしょうが，私たち教育老

は子どもに健康な精神を持たせることを考えていくわけ

です。これは互いに提携して初めて全体的人間としての

自己実現を可能にすると考えてよいでしょう。

現代の社会，経済の発展の努力目標そのものが何か根

本的には間違っているのじゃないかと，最初申しました

が，それはいまの社会に行きわたっている倫理感を考え

てみるとよくわかると思います。われわれの子どものこ

ろには，大体生産，労働，禁欲の倫理で教育されまし

た。だからそういう倫理感を身につけておりますが，い

まの社会の風潮では，それが余暇，消費，娯楽の倫理へ

と，とうとうとして移っていきつつあります。

この生活の重心が生産，労働，i禁欲という倫理からだ

んだん余暇，消費，娯楽の倫理へと移ってきた。

こういった社会の風潮が，精神障害者を出したり，青

少年の非行化を増大させているのであります。そのこと

は，生活水準が高くなって余暇，消費，娯楽が大いに伸

びている国々ほど，精神障害者や非行少年が多く現われ

ているという事実が明らかに物語っているのです。です

からわれわれ教育に携わる者にとっては，あすの社会を

考える場合に，われわれの子孫たちが，どのような生活

のしかたをしているだろうかということでなしに，どの

ような人間になっているのだろうかということが大切な

問題なのであります。高速道路をマイカーで走り回った

り，あるいは電機器具に埋もれて便利快適な生活をする

ことが，何も幸福な人生であるというわけではない。

　では，どういう入間かというと，私はやはり全体的人

間としての自己実現をわれわれの子孫が遂げつつあるよ

うな，そういう社会状況のうちで生活しているかどうか

が，教育者としては重大な問題だと思います。

　教育の究極目標は，やはり，全体的人間としての自己

実現を遂げさせるというところにあります。この全体的

人間としての自己実現を遂げさせないような政治は，私

はもうそれだけで悪い政治だと考えます。そういうこと

を可能にしないような経済は悪い経済だと思いますし，

全体的人間としての自己実現を遂げさせないような文化

は悪しき文化であり，そういう自己実現を可能にしない

ような教育は間違った教育だと言っていいと思います。

　だから政治，経済，社会，文化，教育，あらゆる領域

において何が正しいかという究極の基準は，私は全体的

人間としての自己実現を遂げることができるかどうかに

あるというふうに考えます。（拍手）

■ニュース■文部省異動■

文部省教科調査官　湯浅謹而氏退官

昭和22年以来，文部省体育局学校保健課にあって満20

年間，学校保健の指導に尽力された湯浅謹而教科調査官

は，一身上の都合で昭和42年3月末日をもって退官され
た
。

戦後の学校保健が教育のなかにしっかり理論づけられ

広く教育老の心をとらえるまでに普及した裏には，全国

を歩いて指導に当たった同氏独特の熱論によるところが

多く，心から氏の献身的努力に謝意をおくりたい。

　しばらくは自由の時間をもちたいとの希望のようだが

退官早々，日本学校保健会の理事長に選任され，また，

日本学校安全会の普及業務も嘱託されたので，学校保健

゜学校歯科のうえでは従来にも増してご指導いただける

だろう。

吉田螢一郎氏

　　文部省保健課へ
　近くでは，本誌にも別掲の通り大阪大会のシンポジュ

ー ムで活躍された青森県の吉田螢一郎氏が，昭和42年9

月1日付で，文部省体育局学校保健課専門職員に就任さ

れた。

　同氏は，昭和4年生れ，青森師範本科を昭和24年3月

卒，昭和28年青森県庁へ入り，昭和32年から41年3月ま

で学校保健の指導に当たり，青森県の学校歯科の発展の

裏に同氏の深い理解と情熱のあったことはわれわれのよ

く知るところ。

　本年4月からは，青森県のへき地の小・中学校長（三

戸町立猿辺第二中学校，杉沢小学校）であった。ご活躍

を心から期待する。
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場

第30回全国学校歯科医大会

大阪厚生会館大ホール

第1日　30回達成記念式典を中心に

　昭和41年11月19日，すでに晩秋の候である。雲がたれ

こめた空に，アドバルーンが高くあがっている。肌ぎむ

ささえおぼえる朝，大阪城に近い会場，厚生会館の受付

には，三々五々参会者が群れて，にぎわいを呈してい

る。

　昨秋，大会決定以来，準備委員会が努力を重ね，いま

晴れの朝を迎え，全国各地より1，500余の参会者を得て，

記念すべき日学歯第30回大会が開かれようとしている。

　開会式の行なわれる大ホールの演壇は，円柱をテーマ

としたモダンな装置に，美しいコバルト色と大地を表象

する黄金色とが組み合わされて，照明効果もみごとに，

きわやかな調和を見せる。

　8時50分，大阪歯科大学管絃楽団の演奏にはじまり，

細川大会副委員長の開会宣言で，第30回大会の幕は切っ

ておとされた。

　場内には拍手の嵐がわく。司会は内海大会亨務局長で

ある。

　まず，山崎大会委員長の記念の鐘槌打，つづいて開会

の辞。

　「第30回大会を大阪の地で開催するに当たり，全国よ

り参集して下さった多数の会員のみなさまに厚く御礼申

し上げます。私たちは口を大にして叫んでいるが，むし

歯の問題は地味で華やかさをもたないため，非常に苦心

しながら，効果・反響のうすいことが多い。しかし，昭

和33年学校保健法が施行されたり，また第一大臼歯のう

蝕が子どもの脳の発育に大きな影響を与えることが証明

され，世人の関心も徐々に高められつつある。その間，

学童のう歯の予防，治療に対しなみなみならぬ努力をつ

づけてこられた会員みなさまの精進は，まことに頭の下

がる思いがする。すでに30回に達したこの大会の2日悶

にわたるご協議も，十分に活かされ，たくさんのおみや

げをもって，ご帰郷になるよう，心から祈念する。」

　ついで，向井日学歯会長は，地元の人々の労に感謝

し，前日開かれた研究協議会の成果を披露するあいさ

つ，大阪府教育委員長，大阪市教育委員長からも主催者

側としてのあいさつがあった。

　つづいて祝辞，左藤大阪府知事は、みずから壇上に歩

を運んで，近代大阪の雄大な夢を語り，文部大臣，日歯

　　　　　　　　　　　　会長，大阪市長（いずれも代

　　　　　　　　　　　　理）のあと，竹中恒夫参議院

　　　　　　　　　　　　議員は，感慨深げに大会30回

　　　　　　　　　　　　のあとをたどられた。

　　　　　　　　　　　　　この1年間に物故された会

　　　　　　　　　　　　員のこめい福を祈って，一同

　　　　　　　　　　　　黙乖壽をささ1デたあと，表彰式

　　　　　　　　　　　　に移る。

　　　　　　　　　　　　　奥村賞は本年は残念ながら

　　　　　　　　　　　　該当するものなしと決定し

　　　　　　　　　　　　た。経過を竹内理事長が報告

　　　　　　　　　　　　する。

　　　　　　　　　　　　　全日本よい歯の学校は，小

　　　　　　　　　　　　学校1，719，中学校486に達し

　　　　　　　　　　　　た。湯浅副会長の審査報告に

　　　　　　　　　　　　つづき表彰状の授与，代表校
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からの謝辞があった。

ここで大会開会式を終了，本大会の白眉である全国大

会30回達成記念式典に移る。

ステージの趣向もがらりと変わる。

演壇の机上には，大きな花瓶にいっぱいの菊が盛ら

れ，頭上にいつもなら横に長い「第30回大会」の標識

が，四角いプレートの新デザインにかわり，ホリゾソト

の近くに，7本のポールと探針をかたどった装置が斬新

である。

栃原副会長の開式の辞につづいて，向井会長の式辞

は，昭和6年4月6日，はじめて東京赤十字参考館に学

校歯科医の会合を持って以来の30数年の感慨がこめられ

る。

竹内理事長が，表彰者選考の経過を報告する。物故会

員42名，生存者会員122名，2団体。つづいて，表彰者

のうち，まず物故老の名が呼びあげられる。今回は特

に，物故会員のご遺族が招請されているのだ。

スピーカーから名が流れると，舞台には水色の光が沈

む。座席から立った遺族の方々が，ステージに次々に上

がり，着席される。しずかな祈りをこめて，音楽が流れ

る。

黙祷，遺族代表からも胸をうつ謝辞があり，さわやか

な，気持のよい表彰式である。その感動を一段と高める

ような，亀沢副会長の閉式の辞であった。

　「先輩諸氏が努力して築いてきた日学歯を，さらに血

の通ったものにするのが，私たちの責任です」と涙とと

もに訴えるのであった。

　記念式典を終了，昼食，休憩の時間には，大阪歯大管

絃楽団，合唱団によって，「白鳥の湖」　「青きドナウの

流れ」の演奏，大会の歌，記念式典頭歌のコーラスが披

露された。

　大会歌，頒歌はともに内海澗作詞，平岡昌夫作曲によ

るもので，大会に花を添えた両氏ならびに大阪歯大音楽

団に深く感謝したい。

　午後は，大会30回達成を記念とする特別講演3題がも

たれた。

　「全国学校歯科医大会30回の歩み」向井喜男

　「学校歯科衛生のうつりかわり」岡本清縷

　「教育の立場から見た学校保健」重松俊明

（いずれも本号別掲）

　これにて第1日を無事終了，午後6時から表彰者を招

待して，大阪ロイヤルホテル紅葉の間で，にぎやかにパ

ー
ティが行なわれ，中馬大阪市長も列席し，祝辞をの

べ，長年の会員，長老も思い出話に花を咲かせ，旧知を

暖めた。

第2日　学校歯科における効果的な保健指導を求めて

第2日は，午前中，会員による研究発表が行なわれ

た。

研　究　発　表

☆学童の日常使用する歯ブラシの研究・口腔衛生

　の指導の手引き編集刊行について

　　　　　　　　大阪学校歯科医会柿野恵一

よい歯の学校運動の一環として実施している巡回歯磨

き訓練で，児童の使用している歯ブラシがあまりにも不

適当なものが多い。

　そのような事実を考え，適当な歯ブラシを考案し・わ

かば号と命名した。これには1号から4号まであり，1

号は園児と小学校3，4年生に，2号は小学生高学年，

中学生に，3号，4号は中学校の高学年以上の使用に適

している。その特徴としては，毛束は各号により硬度が

異なっている。また頸部の角度が歯面並びに歯間部の清

掃に適している。把柄部は正八角形で各部の清掃に刷毛

部がとても動かしやすくなっています。

　次に大阪市学校歯科医会では，東京大会のテーマであ

った保健管理の理解と協力のためにということを教育の

現場でいかに実践したらよいかを慎重に検討し，その参

考書ともいうべき手びきを作成した。この手びきによっ

て，41年度に保健主事，養護教諭の各先生のブロック別

に現職教育を行なった。これは本大会のテーマである学

校歯科における効果的な保健指導を求めてということを

実践する目的である。

☆某高校における6歳臼歯のう蝕罹患率よリ見た

　ムシ歯半減運動への反省

　　　　　　　　滋賀県学校歯科医会　佐　藤i　　　守

　学校歯科医はいかにあるべきかという問題は，学校歯

科医の手びきで明らかにされているように，学校歯科医

がもっと教育面にタヅチすべきであるということにな

る。その意味で私は某高校の3年間の口腔検査を観察し
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た結果，多くの問題点をみつけた。特に6歳臼歯を中心

として観察したう蝕罹患率，う歯処理率，喪失歯率には

注目すべき点がみられた。本県では学区制が実施されて

いるので大体同じ小学校，中学校の者が尚校に集まって

いる。そこでその小学校から通して調査してみると，小

学校，中学校でもやはりう蝕罹患率は高いが処置率も高

い。しかし，二次カリエス，喪失歯についても，中学の

1年になると相当高率の新しいカリエスが出ている。そ

れが高校になると，もうほとんど処置はしておらず，多

くの二次カリエスが発生している。次に処置勧告をどの

ように受けとっているかを調査すると，小学校が一番関

心度が高い。また自発的な治療も小学生が一番やってい

る。そして，治療をしなかった生徒の理由を調べると，

満足な保健教育を受けてきていないという事実がはっき

りと出ている。

　このようなことを考えあわせると，ムシ歯半減運動も

考え直すべき時期にきているのではないかと思う。特に

勧告による処遣というものは限界に来ていると思われ

る。さらに教育面でも時間の長さより，内容とその時期

をもっと重要視すべきだと考えたい。

☆う歯予防の活動を展開するのに最も長続きし，

　しかも効果的な方法はどうしたらよいか

　　　　　　岐阜県多良小学校嬬鰍諭桐山綿子

　保健教育の中心に歯科を置くことが大切であると思

い，小学校2年生教科書「私たちの歯」を劇化して学習

発表会に発表した。内容には乳歯のはえる順序，歯の

形，本数，6歳臼歯の重要性，偏食と虫歯，歯列につい

てなど多くを盛り込んだ。こうした劇の発表後テストを

してみたところ，予想以上に成績はよかった。これによ

って知的理解の習得には劇化が，まことに理想的である

ように思われた。

　また，う歯予防の根本問題といわれる口腔清掃を，最

も効果的に行なう方法として，サフラニンテストを定期

的に，全校児童に行ない，その結果を表示している。こ

れにより，正しい歯のみがき方を知り，自分のみがき方

の欠点なども自覚きせ，本人が意識することによって完

全な口腔清掃が実現されるものと期待される。またたし

かに歯みがきはしているが清掃不良と判定されるような

児量もいるrこれにはただ磨き方だけでなく，3分間磨

くどOう時間の必要があると思われる。

　知約理解を深める劇化の方法，習慣形成を養うサフラ

ニソテストの方法を，今後も実施していきたいと考えて

いる。
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☆全職員の学校歯科保健に対する関心を高めるた

　めに

　　　　横浜市鶴見中学校学校歯科医森田純司

　中学校では教科担任制なので，専門のこと以外はない

がしろにされがちである。そこでわが校では全職員を保

健部，生活部，学習部という3部の中に組み入れてありま

す。そして保健部の中には保健管理指導係，安全指導係，

環境美化指導係と分けて各学年の職員がついている。生

活部，学習部も同様である。その3部の研修会を一人一

人が分担して自分の持ち分を責任をもち話をする。研修

会は第1木曜，3部会は隔月第2木曜，学級保健会は第

3火曜，学年会は毎月曜，学校保健委員会は毎月1回，

それぞれ開かれており，これらの場で研修されたものが

運営委員会にかけられて，職員会を経てもとへ戻ってい

く仕組みである。学校歯科医，校医は保健部の中で計画

に参加している。

　また学校内で職員が保健に関する意識を高め，学習実

践の場としては学級保健委員会，3部会研修会，朝の打

ち合わせ会，学年会などがあてられている。その具体的

た例としては，健康に関する意識実践の実態調査に協力

してもらう，歯牙検査，歯口清掃判定の基準とか，健康

手帳活用のための資料を父兄にみてもらう，健康診断の

時には全職員に協力してもらう，統計資料を学年に掲示

する，疾病の重篤で要注意者の把握を行なう等のことで

ある。

　以上のように実践しているが，全職員に保健に関心を

持たせるには，統計資料などをすぐにつくり先生方にみ

せて納得してもらうということが大切である。今後の問

題としては，父兄へどのようにして働きかけを推進して

いくか，全職員の生徒に対する指導の細かい面にまで配

慮をしていくような態勢づくりが必要だと考えている。

☆乳歯の個歯咬合力に関する研究

　　　　　　　　　　日本大学歯学部沖野節三

　咬合力については，世界の学老はいろいろやっておる

が，咬合力とは上の歯と下の歯がかんだ場合にあらわれ

る力を咬合力といっている。しかし，これは相対咬合力

であり，私は，上下顎の各歯の咬合力値を測定して，こ

れを個歯咬合力と名づけた。

　私は，過去6力年にわたって，永久歯、乳歯の個歯咬

合力を研究してきたが，今日は乳歯の生えそろった3～

6歳までの乳歯の個歯咬合力についてのべてみたい。

　この時期は，乳歯根の安定期から吸収期に移行する大



　 　

切な初期で，それらの個歯咬合力を知ることは，顎の発

育，永久歯の萌出，および全身の発育に重要な関係があ

り，歯の咀囑機能の基本ともなる、

東京における18の幼唯園と，「汰歯学部を訪れた幼児

v）満36ヵ月から72ヵ月の8，320歯の総合統計の結果をみ

ると，36ヵ月で乳中切歯は5・4kgの咬合力をもってい

るが37～49ヵ月では5．96kgと少し上がり，48ヵ月では

6．34kgとなる。

しかし，49～59ヵ月では逆に5．66kg，60ヵ月には4・69

kgと下力；る。

側切歯でも，60ヵ月を最高点として下がっている。と

ころが在来の咬合力値からいうと，中切歯，側切歯の吸

収している段階がちがうにもかかわらず上下の歯の咬合

力を出しているので，科学的に信頼性は低い。

乳歯の個歯咬合力をめんみつにしらべ，これに適した

食事をとらせることを，私は切に訴えたい。

沖野教授が，精細なデータをスライドで見せながら，

個歯咬合力の研究の成果，さらにこれに見合った食事に

ついて発表されて，研究発表を終えたあと少憩をへて，

本大会のテーマ「学校歯科における効果的な保健指導を

求めて」のシソポジュームに入る。

司会は，大阪市指導主事川北信雄氏。講師は学校保健

のベテランたち，白熱した討議，やりとりがあって，会

場は，2時間の長い間緊張した雰囲気が盛り上がった。

青森県の教委からへき地の学校長に転じ学校保健の実践

にひたむきな精進をつづけられる吉田螢一郎氏の告白的

保健教育観はなかでも一きわ光っていた。（本号別掲）

お七火の見櫓の段

浪花芸術・文楽観賞

　昼の休みは，浪花の伝統芸術，文楽，人形浄瑠璃の観

賞である。

　語り手・竹本三蝶，三味線・賜沢仙・F，人形・桐竹亀

三，吉田国秀，唯子・中村新三郎の特別出演

　出し物は，「寿式三番曳」「伊達娘恋緋鹿El（八百

屋お七火の見櫓0）段）

　熱演にまるで命あるごとく動く人形の身ぶり，満場は

伝統の至芸に酔った。

　特別研究報告は，日学歯理事長，東歯大教授竹内光春

氏の「合成樹脂によるう蝕予防墳塞法について」

　すでにご承知のとおりジャーナリズムをもにぎわした

画期的な研究を，平明に，くだいて解説される（一部は

前号掲載）。

　いよいよ，大会悼尾の全体協議会に移る。

全　体　協　議　会

議長団　湯浅　泰仁（日学歯副会葦）

　　　　亀沢シズヱ（東京）

　　　　　山崎　秀治（大阪）

　　　　長屋　　弘（名古屋）

　第1号議案　就学時の検診に健康診断表（第1号様式）

に改正を要望する

　　　　　　　　大阪市学校歯科医会平林兼吉

　本件に関しては28回の富山で熊本県から提案があった

　　　　　　　　　　　が，いまだ成案を得られてい

　　　　　　　　　　　ない。う歯半減運動も着々と
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進んできているが，その罹患

率はいまだ高率である。その

理由の一つとしては，就学時

健康診断票があまりに不完全

なものであることも大きな原

因かと思われる。ついては，

この第1号様式を3号様式に

変え精密なる検査が必要であ

ると思い提案したしだいであ

る。　（原案どおり可決）

　第3号議案　学童生徒に対

して健康保険は10割給付の実

施を要望する



　　　　　　　　　大阪市学校歯科医会　樋　ロ　元三郎

　　う歯半減運動が全国に実施されてより，すでに11年た

った。このため学童の関心も学校当局の協力も高まり処

置率も向上をみている。しかし学校病としてはう歯は依

然圧倒的多数を占めており，まだまだ開拓すべき問題が

たくさんある。

　政府が決断を示し学童生徒に対し10割給付を実現すれ

ば明るいデータが生まれてくると確信している。

　蒲生　勝己（岐阜県学校歯科医会）岐阜市の学校歯科医会

では39年に10割給付を実施したが，これにも色々と問題

がありました。処置率もそれほど伸びなかった。全般の

歯科医の協力も不足し，特に学校間の格差というものが

大きくなった。10割給付にあたってはこのようなことも

考えにいれる必要がある。（原案どおり可決）

　議長　2号議案と5号議案は内容が似ておりますので

一括上程させていただきます。議題もまとめさせていた

だきます。

　第2号議案再度国の費用を以て学童生徒の口腔健康

管理を行なう法律を制定することを要望する

　　　　　　　　大阪市学校歯科医会藤田重春

　第5号議案学童う蝕予防を推進するたあの強力な行

政処置を要望する

　　　　　　　　東京都学校歯科医会亀沢シズヱ

　現在の学校における保健の指導面は学校長にゆだねら

れている。それ故校長によっていろいろ変わってくるこ

とが多い。したがってこの際，歯に関する保健教育の最

低基準を示す学習指導要領の改訂を強く要望したい。次

に就学時の健康診断に6歳臼歯のう歯がたくさん発見さ

れるのに何らの行政措置もされていない。また永久歯の

健康な歯牙に対しても，その予防は無策である。このよ

うなことを考えて一日も早くう歯予防法というものを立

法化するよう強く要望する。

　渡部　重徳　大賛成であります。速やかに実現するこ

とを希望します。

　第4号議案ロ腔検査の記号の改正を求める件

　　　　　　　愛知県立高等学校保健会坂野三良

　現在の検査表を考えたときに，もう少し簡明にならな

いものかといつも考えている。たとえば，局部義歯の装

着している場合などには，検査表には，欠損歯△の記入

だけで表には本当の意味の欠損歯か機能回復の処置がな

されているかわからない。このように多数の学童をみる

場合にはもっと簡単で確実な記号を制定していただきた

いと考える。

　議長　この問題はとてもむずかしいことなので，日学

歯において十分研究するというように進言させていただ

きます。

　第6号議案体力づくりの基礎となる学校洗口場の設

置を希望する。

　　　　　　　　東京都学校歯科医会高橋一夫

　東京都では第3次う歯半減運動を実践するにあたり，

口腔環境の改善，歯牙を強くすること，初期う歯の予防

的処置の3原則をたててきた。本提案は，口腔環境の改

善ということである。学校給食で食前に手を洗い食後に

うがいをするには学校洗口場の完全な設備が必要であ

る。日学歯でも十分に研究していただきたいと思う。

　議長　日学歯に研究委員会を設けてよく研究したいと

思います。次に先ほど2号議案と5号議案を一括上程し

て亀沢先生よりご説明がありましたが，2号議案を勝田

先生より補足していただきます。

　　　　　　　　　大阪学校歯科医会勝田重春

　本件も毎年のように提案されてきたが，いまだ実現さ

れていない。本件の法制化を実現して将来に光明ある学

校歯科の途を開拓してこそ，日本の前途に希望ある保健

行政が生まれるものと信じる。

　第7号議案　歯科治療カード（勧告書）の様式の統一

について

　　　　　　　　富LIJWt，学校歯科医会　和　　記　　憲　一

　近年，う歯半減運動の実践と成績は大いにあがってい

るが，学校検診の事後措践において不完全な処置内容に

終わっているのはまことに残念である。それは不備な治

療カード，健康手帳の取扱いが困難を増しているためで

もある。そこで日学歯において全国的な規模でその規格

化を実施していただきたいと提案したしだいである。

（原案どおり可決）

　議長　以上をもって議案全部を終了しました。続いて

大会宣言をしたいと思います。

大　会　宣　言

　われわれはこの記念すべき第30回全国学校歯科医

大会を通じ，学校歯科における効果的な保健指導に

ついて十分なる認識を深めるとともに，これを推進

する必要を痛感した。よってわれわれはこの意を体

し，効果的な実践活動を展開することを，ここに宣

言する。

　　昭和41年11月20日

　　　　　　　　　　第30回全国学校歯科医大会
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議長　ついで次期開催地について，向井会長からご発

言願います。

向井　来年度の全国学校歯科医大会は愛知県のご了承

を得ましたし，第13回総会でも可決されましたので愛知

県で開催したいと存じます。（原案どおり可決）

閉会式，また名古屋で会いましょう

2日間にわたった大会も無事終幕に近づく。閉会式が

L－＿＿　　　　　＿＿．＿＿＿一

大会宣言を発表

灘灘i

告げられる。川村大会副委員長，壇上に進み，　「東京都

より大会の鐘を引きついで以来，関係団体が一致して総

力をかたむけ，大阪大会の開催にいたり，つつがなく盛

況のうちに大会をすませることができ，まことにうれし

く存じます。全国より多数の同志のみなさんがご来会く

ださいましたが，本大会のテーマをしっかりと胸にきざ

み，現場でみなさまとともに精進したいと思います」

　つぎに，次期開催地名古屋を代表して，長屋弘氏が，

「明年度の大会は，名古屋市において開催されることに

なりました。私どもは，みなさまのご満足を得られるよ

う。準備してお待ちいたします。どうか，多数の方々の

ご来会をおねがいします」

　山崎大会委員長が，記念の鐘をうち鳴らし向井日学歯

会長から名古屋代表に引きつがれる。

「本大会の日程も，無事終了しました。ここに第30回全

国学校歯科医大会の閉会を宣言します」

　清水大会委員の高らかな閉会宣言とともに，蛍の光の

曲にのって，記念すべき大阪大会は幕を閉じた。このあ

と，会員全員の懇親会が同会館グリルで開かれ，第3日

は，学校視察，淡路鳴門，大和路と二手に別れて，行く

秋の観光をたのしんだ，実りの多い大会であった。
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シンポジューム 学校歯科における効果的な

保健指導を求めて
会

長

師

司
座
講

福　　岡　　昭　　美

大阪市教育委員会指導主事
青森県猿辺二中・杉沢小学校長

福岡県大牟田小学校長
大阪市東都島小学校長
大阪市生江小学校保健主事

大阪学校歯科医会
大阪学校歯科医会

　司会（福岡昭美）ただいまより「学校歯科における効

果的な保健指導を求めて」をテーマに，シンポジューム

を行ないます。座長には川北信雄先生，講師として6ノ、

の先生方をお招きしてこぎいます。

　座長（川北信雄）大会のスPt　一一ガンである「学校歯科

における効果的な保健指導を求めて1ということで，話

し合いをさせていただきたいのですが，効果的な保健指

導を求めてというような広い範囲を考えて，いろいろの

面からご発言を願います。

　まず，1，’［ll先生，教育委員会．学校長としてのこ鴨経験な

どからご発言願います。
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受け入れ側の体制としてどんな子どもに育てるか

　吉田　私はことしの3月まで12年間青森県の教育委員

会で，保健の行政に従事してきましたが，4月からは同

じ青森県の僻地の小中学校に校長として赴任しました。

　私が第一に申しあげたいことは，歯の保健指導をスト

レートな形で学校に持っていってよいのかということで

す。これは，受け入れる学校側の体制の問題でもありま

す。

　私も第一・次う歯半減運動のときには，よい歯の学校づ

くりを手がけてきました。私の県は学校歯科が非常に熱
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心ですので，6つの研究指定校をもちました時に，学校

づくりという目的のもとに学校歯科をした場合には，き

わめて効果があるということを強く感心しました。

それ以前でも巡回診療活動は，非常に盛んでありまし

た。けれどもどういうわけか，巡回診療というものは非

常に一時的でありました。その後に子ども達の歯が非常

によくなったとか，学校の先生や父兄が歯科に熱心にな

ったとt、　Xうことはあまり聞きません。しかし学校づくり

という目的のために学校歯科をとりあげた場合には，き

わめて効果があがるということを感じております。

　その証拠に3年後，4年後によい歯の学校から日本一

の健康優良校も出ましたし，全国当選校も出たのです。

それは一体なぜなのかということを考えざるを得ないの

です。よい歯の学校づくりとは何なのかと私なりに考え

てみますと，どういう子どを学校が育てればいいのかと

いう目的意識であります。それはやはり健康な子どもで

あります。すごやかな子どもとは何か，まず学習ができ

る子どもです。その次に，心のすこやかな子どもです。

そしてともかく丈夫な子どもであります。

　そして，その3つを基盤として自分で自分の生活を切

り開いていくことができる力を身につけた子ども，いわ

ゆる自主性のある子どもです。現在よりも未来に向かっ

て期待の持てるような子ども，別な言葉でいいますと，

問題解決をいかにして高めていくか，いかにして問題解

決能力を身につけた子どもを育てていくかという問題に

なります。

教育基本法第1条の身心ともに健康な子どもというこ

とは，教育の目的につながってきます。学習指導要領の

各教科，道徳，特活，行事などは，健康な子どもを育て

るための教育課程であるはずです。よい歯の学校づくり

というものを広い基盤に立って考えた場合に，非常な成

功を収めるものと思います。

　しかし，学校保健という立場からは，この教育課程の

領域などをどう考えたらいいのでしょう。たしかに健康

な子どもづくりに向かってはいるけれども，現場の教師

は，われわれは教科さえやればいいという考え方になり

ます。そうすると学校保健あるいは歯科衛生の問題な

ど，よけいな荷物をどうして背負わしてくれるんだとい

う教師の意識はおおうべくもありません。

　そういう場合，教師によけいな仕事ではないというこ

とを植えつけねばなりません。その理論的な説明，教育

の構造というものを，われわれがいかにしてつかまえて

いくかという問題なのです。

　学校保健は子供達の学習とか生活の能率を高めていく

ための教育の機能だと思います。基盤であるとは考えま

せん。健康な子どもが育てられるように，4領域の成果

がいっそうあがるようにしむけていくべきなのです。4

領域が縦の柱とすれば，学校保健は横の柱につながって

いくべきものなのです。そして学校保健は健康を保持，

増進するなどいろいろありますが，縦横の関係として教

師に学級経営そのものとして実践していくよう，方向づ

けるべきであると感じております。

　したがって歯の保健指導に入るまえに，健康と教育課

程の構造や，それに機能として入っていくことなどをは

っきりと学校で確立しておかねばならないのです。つま

り共通理解をはかるための基本構造をはっきりさせてお

くことが必要であると思います。

　その結果，私達のところへは，学校歯科を，歯科衛生

をやれば，どうして子どもがよくなる，どうしてこんな

に学校がよくなるのだ，どうして家庭や地域がこんなに

もよくなるのですかと，いろいろの人より聞かれます。

これが絶対に算数，国語の研究指定校には見られない姿

であるというのです。以上のことを一応問題提起として

基本的な事柄を申しあげたわけです。

　座長　吉田先生より大きな立場で話をしていただきま

したが，次に，坂田先生，校長先生としての立場から，

もうすこし学校のなかへ掘りさげていって，お話を願い

たいと思います。

校医と教師の人間関係を高めるには

　坂田　私の学校は福岡県の三池炭田のある所です。数

前年までは暗いニュースがたくさんありましたが，最近

では着々と町づくりに適進しております。

　私どもの町づくり，学校づくりも，人間関係というも

のの中から生まれてきたのだと思います。この人間関係

については，歯科医師会でも，日学歯でもつとに唱えら

れていたところですが，私はこれを角度を変えた姿から

考えてみたいと思います。

　かつて唱えられておりましたように，学校歯科医の先

生と私たちが，学校の中の体育会，遠足とか修学旅行，

あるいは職員の歓送迎会，レクリエーショソといった中

から，人間関係をつくっていってはどうかという意見が

ございます。しかしそれだけでは日常的なおつき合いと

しての人間関係だけに終わって，教育の場面までは及ば

ないのではないかと思うわけです。

　そこで人間関係を教育の場まで引き上げていくという

ことが問題になりますが，先生方が私たちと人間関係を

結んでいきたいとお考えになっても，学校側が受けいれ
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なければ，それ以上進展ができません。私はつねつね，

先生方と私たちが教育の場を通して，共通の広場という

ものを持たねばならないと思っています。

　私の学校の校医の先生は，私の気持をよくご理解くだ

さいまして，お忙しい中を，しばしば学校に足を運んで

いただいております。たとえば，定期検診とか，健康相

談とか抜歯とかはもちろんのこと，保健教育の年間カリ

キュラムを立てる場合の助言や相談相手になっていただ

いています。

　また，近く学校歯科視察会という名称のものを，私の

学校で持つようにしております。このような研究の場面

とか，働ける場面を学校側がつくっていくことが，高次

な人間関係をつくっていくポイントではないかと思いま

す。

現職教育に学校歯科医の力を借リる

　次に保健教育を全体の構想の中から考えていかねばな

らないということですが，うっかりすると，現場の教師

は学校歯科の校医にまかせておけばいいという考えがま

だ残っているかもしれません。それを，学校長という立

場から払拭しなければならないと思うわけです。

　そのためには教師の現職教育ということが必要になっ

てきます。そこで，校医の先生方にぜひともお手伝いを

願いたいわけです。私の学校の先生は，そういうことを

快くやってくださいます。たとえば定期検診があります

と，その検診のあとで職員全部を呼びまして，その検診

の総括的なお話をしていただいたり，今後，学校として

は留意していかねばならない点をご指導いただいたりす

る時間を設けております。これは非常に重要な現職教育

になるよう思っています。

　それから私も，校医の先生の病院に足を運んだりし

て，いろいろご指導していただいております。これは校

長としては大事なことだと思っております。

相互教育の雰囲気をつくる

　それから，現場の教師自身が相互教育をやっていくと

いうことを申しあげたい。そういうことで，校医の先生

が現職教育の講師になっていただくと同時に，現場の教

師が相互教育をやっていけるような雰囲気を学校の中に

校長はつくっていかねばならないと思います。

　そのめたにも校長は資料に目を向けたり，保健教育に

ついて勉強しているし，関心があるのだということを，

現場の教師にわかっていただきたいのです。

歯科保健は問題解決学習のよい手がかリ

　次に学習面のことですが，学校のカリキュラムの中に

も歯科保健について織り込んであります。理科で申しま

すと，2年生に「私たちの歯」という単元で，4年生で

は「歯の衛生についてj，6年になりますと，そしゃく

ということがでてまいります。そのほか栄養方面のこと

などポイントをよく押えて単元が出てまいります。その

ようなことは私たちも，わかっていなければなりません

が，校医の先生にも，子どもたちは学校で，この程度の

歯の勉強をしているのだということを，わかっていただ

きたいのです。

　日学歯でこんど出しました手引書の中に，教科学習で

は歯の指導ということは十分できないから，ぜひ日常の

生活指導で行なわなければならないという意味のことが

書かれております。その通りだと思いますが，教科の学

習は，教室の中で教えるものばかりではありません。日

常生活の経験から出発し，学校で教科学習して，それか

ら日常生活の中に実践化されてこそ，ほんとうの学習と

なるのです。ことばをかえていいますと，問題解決の学

習の姿であります。これは手引書の中にも実によく書い

てごぎいます。歯科は問題解決学習の最もよい手がかり

だということを訴えてあります。私どもは，その問題解

決学習の一場面を学校でやっているわけです。これは家

庭と校医の先生と学校と連絡をとった上で，やっていか

ねばならない問題だと思い，校医の先生にも，学校歯科

の手引と学校の教科書に目を通していただければ，たい

へんありがたいことと思っております。

父兄の理解をさらに深める

　近く5年生のPTAの会合を予定しておりますが，そ

の時に校医の先生から講師になっていただいて，父兄に

お話していただくようにしております。学年ごとに行な

われているPTAで，歯科の先生から講師になっていた

だき，父兄にわかりやすくお話をしていただいておりま

す。たとえば，乳歯がだんだんと永久歯にはえ代わって

いく状態を，いままでは，どうせはえ代わるものなのだ

から，治療しなくてもほったらかしにしておけばいいん

だ，という誤った考え方を，ほとんどの父兄が持ってお

りました。そのようなことを，校医の先生のお話でたい

へんよく理解していただきました。それから発展しまし

て，2年生の教科書の「私たちの歯」という単元の取組

み方が子どもも理解が深まりますし，親の理解も深めら

れまして，学校の教科学習のほうも，保健指導の面も，
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非常に効果があがったという実例がございます。

座長坂田先生から，より高次な人間関係を校医の先

生と持たねばならないというお話がありましたが，豊先

生，校医としてご意見をお聞かせ願います。

受診表の徹底以上のものを

豊　日学歯の手引の記載にもありましたが，私たち学

校歯科医の活動の範囲が，いわゆる定期検診それから

事後検診，受診表云々の問題ということに重点がおかれ

学校も歯科医もそれで一応つとめが果たせたというよう

に考えていたのが実状です。

けれどもだいぶ進みまして．その受診表の徹底という

問題でも，非常にいい成績をおさめています。私の区に

は12の小学校がありますが，その12校の中で最高は99・8

％から91・2％までの学校が6校もごさ“います。

したがって受診表の面や事後処置の面は大体徹底して

おります。表彰のしかたも，こうしたところに基準があ

るわけですが，いくらそれが99％か100％になっても，

根源的なカリエスは絶対に減らないという悩みがあるわ

けです。

それでは予防処置が，どれだけ完備されているかと申

しますと，現在の段階ではほとんどできておりません。

そうすると，いくら受診率が上がったところで，なんに

もならないことになってしまいます。単に，検診，それ

から事後処置，受診表の発行ということだけではだめ

で，それよりも，もう一つ前の教育的な面が何か抜けて

いるのではないかということを日学歯でも盛んにいって

おられます。

　ところがその指導方法ですが，子どもたちは，学校，

家庭などで戸惑ったり矛盾を感じたりすることがありま

す。たとえば学校では，ローリソグ方法を盛んに教え・

1日に3回の洗口も教えます。ところがうちに帰ります

と普通の状態であります。どちらが正しいのかと戸惑う

面もあり，なかなか期待する成果もあげられません。

では，まだ何が足りないかという問題に触れてきます

が，それは児童，生徒が自分から関心を高めたり，興味

を持つようにするためには，どのように指導したらいい

のかというのが今日の問題であると思います。

　さて，その方法ですが，学校内で自主的に子どもたち

の関心を引き出す方法と，学校外でそうした関心を高め

たり，協力していくという2つの方法を私は考えます。

子どもたちの自主性を高める具体的方法

学校の中で，子どもたちの自主的な関心を高めていこ

うとするには，学校の先生，校長先生，学校歯科の先

生，養護の先生，保健主事の先生などが，歯科衛生に対

して関心を持っていただくのは当然なことです。そこで

現職教育ということが問題になるわけです。大阪市が最

近発行しました，学校現職教育の手引ですが，なかなか

懇切ていねいに書いてあります。

　そのテキスト・ブヅクをつくり，先生に読んでいただ

いたり，また学校医もできるだけ学校の中に入って先生

と親睦をしていくというふうに，学校ぐるみでその関心

を高めていきたいと思うわけです。しかし，その指導方

法が，あんまりワンマン的になっても困った問題が，い

ろいろでてまいります。

　それから教材の問題ですが，学校には歯科衛生その他

の保健衛生の教材がたくさんあります。その中からどれ

を選んだらいいかという判断が，なかなかつきかねるの

です。こういう点に関しましても，日学歯が出しました

新しい構想による，新しい企画による，子どもたちの関

心を高めるような教材，たとえば，スライド，フィル

ム，掛け図というようなものを，ぜひともつくっていた

だきたいと思っております。

　子どもたちの問題になりますが，私自身の例を申しま

すと，夏休みを利用しまして，宿題めいたものを与える

わけです。その宿題を通して，子どもたちは強い関心を

もつようになると思うのです。

地域社会からの協力にも力を入れる

　校外的にはPTA，あるいは地域社会というような集

団活動に対して，学校歯科医があまり無関心であっては

いけなく，その中まで入っていかなくてはならないと思

います。今までの学校歯科衛生のウィーク・ポイソトと

いうのは，案外そこではないかと思うのであります。結

局子どもたちが，家庭と学校における矛盾を感じたり，

戸惑いを感じないように，家庭にも学校にも協力してい

ただくということが大切なところで，今後留意していた

だかねばならない点であると考えています。

　座長　東都島の山田先生，いま豊先生のおっしゃられ

たことについて，保護者への関心とか児童にそのような

ものを引き出していく，あるいは先生方に現職教育をす

るとかいうような面でお話し願います。

健康名札一ある実践例

　山田私も教師として，ずいぶん長い間勤務したので

すが，いままで保健教育の大事なことは十分にわかって

いたつもりですのに，それがほんとうにわかっていたの
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ではないということをつくづく感じております。38年に

市の教育委員会から，環境を整備して，子どもたちの健

康安全の確保というような指導のあり方についての指定

を受けました。その指定を受けたときに，職員に一緒に

子どもたちの保健教育ということについて考えてみて，

大いに反省させられたわけです。

　これを機会に，私たちがいろいろやってきたことで，

特に感じたことは，学校であろうが，家庭であろうが，

地域であろうが，子どもたちをよい環境で包んで，その

中からよい行動が生まれてくるように働きかけ，呼びか

けをしなくてはいけないということです。

　その中の2，3の例を申し上げたいと思いますが，子

どもたちが自分の健康，からだに関心をもたせるために

つくりました，健康観察板というような名札が各教室，

全児童にごぎいます。それを子どもたちが朝登校しまし

たら，私はきょうは元気だ，いや，私はきょうはちょっ

と熱があるけれどもやって来たんだ，私はちょっとけが

をしているというようなことを自分の手で，その健康板

に表示をするということをしています。結局それが子ど

もたちの早期治療にもなると思います。

　また定期の診断があるわけですが，その診断が終わっ

たらすぐに，疾病のあるような子，治療をしなければな

らないような子どもに，治療表と家庭の通知表とを渡す

わけです。そして子どもたちは家へ持って帰り，家庭に

話をする。そこからすぐにお医老さんのところへ行く。

そして初診開始，治療開始というような表を，また担任

に手渡しするわけです。当初はあまりやかましいことを

いうという父兄もありましたが，今はもう治療表を渡し

ますと，家庭のほうでも，さっそく治療に連れていって

くれるようになっています。

暮らしの中に目標をたてる習慣をつける

　子どもが学校で，家でぜひよい習慣をつけるようにと

毎日の暮らしの目標をきめまして，それに到達するよう

努力させております。たとえば歯科関係ですと，各学年

ではこれだけはできるようにという目標があります。朝

起きたら顔を洗い歯をみがく，食物の好ききらいを言わ

ないというようなことは1年生のうちにつける。食事の

あとでは口をすすぐ，寝る前に歯をみがくということは

すこし抵抗があるので4年生ぐらいまでには習慣をつけ

る。そのような毎日の暮らしの一覧表ともいうべきもの

もつくっております。また月別の保健の目標をきめまし

て，それに対して具体的な小目標をつくり，学校全体で

努力するような方向にいっています。
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　それに対して子ども自身，あるいは親が，学校から持

ってきた毎日の暮らしに対して，どの程度の習慣がっい

たかという評価を学校でも家でもやっております。それ

は毎日の暮らしのカードをつくり，その結果を集計し

て，学級会，児童会，保健部の活動などで，話し合って

おります。また家でもお母さんたちからまとめて，学校

へ出してもらうのです。また毎月「保健だより」という

ものを出しております。

　このようにして家庭と連絡しているのですが，いろい

ろな環境の中で子どもたちが，みんなの力で呼びかけ，

考え，やろうとする意欲を持たせ，それが習慣化するよ

うに，私たちは考えてきたのですが，その効果はあがっ

ているように思います。

　家庭からの，お母さん方の声を聞くと，いままでなか

なかできなかったことが，学校の呼びかけなどで子ども

たちが自分で進んでやるようになったというのです。ま

たいままで学習の面ばかりに気をつかっていて，からだ

に異常さえなければという考え方であったのが，子ども

のからだ，健康にもっと目をむけなければいけないとい

う気持になってきたようです。

　現場にいる私たちが保健教育に熱意をもって，学校生

活全部にわたって子どもたちに呼びかけてやることの大

事さがよくわかりました。それが結局は、家庭にも意欲

をもたせることになり，地城全体が保健教育に対して関

心を高めていってくれることになるのではないかと思っ

ています。

　座長　どうもありがとうございました。さて，今まで

のお話はいずれも小，中学校のことであります。高等学

校になるとだいぶ事情が変わってくると思いますが，宮

脇先生，いかがでございましょう。

高等学校における健康教育

　宮脇　私は20年間大阪の天王寺高校の学校歯科医をし

てきました。また大阪の高等学校歯科医会，高等学校保

健会とも密接な関係を持ってきました。高等学校だけを

主眼にやってきたわけです。

　いま各小学校の先生方から，子どもの自主性に即し，

生活についた健康教育のお話を聞いて，たいへん心強く

思っています。しかし，私は高等学校保健会，高等学校

歯科医会の理事として，また学校歯科医として，現在の

高等学校の学校歯科のあり方はこれでいいのかという気

がします。というのは，ここ10年間ばかり大阪の高等学

校のむし歯の保有者の数は60何％から下がらないといり

状態なのです。日学歯が非常に熱心に，よい歯の学校運



動をやられて，その成果がじつによくあがっておりま

す。それが高等学校へ来ると，やはり60％のものがむし

歯をもっているというのはどういうことなのでしょう

か。それはやはり大学へどうしても入らねばならないと

いうために，健康教育などいくらやりましても実地に身

につかないのです。むし歯は勉強に差しつかえがなけれ

ばいいではないか，ということになってしまうのです。

現在の高等学校保健会も非常によい活動をされなが

ら，それが現場では遊離しているようなところがあり，

小学校，中学校で子どもたちの身についたものを，高等

学校ではどのようにしていけばいいのかが大きな問題だ

と思うのです。

それから，小学校のお話を聞きましたが，その前の段

階の幼稚園ではどうなっているのでしょう。私は幼稚園

で2年間突っ込んでみてきましたが，6歳臼歯が相当む

し歯になっている子どもがたくさんあるのです。それで

幼稚園時代から，お母さんに幼稚園を含めた子どものか

らだづくりというものが，もっと行なわれていいのでは

ないか，またそれについてのお考えも披露して教えてい

ただきたいと思うのです。

座長　どうもありがとうございました。校長先生，校

医の先生方からお話があったのですが，次に上野先生，

保健主事の立場としてお話し願いたいと思います。

校外の歯科医師の協力を求めよう

上野　青森県の吉田先生から，学校づくりには歯の保

健指導から入るのが一番効果的だというお話がありまし

たが，私の学校もそれを実際にやって効果をあげつつあ

る学校の一つであると思っています。というのは，私の

学校は地域的に困難校に属するのですが，保健教育を高

めるには，何から入ったらいいかと考えまして，結局歯

から入ろうということになりました。

その理由としては，定期健康診断の際他の疾病に比べ

て歯の疾病が高率であるということです。38年度で大体

56％の罹患率がありました。他の疾病はほとんど10％以

下の状態なのです。これでいかにう歯対策が重要である

かと考えたのですが，また家庭の父母が非常に関心が薄

いのです。必然的にその影響をうけて，子ども自身の保

健に対する関心，習慣，知識も非常に低かったわけです。

これを，いかに効果的に高めていくかということです

が，先ほどからお話がありました人間関係というものが

｝番大切なのではないかと思います。これには，ただ学

校歯科医のお力を借りるだけでは足りません。校外の歯

科医の先生の協力が，ぜひとも必要だと思うのです。子

どもたちは，学校歯科の先生のところだけでなく，校外

の各歯科医の方々にも治療にでかけます。そこでただ治

療だけでなく，教育をしていただきたいと思うのです。

そのために，校外の先生との連擁というか，人間関係も

大切であると思うわけです。

父母への啓蒙，生活指導に親子歯みがき訓練

　私の学校の特徴として，お父さん，お母さん方に対す

る啓蒙運動というものに力を入れています。たとえば，

親子歯みがき訓練というようなものを，校庭でいっせい

指導したりしました。次の段階として，各教室で担任が

指導し，父母といっしょに歯をみがく訓練をする。さら

に実際に，歯ブラシ，歯みがき剤をもって，手洗場で，

父母もいっしょにみがくということもしました。こうい

うことがほんとうに浸透してきまして，私もたいへん喜

んでいます。

　それから先ほども生活指導という話が出ましたが，こ

れもかなり広まってきました。先生と親と子どもと三者

一体になって行なう学級保健会ですが，ただ，歯を守る

だけの話し合いでなくて，もっと突っ込んだ，子どもた

ちの身近に起こるいろいろの問題について話しあったり

してきました。

　そのような学級保健会というものによって，子どもた

ちの生活を高めていく。さらに私たちが地域にでかけて

いって，それぞれの地域町会別単位でお母さん方と懇談

したりしています。このようなことによって，先生方と

親との結びつきが深められ，いろいろな問題が解決さ

れ，宿題とされていくのではないかと思います。

　それだけではなく，児童のほうにもいろいろの組織が

あります。そして，その組織のリーダーを養成していま

す。そのリーダーとは，親子歯みがき訓練のときなど，

先生の助手として，子どもたちに正しい歯のみがき方と

いうものを指導したりする性質のものです。

　とにかく私たちが考えていますのは，子ども一人一人

の健康を高めるためには，担任が一番大事だということ

です。ですから，その担任の保健指導，保健教育につい

ての意識と，知識を深めていくためには，現職教育によ

ることが必要だと思うのです。保健主事，あるいは校医

の先生方，また教員相互で資料を出しあって，研修しあ

う，その手がかりとして日学歯の手引などを用いまし

て，その効果を高めていきたいと思っています。

　しかし私たの最終のねらいは，疾病異常を発見するの

は学校でありますが，それ以後の治療の責任は親御さん

にあるのだから，それをしっかりと認識してもらいたい
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のです。そこへいくために，いろいろな方法を私たちは

とって，最終的なねらいにもっていきたいと思っていま

す。

検診を年3回やっfg大きな効果

　最後に学校歯科医の先生にお願いしたいことがありま

す。私のところで38年度に治療勧告書を542枚だしまし

たが，これは58％をはるかにこえていました。ところが

41年度は230人に治療勧告書を出すにとどまりました。

これが効果的であったと思われるのは，検診をしてもら

うのに1年に3回程度やっていただいていました。この

3回ということで，大きな効果があらわれてきたと思っ

ているわけです。このようなことを考えていただきたい

と思うわけで。

　座長　先生方，どうもありがとうごぎいました。いま

までで発言願いましたことは，児童，生徒がすべて身に

つけなければならないことで，そのように指導するのが

われわれの責任であるということです。学校づくりには

保健というものが大きな横のきずなであり，それをつく

りあげるには，より高次な人闘関係が必要なのではない

かということです。

　また教員は保健というものに明るく，意識も知識も深

くなければいけなく、より高次な人間関係をつくってい

くということも，相当いろいろなご苦労があったのでは

ないかと思いますが，そのようなことを坂田先生、ご発

言願います。

より高い人間関係を作るには

　坂田　最初は，保健主事の先生，養護の先生，学校歯

科医の先生が，年に1，2回しか会えないというのは，

たいへん心細いことだといったことでスタートしたと思

います。それで歯科医の先生に学校になるべく回数多く

来ていただけるようお願いをしたわけです。

　幸いなことに私ども大牟田市会で，一昨年から現場の

校長と全部の校医の先生との懇談会をもつようにしてお

ります。その際に，歯科，内科，薬剤師のそれぞれの会

長さんから，学校の校医は学校に伺ったときは，職員で

すということをいわれまして，たいへん心強く思いまし

た。校医の先生は私どもが手を差し伸べるのを待ってい

られるのだと思ったわけです。

　座長　校医先生のほうで，何か人間関係をより高次な

ものにするということがございましたら。

　宮脇　高等学校あたりになると，なかなかむずかしい

ことなのです。もう教科の切売り的考えが生徒にも教師

にもあるわけです。またよくできるほど歯に対して関心

が強いのです。コソディシ・ソをよくするという考え方

なのです。ですから，校長，保健主事，養護教1前の理解

変，それをいかにして全職員に浸透させるかということ

が，高等学校歯科医の務めだと思います。

　坂田　ちょっと一言いわせていただきます。実例なの

てすが，校医の先生が学校にいらっしゃると，校長室で

お茶を出して接待をするというようなしきたりがあるよ

うです。学校によっては，職員たちと宴会めいたものが

行なわれることもあるようです。もちろん親しみを深め

たりする意味でけっこうなことですが，これがお礼とし

て行なわれてきたことに誤りがあると思います。私のと

ころの校医の先生から，私も学校の職員ですので，わざ

わざお礼だといって気をつかわなくてもけっこうですと

いわれました。たいへんありがたいことです。私の全布

ではそれが浸透しまして，校医の先生がおいでいただい

たときも，お客さまの扱いをしないようになっておりま

す。失礼ですが，校医の先生も学校の職員ですから，学

校に来て仕事をしていただいたときなど，経費もかかる

ことですし，特別扱いはしないことがよいと思うので

す。

学校と歯科医双方に気がねがあっては・・…・

　豊　人間関係のことで，いろいろなお話が出たわけで

すが，私たちが学校へ訪れるときに，こうしてほしい，

こういうデータも示してほしいというようなときに，一

種の気がねを感じます。学校も歯のことばっかりにかま

ってはいられないなどと感じるのです。こちらからお願

いするために学校へいくときに，きょうはやめておこ

う，運動会のついでにもと思いながら，運動会のときは

懇親会やらなにやらで忘れてしまう。あらためて行こう

と思っても，いやな顔をされるのではないかと結局やめ

てしまうことになります。そんなときに，学校のほうか

らこうしてほしいと遠慮なく言われたら，たいへんやり

やすいのです。

　坂田全く同感です。

学校と地域の格差とその障害の除去

　吉田　豊先生の発言の中に，子どもの自主性を引き出

すことが保健指導であり，学校と地域の格差が非静こ大

きいのだということがありました。私はむしろ効果的な

歯の保健指導とは，そのようなことをどうするかにある

と思うのです。

　そこで保健指導とは，どのように自主性を引き出し，
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学校と家庭の格差を縮めていくのだと考えますと，いか

なる道筋があるのかということです。自主性を発揮でき

ない原因，学校と家庭と格差が縮まらない原因，障害は

どこにあるのか，追求以前の問題として，障害原因の発

見ということが考えられます。

第2点として，発見された原因は一体何なのかとい

う，原因の追求活動が始められなければならないと思い

ます。第3点として，その学校に，その地域に最もふさ

わしいような形で原因を分析し，問題を処方してみると

いうことだと思います。

第4点としては，原因がわかったら，それを除くにど

うするか，それにはいかなる方法を考えればいいかとい

うことです。第5点としては，いわゆる望ましい健康習

慣の育成という道筋につながっていくと思うのです。

私は，この5段階の中で最も大切なことは，原因の除

去活動だろうと思うのです。保健指導というのは，健康

障害の除去活動なんだという先生もあります。

方法としての子ども自身の自由研究

　そこでその方法として，どのようなことがあるでしょ

うか。原因はいろいろあるでしょうが，それらを総合し

てみると，保健学習で解決すべきもの，学活・道徳・保

健指導で解決すべきもの，その他組織活動で解決すべき

ものなど広範囲にわたっています。その中で最も自主性

を引き出し，家庭と学校を結ぶのに効果的な方法は子ど

もたちの生活研究ということだと思います。

つまり，どうして自分は毎日歯をみがかないのだろう

ということを夏休み冬休みなどの休みの間に，自分の生

活に即して研究するのです。自分は歯をみがきたいが，

なぜ自分はみがけなかったのだろう，こうすればもっと

いい方法でみがける，というような子どもの生活改善の

研究活動です。これはとても効果的だと思います。家庭

での子どもの研究を通し，それが親子にまで発展し，や

がて家庭づくり，地域づくりに発展していくのです。

　これにはいろいろおもしろい話もあります。たとえば

ある子どもは，ぼくは毎日気持よく家の中でおはようご

ざいますと言える日は，絶対歯みがきは忘れないという

のです。これはたいへん意味があることです。自然に子

どもたちの自主性を高められていきます。このようにな

ってくると，学級保健委員会，学校保健委員会を開いたと

きに，子どもたちの問題意識が違ってきます。ぼくは家

庭で，学校で習ったことを，このようにしたいが，両親

の理解が得られないというようなことを，学級保健委員

会のときに，子どもたちから父母に投げかけていくので

す。そこで子どもと親が話し合い，問題解決の方向を発

見していくのです。また学校保健委員会では，全校的な

一つの政策，方向を打ちだすことをします。それを学年

学級へとおろし，個々の子どもに結びつけていくのです。

子どもの研究を基盤として，子ども・学級・学年・学校

・ 地域というふうに広がっていくというような方法論で

やってきましたが，非常に効果があったと思います。

　そういう経験をし，発表を見ますと，学級の教師は，

保健学習でどのようなことを教えなければいけないかと

いうことをひとりでに学ぶのです。夏休みの研究がおわ

ったら，先生方がやたらに一体保健学習というのはどう

するのだということを私に聞くのです。そのときに保健

学習とはこうあるべきなのだと指導すれば，最も効果的

なのです。歯科校医の先生方のタイミングのいい指導が

大切だと思います。

評価＝歯科衛生の事後の検討

　私は学校保健で，歯科衛生で一番欠けているのは評価

ではないかと思うのです。たしかにう歯半減運動で処置

率80％あるいは100％になったとします。あるいは子ど

もたちの3度の歯みがきが100％になったとします。そ

のことが子どもの成長のほかの面，学力があがるとか、

性格がとてもよくなった，行動力がついた，全体として

それを通して，どう伸びていったかということの検討が

だいじであると思うのです。私は3年間，実験学級をも

ってやりましたが，その6校の研究では子どもの学力も

性格も生活実践もすべてよくなっています。そうした評

価のしかたというものも，私たちは考えていかなくては

ならないと思います。

　歯科の先生方も，単に子どもの歯だけを見るのではな

しに，子ども全体をみていただきたいのです。そして，

学校保健全体，学校教育全体にも，そういう面から見た

子どもというものから，学校に働きかけていただきたい

のです。今の教育に欠けているものは良識だと思うので

す。良識ある行動力に欠けている子どもが非常に多いの

です。

　そういう意味で歯科の校医先生であると同時に，一一入

の世の親として子どもを見て，学校に助言いただきたい

と思います。

欠損または不在家庭のばあい

　上野　いまのお話では子どもが体験し，研究をし，そ

れから親へということでした。私の体験からいうと，不

在家庭というような家庭では，そのようなことはたいへ
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んむずかしいと思うのです。効果を早く高めるにはやは

り親への啓蒙が必要だと思うのです。吉田先生がいわれ

たことは，たしかに正道と思いますが，生活に追われて

いる家庭，不在家庭，あるいはどちらかの親が欠損して

いる家庭においては，親に理解をしてもらわないと，子

どもが学校で習得し習慣づけられたことも，家庭でこわ

されてしまうと思うのです。

　したがって親への教育ですが，ひどい格差をまず縮め

ることが第一一一・・になります。親への啓蒙をしっかり考えて

やるということが，あとの保健指導が円滑にうまくいく

のではないかと思います。

僻地でも一親はどうあろうと，子どもはのび

　ていかねばならない

　吉田私の場合，実は僻地の3級，5級という地域な

のです。上野先生は親不在の家庭における子どものこと

がたいへんむずかしいのではないかと申されました。過

去3年間，僻地の6校を指定しまして子ども研究という

のを始めたのです。このねらいは，子どもが，親から離

れても，先生から離れても，自分はどうしていくかとい

うことで始めたのです。僻地ですので出かせぎが多い

し，また貧困ですので，親が子どもにかまっていられな

い。それでも子どもたちは伸びていかねばならない。そ

の力を身につけるために，私たちは多面的に子ども研究

の試みをして，その結果かなりよい成績があがったとい

うことです。

む　　す　　び

　座長　どうもありがとうございます。そろそろ時間で

すので大体まとめさせていただきます。結局，児童，生

徒の身につくものでなければなりませんし，それには環

境・地域の特殊性を考えていくことが必要なのです。ま

た保健というのは，学校全体のものでなければなりませ

んし，より高次な人間関係で力を合わせてつくっていく

ものです。地域の人たちにも深い知識や理解をもっても

らいたいのです。

　また，保健教育といっても，その学習時間は限られて

います。これをどのようにして他領域にまで広げ，生徒

の身につけていくかというのが問題なのです。なお，現

職教育の場合に，日学歯の歯科の手びきを相当参考にさ

せてもらっています。これもよろしくお願いします。

　そろそろ時間ですが，いままでお話をしていただきま

した中に，何かを掘りあてていただければ幸いです。先

生方，どうもありがとうございました。

●言ト報●

日学歯関係でなくなられた方

しあげます。

心からおくやみ申

昭和42年7月17日・清永盛樹氏　福岡県学校歯科医会長，日歯副会長，

　日学歯参与などを歴任。功により勲四等瑞宝章を賜わった。

昭和42年4月17日・原　一学氏

昭和7年4月日本連合学校歯科医会設立当時

の役員，昭和29年～36年日本学校歯科医会監

事を歴任され，第19回大会（昭和30年一東京）

では副委員長として尽力されたが，永らく病

床にあられた。功により従六位勲五等瑞宝章

を賜わった。

●ふほう●
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いま祝福堂に満つ

全国大会30回達成記念式典

第30回全国学校歯科医大会の第1i－iは，その多くを30

回達成の記念式典にあてられた。

大会開会式が無事に終了，奥村賞，全日本よい歯の学

校表彰が終了すると，舞台は一旦溶暗し，よそおいをか

えて，記念式典に移った。

正面のテーブルの上には，白や黄の菊の花がいっぱい

に盛りあげられ，横に長いタイトルボードが，日本地図

をかいた四角なプレートと変わり，表彰物故会員名を記

した板も，天井から下げられる。

舞台ホリゾソトの近くに，7本のポールが立ち，その

前に探針をかたどった装置がおかれる。照明は青白く，

幽玄に，この30回の足跡をふり返るよう。

　これらは，すべて向井会長のデザイソと演出によるも

のであった。

　午前10時30分を過ぎ，大会副委員長細川親文氏の司会

のもと，栃原日学歯副会長が開式を告げる。向井会長

は，感慨深いおももちで，荘重に式辞をよむ。

　「昭和6年4月6日，東京、赤十字参考館講堂で瓜々

の声をあげた全国学校歯科医大会が，苛烈な星電をふみ

こえて，30回に達成したことは，まことによろこばしい

限りであります。奥付先生をはじめ，幾多の先輩の方々

のなみなみならぬご努力の結果であり，これを引きつい

だ私たちは，さらに結束をかたくし，志も新たにして，

30回から50回100回へとのばしていきたい。あの赤十字

参考館は今もなお東京にあり，その近くを通るたびに，

私は深い感慨をおぼえるのであります。

　今日，大会にゆかりの深い大阪の地で，30回達成の式

典を，この大会をここまで持ってきて下さり，すでに物

故された先輩会員のご遺族の方々や，多数の会員のみな

さまとともにあげることができるのは，私のこの上もな

いよろこびであります」

　続いて，竹内理事長が，表彰者の経過報告を説明す

る。物故会員42名，現存会員122名，団体2がその内訳

である。

◇経過報告

　全国学校歯科医大会30回達成記念式典を開催するに至

りました経過のC報告を申しあげます。

　全国学校歯科医大会は本日の大会をもって第30回を迎

えるに至ったのでありますが，第1日の大会は昭和6年

に東京で開催いたしたのが履初であります。爾来戦前の

第13回大会まで，東京，福岡，名古屋，東京，甲府，大

阪，静岡，京都，宮崎、秋田，神戸，東京という順序で

順次開催され，昭和18年をもって，戦争のため一時中断

のやむなきに至ったのであります。戦後は昭和25年に名

古屋において第14回を開催いたしましたのが始まりで爾

来福岡，宮城．香川，島根，東京，北海道、岐阜，栃

木，青森、和歌山、神奈川，京都，山形，富山、東京と

いう順序で開催さ礼本口の第30回を迎えるに至った次

第であります。また日本学校歯科医会も昭和28年の高松
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における大会において，その設立が決定され，翌昭和29

年の出雲におきます大会の際に設立総会が開催されまし

て設立され，今日に至っておるのであります。

　このように永い歴史を有するに至りました反面には，

幾多の方々の学校歯科に対する熱情と，ご努力があった

からであり，第30回の大会を開催するにi当たり，記念式

典を行ない，ご功労のあった各位に対して，感謝を申し

あげ，また表彰を行なうにいたった次第であります。こ

のことにつきましては，昨年の東京における日本学校歯

科医会の第12回総会において，決定され，各加盟団体長

に表彰1艮補者の推せん委員になっていただき推せんに当

たりましては，日本連合学校歯科医会の設立発展に功労

のあった方，学校歯科医令（勅令）の公布に功労のあっ

た方，全国学校歯科医大会の開催地の頁任者および第11

回大会より連続皆出席の方，というようなことで，ご推

せんいただいた次第であります。

　これらの方々ならびにその他本会で推せんする方々を

選衡委員会を設けまして慎重審議いたし決定した次第で

あります。

　表彰老は，全部で169名でありまして，このうち，既

に物故されました方は42名であります。

　以上をもちまして経過のご報告といたします」

　舞台が暗くなり，水色の照明が厳粛なムードをつくり

出すなか遺族の方々が壇上にあがる。物故者の名がスピ

ー カーを通してよみ上げられ，向井会長からひとりひと

りにていねいに，表彰状をわたされる。

　暗い会場は，水をうったような静けさだ，

　故浜野松太郎氏の遺族浜野正夫氏が，代表して向井会

長に謝辞をのべる。浜野氏の不自由な脚のようすが，会

の空気をいっそうきびしくする。

　つづいて，現存会員の表彰である。

　氏名が次々に呼ばれるなか，代表者が壇上にあがり，

向井会長から表彰状をうける。

　さいごに，松原勉氏が被表彰者を代表してあいさつさ

れた。

　「本日はわれわれのために，かくも盛大な会合の席に

て表彰をうけましたのは，まことに光栄のいたりと感謝

のほかはありません。

　学校歯科は，その基礎をきずいたものは，なんと申し

ても故奥村先生であります。先生の偉大なる人格のたま

ものであります。

　その後，戦争で一時中断しましたのが，今日のごとき

繁栄をきたしたものは，現会長，向井先生のお力のいた

すところで，これはわれわれも感謝いたしております。

　学校歯科が創設されて，その基礎は先ほど申しあげま

した奥村先生によるもので，この偉大な事業は，先生の

残されたもののうちでもっともすぐれたものというべき

であります。

　この基礎の上に珠骨鉄筋の柱をたて，コンクリートの

壁を作り，りっぱな屋根が建築されましたのは現会長に

よるものであります。この間わずかばかりの仕事をいた

しましたわれわれを，かく表彰されましたのはまことに

ありがたく感謝のほかはありません。ここに表彰者一同

を代表いたしましてお礼のことばを申しあげます」

　黙祷のあと，亀沢日学歯副会長が，閉式の辞のため，

中央に進む。感慨で胸があふれるのか，しばしは声をつ

まらせる。

　「30回達成の式典を，ここに無事にすませまして，今

さらのように思うのは，先輩の方々が私を捨てて，学校

歯科のために一途につくしてこられた，ご誠意でありま

す。これこそが，全国大会を風雪のなかで30回も開か

せ，つづかせてきた原動力であります。近頃，ややもす

ると，小さなことにかかずりあい，大きなしごと

を忘れがちな風潮が見受けられます。そういう動

きは，先輩の方々のご努力に対して，ほんとうに

恥ずかしいことであります。私たちは，今，この

式典の終わったときから，心を新たにし，血の通

った，あたたかい日学歯を築きなおし，日本中の

子どもたちのため，学校歯科のために働きたいと

思うのであります」

　かくて，しずかな感激と，新たな決意をこめ

て，30回達成記念式典は終わった。
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　物故者
新井英夫

有本和貴

磯　仙策
今井金造

岩原　拓
上野　 勇

大久保重治

岡田秀章
岡田藤次郎

　生存者
饗場　 綱

麻野晋三

鮎沢義雄

新井守三

荒巻広政

有馬武雄
池田明治郎

石井次三
井原協一

今田見信

今村彦治

上田貞三

梅原　彰
榎　智光
大竹和男

大塚貞夫
大塚　禎
大沢三武郎

大西永次郎

大西義之
大町真事
岡本清櫻
緒方終造

小沢忠治
加藤　栄

第30回達成記念表彰者氏名　　（五＋音順）41．・10．17決定

小川祐心
奥村鶴吉
川上為次郎

膳　 富雄

北　 豊吉

熊沢専一郎

佐藤二郎
高橋郁三
竹内嘉兵衛

柏井郁三郎

上国料与市

亀沢シズヱ

川口義門
川口吉雄
Jll　本寸　　敏　　そテ

河越逸行
菅野　 修

北川正夫
清村軍時
久保内健太郎

栗田権三郎

栗林真吾
倉繁房吉
倉塚　 正

古藤友一
黒崎市三郎

小林茂雄
後藤宮治
齊藤利世
堺　正治
榊原勇吉
榊原悠紀田郎

桜井二郎
佐竹健造

高津　 弍

塚本剛一
土屋敦富
富友卯太治

中村松太郎

荷見秋次郎

浜野松太郎

平井啓二
平井保三1

重田定正
渋谷敬三
嶋善一郎
清水孝之介

神野長太郎

須貝琢磨
鈴木　 脩

寿満重敏
諏訪亮二
関　　 敏

関口竜雄
高井栄之亮

高橋恒三
竹内光春
竹中恒夫
立花半七
武下鬼一
館山文次郎

田中礼之介

田野井重男

田丸将士
田村森次
地挽鐘雄
塚田治作
坪田忠一
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平林秀 剰
藤井利誉
松井六輔
松田卯三郎

三井正次
水谷　 盛

宮井義也
武藤登喜次郎

武藤切次郎

栃原義ノYI
富塚時次郎

中根朝治
中本　 徹

長屋　 弘

丹羽輝男
野口俊雄
橋本勝郎
浜田　 栄

浜田良箕
林　　 清

原　 一 学

伴　 長義

平岡昌夫
平島　 正

穂坂恒夫
細谷俊夫
堀内　 清

満岡文太郎

牧野　隆
前田　 勝

松下雅己
松原　 勉

松本尊行
水島　 定

本林貞次郎

森岡春治
八木千五百

山川　 但

山本勝利
吉田章信

峯　袈裟夫

見元恵喜馬

宮下一郎
宮脇祖順
向井喜男
森　 収郎

森田錨之丞

簗瀬真策
矢口省三
山崎秀治
山下長蔵
山田　茂
山田猶吉
山幡　 繁

山本良夫
湯浅泰仁
吉川孔敏
吉田螢一郎

米田貞一
渡部重徳
和田義臣
湯浅謹而
日本歯科医師会

日本学校保健会



視察校の記

保健教育に徹した精華小学校

lfRq，

精華の横顔

　大阪市立精華小学校は大阪の歓楽街「ミナミ」のどま

んなかにある6なんばの玄関口戎橋筋の入口にあって，

芝居の櫓がならぶ道頓堀へ，大阪庶民の漫才寄席や演芸

場，映画館がならぶ千日前，新歌舞伎座へ，「のれん」

を自負する店舗が競う戎橋筋心斎橋へと人の流れは校門

の前を日に10数万と続く。または「食いだおれ」の本場

大阪の味をたぶんに楽しませてくれる飲食店，名の知ら

れた横善寺横丁も校下で，なんといっても目抜の中心に

ある。鉄骨コソクリート地上3階，地下1階の建物でエ

レベータも設備された大阪では最初のモダソ校舎であっ

て，創立は明治6年，95年の歴史をもつ小学校である。

　保護老の職業は物品販売34％，料理飲食業が24％，俸

給生活老15％，遊技場，サービス，会社経営，家主，地

主，医師，薬局その他が27％である。

　児童数615，学級数18，教職員31。教育の主柱を素質

と環境においている。「行動は主体と環境の函数」「環

境は遺伝に優先する」の言葉どおり，人間の環境は流動

的で精神的で複雑である。まして本校は，このような繁

華街にあり，ここに生活する児童の体位は，やせ型で持

続性が乏しい。

　そこで，精華小学校では保健，給食，体育に重点をお

いた年間教育指導方針のもと児童の育成に努力されてい

る。特に学校歯科保健に力をそそぎ，う歯予防対策をお

しすすめ，家庭の理解協力を得て早期完全治療競争，歯

磨き指導を全校あげて実行しつつある。保健学習時間を

特設し，保健学習教室の特別教室を設けるなど知的理解

を深めている。

　昭和25～26年給食研究指定校，昭和29年～31年学校保

健研究指定校となり，その成果は「学校保健優良校】

「大阪市よい歯の学校優秀校」「寄生虫予防対策優良校」

の表彰をうけ，昭和40年度には「大阪府第1位健康優良

校」の表彰を受けた。

大会視察の日

　歓迎のアーチを校門にかかげて，視察団をむかえる。

大阪市学歯南区支部大会委員の接待で応接室に迎え入

れ，講堂に参集をねがう。

　大阪市学歯会長　川村敏行　挨拶

　第30回大会が盛大裡に終了したことを声をつまらせる

ようにして感謝する。

　　日学歯会長　向井喜男　挨拶

　第30回大会達成記念式典および大会を閉じられた感懐

を熱をこめて述べられ，視察と観光の挨拶をされる。

　　学砿長　　　　　　　　挨拶

　精華小学校の保健教育の現場活動と詳細に各設置せる

設備状況を説明し，本校が大阪市唯一一の視察校に選ばれ

たことを感謝する。本校のう歯年間予防対策を紹介す

る。一行は校内を一一巡して学校長の説明を聞き，精華幼

稚園の給食状況を興味深く見学して有意義に終了した。

年間の期別による活動内容

i期間1　活動内容 摘

1　年度計画の立案検討

保健教育　手帳記入

治療勧告と保健指導1
1

治療の徹底歯磨き訓練

各学級を主体に展開

一
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2 治療者の点検カー一ド処理「治療状況調査

学校治療の検討

要」
一一　r　　　I

…魏翠歯の検査と報1違臨調翻を容i

｛治療の徹底歯磨き訓練　る

1検査後の罹患状況の実1
態をつかむ　　　　1
　　　　　　　　　　　家庭連絡　啓蒙と治療i
勧告カード回収　　　i

舞雅階ω「
1良習慣の形成に努める1

児童保健委員会

健康診断処置状況の評1
i価を行なう　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　一一一

健康相談手帳の活用　】
「



　・

　　　　

i3｝歯科校医訪問

ii
iレ…

　　　　　　　　　　　｝治療状況調査

灘状欄査治瀦麟保健委員会を開き

備考

努力目標評価各学級毎1関係諸帳簿の整理

に実施　　　　　　　1

新年度の対策　　　　　i予防対策計画の評価

・保健教育の強化によって自主的に早期治療を
実践した

・ 健康手1帳の活用をはかり，家庭に対する啓蒙
が徹底したため，その協力が絶大で効果をあ
げることができた

定期検診の結果とその後の治療状況

学年1麟茱糊 昭41年　治療状況　第1期
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完全治療への努力はどのように進めているか

（1）歯牙検査による早期発見

　゜年2回（4月，5月）の定期検査を実施し，早期発

　見治療に努力

　・検診後，健康手帳に児童各自が個々に歯の状況を記

　入自覚させ，家庭に連絡すると共に治療カードによ

　る治療促進に努力

　・治療状況調査のためカードの回収につとめる

　・治療現況表を保健室前に掲示（児童保健委員による）

　・担任は学級保健簿によって督励し検査票の整理

（2）家庭の啓蒙と早期治療の徹底強化

　・学校保健委員会で年間対策を検討し，その努力につ

　　とめる

　・PTA会合，懇談会，訪問指導などの機会をとらえ

　　て啓蒙

　・歯科医師会への働きかけ

　　大阪市学歯統一治療カードを作成し，年間を通じて

　　区内の校医と年間2～3回の会合をもち地区の歯科

　　医にも連絡し，児童の治療日時，学年の日割治療の

　　検討などにつき協議した

　・未治療者の理由をたしかめ，健康手帳を活用し保健

　　指導の強化

（3）保健教育と自治活動の推進

　・学校行事の機会をとらえてう歯予防強調週間を中心

　　に校庭でいっせいに歯磨き訓練，ポスターの掲示，

　　講話の行事を実施

　・各教科，道徳特別教育活動の学習と関連をもって正

　　しい知識の理解を与え，良習慣形成に努力

　・児童保健委員会や保健係の自主的活動を活発に展開

（4）う歯の防止

　次のような事項を強調し，う歯予防に努力している

　・健康の保持増進のため特に歯の健全に努める

　・偏食をさけ合理的な栄養をとらせる（間食指導）

　・戸外運動の奨励日，光に親します（毎日運動場で10

　　時20分から20分間　業間体操実施）

　・歯牙および歯肉の清潔保持に努める

　・朝晩，正しく歯をみがく

　・食後は清掃，うがい等の実施（給食後のうがい）

　・3，3，3方式による指導

　・6歳臼歯は特にう歯予防につとめる

　・歯の交換期の注意，不正咬合の矯正につとめる

　・う歯の早期発見と早期完全処置に努める

（5）う歯しらべ一覧表（治療現況表）の活用

　　年2回の歯牙検診ごとに，この表を資料として学校

　　保健委員会，児童保健委員会，学級会の話し合いが

　　すすめられる（保健室前に掲示）

　う歯治療競争

　名前の書いてあるのが未処理，個人にとっても困るこ

とだが，学級にとっても，はずかしいことであるから，

学級ぐるみはげまし合いながら，早く，名前の消えるよ

うに努力しているため大変効果的である。また，全員完

了した学級には，全員完了1番と順位をつけ，はげます

ようにしている。
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　　　　　ゆ現在治療中　　　　i
治療中②行ったり行かなかったりしている
　　　　　　③一度いったがやめてしまった

治療しない

理由

1④別に痛まないので行っていない

1欝獣欝渤、
⑦お金がかかる

③歯をみがけば治ると思う

⑨近くに歯医老がないから

⑩治療カードをなくした

⑪学校での治療を希望する

（6）口腔診査通知受診票

　　大阪市学校歯科医会制定口腔診査通知受診票を使用

（7）未治療老の理由調査

　　保護老に対して未治療の理由について回答を求める

（8）今後の問題点

　・年1回は家族ぐるみで歯科医の診察を受け，歯の保

　　健相談を自主的に行なうような，保健意識を身につ

　　けさせたいこと。・保健学習の推進，保健指導の強

　　化，良い習慣育成をはかる。・乳歯う歯の治療。・

　　充墳物の脱落。・不正咬合の矯正。

（9）児童の人間教育に努める。　　　　　（川村敏行記）

第30回全国学校歯科医大会要望事項の陳情について 劔木亨弘殿昭秘2年1n27日

日本学抽科ゑ会長向井喜男，第30回全国学校歯科医大会議長団湯浅泰仁，山崎秀治，亀沢シズヱ，長屋　弘

　昭和41年11月20日大阪市にて開催しました第30回全

国学校歯科医大会において別紙の通り要望することを決

議しましたので，学校歯科衛生振興のため，それぞれ所

管事項に関し早急に措置されるよう要望いたします。

1・　就学時の検診に使用する学校保健法施行規則による

　第1号様式の健康診断表を第3号様式に改正するよう

　要望する：就学時健康診断に当っては，学校保健法施

　行規則による第1号様式の健康診断表を使用するが，

　歯科保健は「う歯数の処置と未処置」「その他の歯疾」

　だけで，乳歯，永久歯の区分もなく極めて不満足であ

　る。特に就学時には，既に永久歯が萌出しておる老も

　相当あり，乳歯，永久歯の歯の状況を明確に検査し，

　状況の把握が学校保健管理上も，又公衆歯科衛生上か

　らも必要である。現在の第1号様式を第3号様式のよ

　うに，歯科の部分については改正することが極めて必

　要である。本件については，既に要望しておるが，未

　だ実現を見ないことは誠に遺憾なので，早急に改正さ

　れるよう再度要望する。

2・「義務教育課程の学童生徒の医療費f21　10割給付」の実

　施を要望する：学校保健法施行令第17条で，むし歯を

　含めたトラホーム，結膜炎，中耳炎等約11疾患を学校

　病とし，生活保護家庭や，準要保護家庭の児童，生徒

　の疾病の治療費を，国又は地方公共団体で補助する規

　則をきめているが，歯科疾患では，永久歯で，C1，　C，

　のアマルガム充填で処置し得るものと，要抜去乳歯の

　抜歯が給付対象となっているだけである。学童，生徒

　の80％以上が羅患しておる歯科疾患が，10割給付の災

　現により早期発見，早期治療され医療の本質を高める

　ことになると信じる。歯科疾患を撲滅するため政府は

　速やかに医療費10割給付を実施に努力すべきである。

3・　学童のう蝕予防を推進するための強力な行政処置を

　要望する：歯に関する保健教育は，現在学習指導要領

　に基づいて実施されているが，その実践上の計画，振

　導は学校長にゆだねられ，学校長の考え方で格差が出

　るのは当然である。この際，児童、生徒の80％以上が

　罹患している歯というものに対する保健指導は，道徳

　指導のように各学年に応じて系統的に指導し，指導の

　効果を子供自身に定着させるのが重要である。螂こ関

　する保健教育の内容を発展段階に応じて最低基準を示

　す学習指導要領の改訂を強力に要望する。就学時の健

　康診断に6歳臼歯のう歯保有者は極めて多く，そのま

　ま入学の傾向がある。健康な永久歯にも予防的な強

　化策が叫ばれる今日，これらについても行政的には極

　めて無策で，熱心な学校のみ学校歯科医もしくはPT

　A等の援助で，予防的な手段が取り入れられている。

　子供達をう蝕から守るため「う歯予防法」のeときもの

　の立法化が緊要であり，強く乙れが実現方を要望する。

4，学校洗ロ場の基準設定を要望する：学校給食が法制

　化されて20年，中学校も含めて全面的に実施されてい

　る今日食前の手洗いと食後の歯口清掃は食事のしつけ

　として，保健教育の面から認識を新たにせねばならな

　い。児童生徒が歯口清掃を実施するとしても，給水蛇

　口数は50人に3個という基準で飲料水の蛇口数ならば

　不自由はないが，歯口清掃は，全校生徒が同一時間に

　集中的に使用するから，少くとも7入に1個は必要で

　あると考えられる。う歯予防対策と種々な疾病予防の

　立場から，学校における洗口場の基準を明確にし洗ロ

　の目的の洗口場が設備されるよう強く要望する。

一
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゜

椴帳 はものいわずおりる

第30回大阪大会を

かえりみて

大会委員長

山　崎　秀　治

第30回全国学校歯科医大会の最後の瞬間が近づいてく

る静寂のなか，お別れの‘‘蛍の光”のメロディが，しず

かに光を落とした舞台のセリから消えていくバンドとと

もに，舞台の上と下では互いに手を振りつつ別れを悟し

んでいた。そのなかを，鍛帳は，ものいわず垂れ下が

1）　）大会は終わった。

今まではりつめていた琴線が切れたように，胸のなか

に何かこみあげてくる。

すっかり幕も下りた舞台上でただ莚然としている者，

また何人かが手を握り合って抱きついている情景が眼に

入った時，これほど作為的でない真の感激を見たことは

ない。

この度の大会のため尽力してもらった準備委員会の一

人一人から湧き出たもので，私はこのうれしさを抱きつ

つ次の懇親会場へと廊下に出た。準備期間中苦楽をとも

に分け合った何人かの人と感激の手をにぎり「ああよか

つた，ああよかった」の一言で後は涙の受け答えで，な

にもかもがわかっていた。

毎年の全国大会でも，はたしてこのような閉会なのだ

ろうかと考えてみたくなるが，やはりこの感激は苦労苦

労の連続でようやく味わえた感激のような気がする。

　3月21日に発足した準

備委員会の事務局が正味

8ヵ月間に全力を結集し

て，このような成果を得

たことは一時大会の成果

を心配された時があった

だけに，よけい深い感激になったのだろう。適材適所に

人を得て，時間を有効に活用した点が特によかったよう

に思われる。

　十人が十人から大成功でしたねとほめられる毎に，委

員長として今さらのようによくも成功裡に次期大会地に

バトソを渡し得たと思うのである。

　そのよろこびを噛みしめつつ，窓外の青桐の触れ合い

をみながら，きょうも，大阪大会の日のことを思い出し

ている。

　しかし反省してみると，ただ誠心誠意やっただけで，

まだまだ全般的に見て不行届の点が多々あったことであ

ろう。

　せっかく遠く大阪へ来て，学校歯科医としての内容あ

るものを持ち帰ってもらったかどうか。次期大会地の名

古屋さんの御盛会を祈ってやみません。
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総ぜいのアイデア

宮　脇　祖　順

　総ぜいの仕事はいかに大会が円滑に行くかにつきた。

　現在までの各種大会に参加してみて，そのもっとも不

満を覚えたのは，受付がスムーズに行かないことであ

る。そこで，大阪大会では，私は受付事務をいかにうま

くさばくかに全知能をそそいだつもりだ。表面にあらわ

れたいろいろのこと，たとえば「大会参加のしおり」「よ

ろず案内書」などについては，すでにご存知の通りであ

る。

　舞台裏としては，参加会員登録一覧表の作成。なんと

いっても会員名簿は，大会運営のすべてのデータの基礎

になるものとして，きわめて重要な性格をもつものであ

る。詳細にしてかつきわめて簡便なものを採用した。そ

れがどんなものかについては，整理学の初歩を研究され

た方にとっては簡単におわかりのはず。　（総務部長）

●こぼればなし●うらばなし●

大会成功の諸因

細　川　親　文

　第30回全国学校歯科医大会は，大阪の地で29年11月19

日より開催されました。この3H間は企画内容において

もすべての点で全くまれに見る大成功であったと自他と

もに信じております。この結果，学校保健，学校歯科活

動によい影響を与えたと思うのですが，私たちが，大会

のために準備委員会を結成して1年問というもの，委員

の労苦は言語につきぬものでありました。

　大会が盛大に終了できたのは，まず第1に大阪の各学

校歯科医会の統一結合である大阪学校歯科医会の創立に

よって一本化したこと，第2に大阪府，大阪市，堺市と

大阪府歯科医師会の非常な協力によって，官民一・体とな

ったこと。第3に会員各位の大会達成にたいする熱意，

第4は全国学校歯科医が学校保健指導に対して積極的に

なり，実践的段階に達した結果によるものと信じます。

　本年は，大会30回達成記念式典があり，その時の物故

者の慰霊式の厳粛なことは一生忘れることのできない感

激でした。主催府県にとっては，ずいぶん費用のかかる

催しではあるが，年ごとの大会によって，いっそう学校

保健の推進に役立たすべきでありましょう。　（総務）

大会経理を担当して

津　田 勝

　『万一一一一・赤字の出たときは大阪府学歯，大阪市学歯，高

歯会が協同して責任をとろう』と言ってもらえたことを

心の大きな支えとして運営にあたった。三歯会のこの熱

情にこたえるためにも私が念願したことは　①絶対に赤

字を出さない②全国的に大阪の名をはずかしめない大

会をもってもらいたい　の2点であった。

　そのため各係の意向，動向を終始細心に凝視し，予算

を更生すること3回。11月初めようやく本格予算を編成

した。各部係が最少経費で最大効果をあげるために腐心

してくれたことは感謝にたえない。おかげで最初に切願

したことが，ほぼ達成されたことを喜んでいる。

　それにもましてうれしかったのは，準備から後始末ま

での長期を通じ，各員の間に全然摩擦がなく和気あいあ

いのうちに終わったことであり，大阪府，市の学校齢

活動に一段の光明を見出したように思う。　（経理部長）

もう少し広いフロアを

福　本　春　夫

　外見華やか，かつ盛大な大会も，それが開催されるま

での準備において，各自の持つ大きな時間の儀牲，・刊

上巳の部署の計画範囲が他とふくそう，個々の立場にお

ける意見調整の複雑さ，その他いろいろ容易ならぬ経過

があってでき得る。準備にたずきわってみて初めて知り

得るわけだが，役員の方々はともかく最善を尽くしたの

一語につきる、，各学校歯科医団体が相協力して，人間と

人間の和の真髄を発揮したところに大阪での大会遂行の

意義がなおきら盛り上がったと思われる。

　会場係としては，もうすこし大きな会場が必要であつ
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たと思う。特にフPアの広い所がよい。狭いフロァに，

展示，土産物店まで設けなくてはならないし，総合案内

所は当を得た場所としても，その関係老だけでも相当な

員数の上に，参加者のゆききにも，あまりに混雑し過ぎ

た感が深かった。フPアはあくまでも参加老のための休

憩，交歓の場であり，展示，土産物店などは，別な場所

に設けたほうがスマートであった。　　（会場設備係）

した。今後一考を要する事例だと思います。

展示品はおもに歯科器材で各種新製品などで，皆熱心

に見学され明日への診療の糧とされ，三越の大阪色豊か

な商品も会場が繁華街に遠いため，お土産品として人気

を集めたようです。ただ書籍の展示がなかったのは，残

念でした。なお会場係の福本先生に大変おせわになりま

したことを付記します。　（展示係）

受　付　の　苦　労

柿　野　恵　一

第30回大会が，いよいよ大阪で開かれる！　しかし全

国の会員諸先生を迎える第一の玄関，受付として第一印

象を良くせねばならぬ責任の重大性を受付係全員が自覚

したのでした。

まず受付を，純然たる受付と記念品受付と二つに分け

たのは，その煩雑性を簡素化したことで成功であったと

思っています。しかし受付の一部門のよろず案内につい

ては，将来他府県において開催される場合は，より一暦

慎重に考慮されるように望みます。

全国的な出席人員の掌握は，過去の実績を考え，申込

受付以前に大体の予想を推測する必要があります。本大

会では，その予想が大体的中しました。参加の諸先生に

受付で不十分な接待をしたこと，受付要員の諸先生方に

大変御苦労をかけたこと，など心から御詑びするととも

に深く感謝しております。　　　　　　（受付案内係）

マイカーを救急車に仕立てて

小　林　顕　五

　全国大会をふり返ってみますに，各係の先生方には，

少しでも運営をスムーズに，遠来会員のためになるよう

にと，こと細かく準備に当たられ大変ご苦労なことであ

りました。それにつけても，われわれ輸送係は，こと交

通にかけてはべテラソぞろいの先生方で，準備には，あ

まり労せずにすんだように覚えております。大会当日多

数の会員が車で来られたのに，すこしの混雑もみなかっ

たのも誘導よろしきを得たためと思います。とりわけ会

員各位の注意をひいたのは，赤十字旗もあぎやかな救急

車の待機であったとききましたが，これも万一，急病の

方があってはと思う老婆心からマイカーを救急車に仕立

てたわけです。澄みきった秋空に大会の無事を祈るよう

に赤十字もくっきりとひるがえっていた様子がいまも忘

れられません。（輸送係）

展示係の悲喜こもごも

浜　地　清　哉

展示きれる方々は本大会に対し協賛金を出された業者

で，この業老との直接の交渉は篠田先生が当たられ渉外

係として東奔西走された。協賛金の徴収は，大阪歯材商

理事長の宇高氏が，大小メーカーを一括して下さって大

いに助かりましたし，この割当金以外にも大メーカーか

ら大口の協賛金を出して下さいましたので，展示場を本

大会の最良の場にし得ました。しかしある大メーカー

は，割当金以外は出していただけないにもかかわらず

最良展示場所を占拠，他のメーカーとの割振り上困りま

懇親会のうらばなし

丹　田　勝三郎

　懇親会の係として最も苦心をしたのは，出席人員と料

理の数のカネアイであった。1ヵ月ほど前から種々の会

合の経験老から様子を聞き，忠言ももらい，最後の断を

下して，あつらえたのであったが，はたしてこれで間に

合うかどうか最後にいたるまで心を痛めた。

　あいにく当日午後になり天候が悪化し寒気が強くなっ

た。これも心配の種で，座をはずす人が多いのではなか

ろうかと30分おきに講演場を覗きに行って概数を調べる

ありさまだった。

　しかし係員の心配も全くの杞憂におわり，幕を明けて

みると，すべての点で過不足なく盛大裡に完了できたの

は非常な幸いであった。
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　この成功の礎をなしたものは係員先生方の献身的な協

力であり，どんな会合でも係員一同協カー致すれば必ず

や成功を収める事ができるという自信と団結の必要を痛

感させられたのである。（懇親会係）

淡路と大和路
池　田　忠　孝

　大会最終の行事の観光は，参加は一部の方のみではあ

るが主催側としてはやはり満足してもらわなければなら

ない。従ってそのコースの選定は慎重に考えなければな

らないし，当口の気候天候状態も考慮しなければならな

い。またそ爾内容にも気を使い，観光係の責任は重大で

ある。ずいぶん心配していたが，観光の当日小学校の視

察を終わるころから天候が悪くなり，特に海路の淡路島

の観光が決行できるかどうかという状況になり，頭の痛

い思いであった。ともかく風雨の中を淡路コース，大和

コースとも大阪球場の前から出発した。しかし，淡路コ

ー スもどうやら洲本温泉に案ずることなく到着し，懇親

会も盛会で，阿波踊で疲れをとばした。一方大和コース

も原始林の茂る奈良奥山をドライブして，三笠温泉で旅

のつかれをいやし，にぎやかな宴席を設けた。あくる日

はうって変わった好天気に恵まれて，飛鳥の文化をしの

び平城宮の雄大に思いをはせ薬師寺，法隆寺，橘寺と大

和路の寺々巡回して一日の行楽を十分に満喫し楽しく終

わったのである。　（観光係）

●こぼればなし●うらばなし●

押すといった調子で，いわゆるシャッターチャソスを逃

がすこと再三であった。しかし8ミリは心にくいまで人

と入形が一体となった動きをよくとらえてくれて，見事

な出来ばえだったとみんな感心した。　（写真広報係）

記録としての重大さ

山　内　義　雄

　われわれは写真広報を担当したが，その任務は現実を

リアルに描写し，それを後世に残すことである。思えば

重い責任のある大役である。最初のPR版から大会要項

の写真挿入，最後のアルバム作成まで長時日にわたり，

その間大会スナップ写真の希望者への配布もあり実に多

忙であった。写真班は総ぜい8名で係の先生方の御努力

により1，000枚を越す膨大な数のネガが集まった。どの

1枚を見てもあの時の感激がよみがえる。特にむずかし

かったのは文楽を写すことであった。古典芸術には縁が

とおく，どこがよいのかわからぬままに人形のふりを見

てうっとりわれを忘れ，ハッと気がついてシャッターを

前日の相談・土産品売場

広報は縁の下の力持

光　川　正　雄

　広報，報道と名称ははれがましいが，仕事はいたって

地味で，縁の下の力持といったほうが正しいかもしれな

い。大会は2日間だが会場は大きい，場所も各所に分散

する。特に大阪大会は記念式典も行なわれる。この大会

と，日学歯の式典をどう記録しカメラでどうとらえよう

か，限られた予算と人員で刻々うつり変わって行く動き

を正確にキャッチしたいと思う気持がさきにたち，なか

なか思うようにならない。しかし写真係長の山内君と打

ち合わせて，広報部員全員がカメラを持てる人だっただ

けに，大会，式典，Pイヤルホテルの懇親会，学校参観

観光バスの出発までをほとんどあます処なくカメラに収

め得たと自負している。他に委員二人（永田，吉村）が

8ミリ映画を専門に撮影した。さらに大会参加者の声を

平林委員と女医会の広撮部員に取材をお願いした。

　大体においてまあまあよかったという声が多かった。

中に批判や次期開催地へ参考になる率直な注文として，

闘催地の会員名簿は必ず常備しておいてほしいというこ

とがあった。今大会で私の最も強く印象に残ったことの

一一つ，20「1精華小学校の参観を終わり，いよいよ最後の

観光バスの出発となった。時刻は予定より少し遅れ，後

午1時30分，腹はへるし北西の強風が吹きまくる気温の

低い非常に寒い日であった。
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曝

懇親会・ぶじにすんで・にこにこと…

1獣員がそろわずバスはなかなか出ない。高齢の向井会

長はオーバーも着ず立ちつくし，せめて出発まで車内に

いて下さいとすすめたが，私は会長として最後のバスを

見送って帰るからと，どうしても入られず寒風吹きすさ

沖に、何か噛んでいれば寒くないと酢昆布をかみなが

ら，バスの車体が見えなくなるまで見送り，府歯会館に

戻って遅い昼食をすませ，大阪府，大阪市へ御礼に行き

帰京された事を付記します。　（広報・報道係）

締切後の申込の処理

岸　田　耕　治

宿泊係として道頓堀の大阪観光ホテルと高師浜の温泉

観光ホテル羽衣荘を設営し，希望者の申込によって名簿

を作製印刷した。部屋割も再三部屋を見て回って，部屋

の名，番号をつけたのであるが，締切後も申込が殺到し

て，組変えをしなくてはならず弱った。

当日よろず案内所でお世話をしたが，宿舎フロソトに

も案内所を設け大会宿泊委員が泊まりこんで歓待につと

め，ホテルのフロソトの本職でもできないほど真心をこ

めてもらった。部屋割表を大会係員に配布してあったの

で大変便利だと好評を得た。　（宿泊係）

大会こぼればなし

豊 清

◎シンボル・マーク，あわや切腹！

壮厳なる式典ののち，舞台袖口で待機していた演者の

先生から指示棒の用意を頼まれた裏方さん，あたりを見

渡して，銀色のりっぱな極が目に付いたので・「先生これ

でどうです」先生「よかろう。ちょっと長すぎるなあ」

では寸を詰めましょうと，鋸であわや切断しようとした

所へ，運よく現われたのが向井会長，全身振盗し，声高

く，「大会のシソボルを，手がけるとはなにごとそ」裏

方さん，わけのわからぬままにぼう然，あ然，のちほど

鉗台係の諸先生，あおくなって会長に陳謝，平伏（式典

鉱台中央にエキスプロラを表現した銀色の長刀のような

シソボルが御霊鏡のように飾られてあるのを眺められて

たことと思います）。

◎袖口から指で取引・・

　日ごろ来賓の祝辞の長さで，はらはらさせられる進行

係の先生，予定より30分も早く終わってやれやれよかっ

たと思っていた式典のコーラスの後，花束贈呈のお嬢さ

ん二人がまだ来ていないのに気が付いた。約束の時間よ

り早く贈呈式が近づいて来たから電話をすると，ただい

ま阪神国道を急行中とのこと。舞台裏から玄関まで7，

8回往復してはらはら。まだか，まだや，もう待てん。

オーケストラのオルガン奏老に間を継いでもらうことに

する。袖口より指1本出して，もういっぺん繰り返し，

指2本出してもういっぺん。3本だして，もういちど継

いでくれ，4本出して，もういちどとたのむ。奏者は指

のほうを睨んでうらめしそう。メロディも崩れがち，お

嬢さんのお着き。人形を抱きかかえるように舞台に引き

上げて，やれやれ，進行係この間，汗びっしょり。

＠雪のない文楽お七火見櫓の段

　舞台度胸のよい文楽解説老の先生，日ごろと変わって

すっかり上りぎみ。幕が．ヒがりホッとしたとたん便意。

どこも便所は満員，二階の奥でやれやれと思った時に，

お七櫓の所で雪を降らすタイミソグを裏方さんに指図す

るのを忘れていた。あわてて飛び出したが二階から舞台

裏までの道は全く迷路，突き当たり，あっちへ走りこっ

ちへ走り劇は高潮より終末へ『ええもうあかん，雪の降

らん日もあらあね』

　こらほんまにユキ，スギ，タワイ。

◎間に合いかねる？

　会場受付のマイク係よりr某県の先生，お宅が火事で

す』○○先生『えい，もう間に合わんわい』まことにす

みません。　（運営進行係）
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　　「学校歯科の手びき」ご希望の向きへ

下記の通りご承知の上お申し込み下さい。
　・頒価　1部　50円（送料別）　・送料　1部～65部
までは右記のとおり。66部以上は郵送できませんので他
の方法（自動車便等）で送付いたします。この場合の荷

造および送料は別途請求申し上げます。

申込方法　申込部数を明記の上，必ず頒価，送料（65部

　　　　以内）を添えてお申し込み下さい。
申込先　東京都千代田区九段北4－1日本歯科医師会内
　　　日本学校歯科医会（振替口座東京35193）

★
送

料

53一

1



大会役員名簿

　大会名誉会長
中原　　実（日本歯科医師会長）

　大　　会　　会　　長

向井　喜男（日本学校歯科医会長）

　大　会　副　会　長

湯浅　泰仁・栃原　義人・亀沢シズヱ（日本学校歯科医

　　会副会長）

竹内　光春（日本学校歯科医会理事長）

鎌田　庄蔵（大阪府教育委員会教育長）

柏原　好光（大阪市教育委員会教育長）

山崎　秀治（大阪府歯科医師会長）

　顧　　　　　　　問

有田　喜一（文部大臣）

鈴木　善幸（厚生大臣）

左藤　義詮（大阪府知事）

田中　楢一・高田　敏一（大阪府副知事）

中馬　　馨（大阪市長）

下村　進・大島　靖・中尾正平（大阪市助役）

河盛安之助（堺市長）

福永　英治・我堂　武夫（堺市助役）

栗本　順三（大阪府教育委員長）

中村　文夫（大阪市教育委員長）

伊藤吉次郎（堺市教育委員長）

酒井　朋三（大阪府議会議長）

大西保之助（大阪市議会議長）

小林　貞義（堺市議会議長）

伏見格之助（大阪府議会文教委員長）

野上　福秀（大阪府議会文教副委員長）

八木清八郎・竹下五郎（大阪府議会議員）

井上秀之助（大阪市議会文教委員長）

音在又一・上田　　武（大阪市議会交教副委員長）

小川　　勲（堺市議会文教委員長）

吉川　均（堺市議会文教副委員長）

宇野菊三郎（大阪市学校保健会長）

棚橋　　馨（堺市学校保健会長）

渡辺　昌夫・清永　盛樹・臼井　　毅（貝本歯科医師会

　　副会長）

栗山　重信（日本学校保健会長）

竹中　恒夫・鹿島　俊雄・中村　英男（参議院議員）

岡本清櫻・長屋　弘・松原　勉・池田明次郎・穂

　坂恒夫（日本学校歯科医会顧問）

白数美輝雄i（大阪歯科大学学長）

坂現（大阪歯科大学附属病院長）

柳生　嘉雄（大阪歯科大学教授）

山本　　巖（大阪大学歯学部長）

川勝　賢作（大阪大学附属病院長）

松村　敏治（大阪大学教授）

小野　　巖（兵庫県歯科衛生士学院院長）

　大　　会　　参　　与

田　　健一（文部省学校保健課長）

笹本正次郎（厚生省歯科衛生課長）

安田　一男（大阪府衛生部長）

岩前　五六（大阪市衛生局長）

大脇　六郎（堺市保健部長）

満岡文太郎（日本歯科医師会専務理事）

辻本　春男・山崎　数男・窪田　正夫・野村順之助・楠

　正夫・岩谷　　緑（日本歯科医師会常務理事）

館山文次郎・林　　一郎・高原寛五・荻原　卯助・高頭

　憲二郎・子上　俊一・加藤　久二　野阪　　暁・高木

　健吉・正岡　健吉・門司　貞男（日本歯科医会理事）

片岡　常雄（日本歯科医師会常任監事）

亀田　　勝・北JH　正夫（日本歯科医師会監事）

関口　竜雄・丹羽　輝男・由田　　茂・川村　敏行・清

　水孝之介・小沢　忠治・窪田　正夫・市村　賢吉（日

　本学校歯科医会常任理事）

野口　俊雄・地挽　鐘雄・中本　　徹・富塚時次郎・梅

　原　　彰・坪田　忠一・山幡　　繁・平岡　昌夫・宮

　脇　祖順・清村　軍時・加藤　　栄・倉塚　　正・矢

　口　省三・柏井郁三郎（日本学校歯科医会理事）

渡部　重徳・関根　　卓（日本学校歯科医監事）

石井　次三・今田　見信・榊原　勇吉・荒巻　広政

　緒方　終造・武下　鬼一・橋本　勝郎・上田　貞

　三・伴　　長義・浜田　　栄・堀内　　清・後藤

　宮治・宗久　　孟・寿満　重敏・境　　栄亮・久

　保内　健太郎・一の瀬　尚・三宅　重吉・武田　　武

　・立花　半七・斎藤　静三・三橋　一・彦・磯貝　　豊

　・加藤　増夫・森田　錨之丞・子上　俊一・高原寛

　五・渡辺　秀雄・福沢　勝男・横地　紀一・山田二

　郎・伊塚　貞良・高頭　憲二郎・菅田　晴山・川原

　武夫・井田　貞次郎・野阪　　胱・北川正夫゜二
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大会役員名簿

谷　　光・奥野　半蔵・右近　　示・黒住　彦正・倉

繁房吉・高木　健吉・松本　尊行・徳永　希文・宮

井伸造・津谷　航一・小笹原　哲雄i・岡林　盛枝・

堺　正治・河野　　亘・上国料与市・正岡　健夫・

向井　英子・藤田・順治（日本学校歯科医会参与）

大会委　員　長
山崎秀治（大阪府歯科医師会長大阪学校歯科医会長）

大会副委員長
舘野　　進（大阪府教委保健体育課長）

辻　勝流（大阪市教委学校保鮭課長）

細川　親文（大阪学校歯科医会副会長）

藤田　順治（大阪府学校歯科医会長）

川村敏行（大阪市学校歯科医会長）

三谷　　光（堺市学校歯科医会長）
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委　　貝

小林徳之助

岡崎　卓司

石井正保
和田　守正

規矩　　一

奥村　　元

岩本　栄治

古跡清孝
合田　光次

福井平八郎

大会事　務
大会事務局局長

大会事務局次長

大会事務局次長

大会事務局次長

総　　　務

次長・部長

副部長

庶務係長

加藤喜久雄

田中　正忠

田守・悦男

高垣雄二郎

川崎　　元

田中善三郎

佐野寛一
奥野　喜一

鈴木　忠男

平野　忠晴

潤

夫

也

美

　

篤

弘

昭

　

海

村

田
岡
部

局
内
中
岡
福

　宮脇祖順

一
瀬　　弘　　天津　武男　　後藤　綾子

樋口元三郎
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広報係長

来賓接待係長

一般接待係長

記念品係長
大会要項係
参加手引係長

よろず案内係長

　経　　　理

次　長・部長

副部長

　企　　　画

次長・部長

副　部　長

大会進行係長

式典係長
会場係長
展示係長
写真係長
観光係長
　学　　　術

次長・部長

副部長

光川　正雄i

　　　太田　鶴男

　　　平岡　昌夫

　　　山本桂三

　　　大野　直道

　　　紹谷　芳郎

　　　中村　篤夫

　　　　部

　　津田　　勝

桑原　　覚　　桜井　亮一

　　　　部

　池田　忠光

　豊　　　清　　岡本

　　角田　伸二

　　武下　鬼一

　　福本　春夫

　　浜地　清蔵

　　山内　義雄

　　角田　伸二

　　　　部

　土居　信久

古跡清孝　　武藤

研究発表係長

全体協議会係長

記　録　係　長

スライド係長

　設　　　営

次長・部長

副部長

宿泊係長
輸送係長
懇親会係長

医療救護係長

受付案内係長

　　伊丹　貞三

　　大崎　　恭

　　松田　清正

　　賀屋　重雍

　　　部
　平林　兼吉

三谷　圭三　　大内

　　　　耕治

　　　　顕五

岸田

小林

丹田勝二郎

勝田　重春

柿野　恵一

平佐　武郎

宗一・高田　富男

晃三　　伊崎　信雄

憲介　　篠田　忠夫
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日本学校歯科医会第13回総会

　本会第13回総会は，昭和41年11月17日（木）午後1時50

分大阪府歯科医師会館において，開催された。まず氏名

点呼で129名のうち80人の代表が確認され，栃原副会長

の開会のあいさつ，議長団の選任は竹内理事長に一任さ

れ，青森の橋本勝郎氏，副議長，大阪の池田忠町氏が指

名された。

　向井会長から，全国大会も30回を迎え，さらに飛躍を

する秋である。学校歯科に対するみなさまの努力を一そ

う期待する旨のあいさつがあり，竹内理事長より会務報

告，亀沢副会長より会計報告がなされた。

　竹内理事長の会務報告のおもな内容は次のごとくであ

る。

　1．　加盟団体，会負数

　加盟団体は10月現在5i，昨年度まで独立した園体だっ

た上伊那学校歯科医会は，長野県学歯に統合，昨年度に

比し3団体が減少している。しかし，会員数は9495で昨

年と大差ない。会員数は昨年度納入された会費から算出

したものである。

　2・各種会合

　常任理事会は昨年度総会以降6回開催，そのほか日本

学校歯科医会創立10周年記念，第30回学校歯科医大会達

成記念式の打合せ会を2回，全国学校歯科医大会第30回

達成記念式典準備委員会を3回開いた。

　また，会誌編集打合せ会，大会および記念式典等の打

合せのため，臨時にしばしぱ会合した。

　3・　第29回全国大会決議事項の処理

　昭和41年12月27日，向井会長は，ときの亀沢大会委員

長，坪田富山県学歯会長らとともに，文部省．厚生省に

出向いて，それぞれ大臣あて要望を陳1青した。

　4・　学校歯科の手びきの刊行

　山形・富山・東京の大会および研究協議会をへて，全

国加盟団体および現場教育関係者の全国的な意見を結集

し，推敲をかさねたこ学校歯科の手びき．が本年6月，

A5判40ページの冊子として刊行された，これを見本を

付して加盟団体に通知するとともに，文部省，厚生省，

全国各都道府県教育委員会，日本歯科医師会，日本学校

保健会，主要歯科雑誌社，歯科大学等へも見本とともに

配布した。

　申込状況は，11月10日現在で，41都道府県にわたり，

案（4063部）本刷（9333部）である。

　申込みの大部分は加盟団体からで，数十，数百の単位

であるが，茨城県では県内の小・中学校，地方事務所が

まとめたもの，学校歯科医が担当学校の職員に配布する

ためと思われる注文もある。願わくば，全国のすべての

小・中学校，高等学校に普及されてほしい。なお，手ぴ

きの全文は，今回発行の会誌10号に特集掲載した。

　5・　テープ，スライドの注文状況

　テープ，スライドは39年度以降は，製作していない。

今までに，5号高崎山のお猿，森の水車が101本，6号

エゼールの人形，エキスモーのヤソが324本，スライド

のエゼールの人形が80本出ている。

　テープ6号のエゼールの人形は，評判がよいが，まだ

知られていないようで，もっとPRする方法を考えた

い。

　6．　会誌および特報

　本年度は特報の発行はしなかった。会誌10号は，10月

25日，11，000部を印刷，発行した。

　会誌は，大会に出席されない会員に対する本会の最低

限のサービスであるから，できるだけ充実するよう努力

している。特にここ数年，文学者のわだ・よしおみ氏の

好意ある協力を得て体裁，内容の向上をはかってきた。

　しかし残念なことに，まだ全国の会員，加盟団体から

の反響が少なく，盛上がりに欠いている。全国から活動

状況，ご意見，ニュースなど，なんでも，時にふれてお

送りいただきたい。

　7．　よい歯の学校表彰

　本年で第7回を迎え，ますます好調に表彰学校がふえ

小学校では41都道府県1719校，中学校33都府県486校，

合計42都道府県2205校となった。

　5年連続表彰によって，聖アポロニアの銀レリーフを

受ける学校も23都府県92校，中学校も本年ちょうど5回

目となり，5年連続校が33校となり，合わせて125個の

レリーフが出ていくという，うれしい悲鳴を本部はあげ

ている。しかし，その反面，まだ一度も半減達成校の応

募のなかった県がある。岩手県である。

　6・奥　村　賞
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昨年度に引きつづき，本年度もいくつかの推薦があり

ながら，今一歩のところで力が足りず，残念ながら該当

するものなく，本年度も見送りとなった。

9・医事行政
a・体力づくり国民会議の参加団体として，41年3月，

母子体力づくり中央会議に，向井会長が出席した。

b，初診料の問題について，高知県学校歯科医会長から

照会のあった件について，処理するとともに厚生省稲

葉技官に関係記事の執筆を依頼し，会誌に掲載した。

c．敲勲：倉繁房吉鳥取県学校歯科医会長が藍綬褒章，

高頭憲二郎新潟県歯科医師会学校歯科部長が勲四等を

授賞された。

10・研究協議会

文部省の主催から日学歯等の主催に移ってからすでに

第4回目をむかえた。伝達講習的な性格を改めて，でき

るだけ自主的な集まりとし，加盟団体を代表するものが

出席し，その活動状況や問題となっている点を持ち寄

り研究し，その結果を持ち帰って，組織に流すという性

格を強めるよう努力している。

総会：大会では論議しつくせない問題も，時間をかけ

て協議できるので，少なくとも一県から一名は組織を代

表する方の出席を望みたい。福島長野，奈良，広島，

香川など，従来出席のなかった県から，本年は代表が来

会されたのは，まことに喜ばしい。

会計現況で亀沢副会長は，資料をもとに，相かわらず

多い会費の未納について，もうこれ以上のやりくりはで

きないとぶちまける。

次いで議事に入る。

　1号議案　昭和40年度歳入出決算の承認を求むる件，

（可決）

　2号議案　昭和42年度事業計画案に関する件

1・第31回全国学校歯科医大会開催に関する件

2・学校歯科に関する調査および研究に関する件

3・会誌の発行に関する件（年2回発行）

4・むし歯半減運動の推進に関する件

5・学校歯科衛生の：普及に関する件

6・大会決議事項の実現，促進に関する件

7・その他本会目的に必要な事柄に関する件

小原活郎氏（大阪）関連質問にたち，　「日学歯はもっ

と会員の福祉増進を考えてほしい。たとえば，学校歯科

医の手当増額への努力などしてほしい」と要望する。

小川信夫氏（大阪）　「福祉とは，学校歯科医の手当で

はない。日学歯は新しい福祉を考えることによって，さ

りに発展するはずだ」

　清村軍時氏（兵庫）「福祉といえば，今のわずかな会

費によっては，年1回送られる会誌でも十分な福祉とい

えるのではないか，会員の福祉というようなことは，会

則にもうたっていない」

　論議のなかで，湯浅副会長は，　「ご趣旨をふくんで，

さらに何か案をねりたい」と答え，

　向井会長は，「本会が目ざす福祉は，児童生徒の

welfareである」と結んだ。　（可決）

　第3号議案　日学歯昭和42年度歳入歳出予算案に関す

　　　　　　　る件

　会費年額300円を600円に増額しての予算案である。

　会費増額に異議はなかったが，

　森富栄氏（埼玉）　「増額は賛成だが，未納県がふえた

のではどうしようもない。未納をなくす努力をいっそう

してもらいたい」

　浅津貫一氏（島根）「会員を増やすにはどうしたらい

いか，具体的な案はないか」

　横田孝氏（長野）「全学校歯科医の全員加入を促進し

たらどうカ〉」

など，積極的な意見が出る。

　さらに，現会員に承諾を求めるための方法も話し合わ

れ，会員の結束，連絡をさらに密にして，増額にもって

いくことに結論される。　（可決）

　第4号議案　第31回全国学校歯科医大会開催地に関す

　　　　　　　る件

　向井会長より，名古屋市に決定した旨報告あり，可

決。

　第5号議案　日本学校歯科医会役員改選に関する件

（会則第8条により，会長，副会長，理事長，理事，監

事選出，任期昭和42年4月1日より昭和44年3月31日ま

で）

　久保内健太郎氏（青森）　「本会は今まで役員の選出も

美しいやり方でやってきたので，向井現会長にもう一期

やっていただき，副会長，理事も留任してもらいたい。

この動議を，満場一致で推せんしていただきたい」

　満場，これにこたえて，異議なく可決。

　向井会長，あいさつに立ち，「すでに長い間会長をつ

とめたので，今回は退任の意思を明らかにしておいたが

満場で私を推して下さったので，もう一期だけがんばり

ます。みなさんのご指導とご協力をおねがいしたい」

　なお監事は，関根卓氏病気のため，現任渡部重徳氏と

新たに磯貝豊氏（千葉）が就任されることになった。

　これにて議事を終了，湯浅副会長の閉会の辞をもって

第13回総会を終了した。
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★

昭和42年度予算の考え方について

★

1・会費は，年額600円と現行の倍額である。会員10，000

　人として600万円を計上。

2・過年度会費は前年度通り10万円

3・寄付金は名目として100円

4・雑収入は，会誌2回発行のため会誌広告料の増収を

　見込んで前年度の倍額10万円を計上

5・繰越金は名目で100円

6・大会費は主催団体にふさわしい額として100万円を

　計上し，開催地の負担を若干でも減ずる。

7・調査研究費は学校歯科に関する調査費，研究費とし

　て前年度の倍額30万円を計上。

8・会誌発行費は会誌を年2回発行することとし，1回

　のページ数は若干減少させることにより170万円を計

　上。

9・普及費は，特報の発行及びよい歯の学校表彰の費用

　であるが，よい歯の学校も年々増加しており，また5

　年連続校も増加する見込みがあるので，これらに対す

　る表彰状や楯等の費用が増加することを考えて60万円

　とする。

10・会議費は，総会，理事会等の費用であるが，現在理

　事会を開催してもH当を支払うわけでなく，わずかに

　常任理事会にのみ出席者に日当を支払っているが，こ

　れとても400円という少額である。少なくとも1回

　1，000円程度の日当は支払う必要があり，また地方か

　ら会議に出席する方に対しても1等往復旅費，宿泊料

　等を払うようにいたしたい。そのため，前年度より15

　万円のみ増額して40万円を計上。

11・庶務費については，事務処理の費用であるが，現在

　本会には専従職員はなく，臼歯事務局に片手間にお願

　いしておる状況である。したがってぜひとも専従職員

　を置きたい。このため，月俸20，000円程度の人として

　も，年12ヵ月，賞与4ヵ月とすると20，000円×16ヵ月

　分32万円，その他通勤交通費等を考えると35万円は最

　低必要である。しかし1人では忙しい時には間に合わ

　ずアルバイトを頼む場合もあるので，この費用をかり
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　に月5，000円としても60，000円は必要である。したが

　って人件費のみで最低40万円は必要であろう。

　　しかし20，000円程度の人では，そう何でも出来る人

　というわけにいかないから，やはり月4万円位は出す

　必要があると思うが，そうなると，4万円×16カ月＝

　64万円，アルバイトも含めて70万円程度の人件費が最

　低必要と考える。

　　その他事務所借用の費用及び電話料として，前年通

　り18万円

　　また現在役員は無報酬であるが，理事長なり，常任

　理事等には費用弁償の意味も含めて若干の報酬の如き

　ものを支払う必要が考えられる。これを月3万円程度

　で考えても36万円，これだけで124万円必要である。

　その他印刷の費用，事務用消耗品，連絡交通費等々考

　えて150万円ではとても不足だが1応150万円を計上。

12・会務連絡費は，出張旅費や官公庁等との接渉費であ

　るが，これらについては現在，満足な旅費を支払って

　おらず，また役員が自弁で地方に行って，そのままに

　していることもある状況であり，さらに渉外的な費用

　も極めて少額しか使用しておらない。

　　このような点から，十分とはいえないが若干改善す

　るとして，15万円増の40万円を計上した。

13・雑費は，2万円である。

　以上の通り，会費の倍額増によって，300万円の財源

ができるわけであるが，

これを，大会の費用

　　　　調査研究

　　　　会誌発行

　　　　普　及　費

　　　　会　議　費

　　　　庶　務　費

　　　　会務連絡

l
l
劣
τ
　　　185万円・…　　事業費
蠣／

撒11。万円＿離
15万J

に振り分け，半分以上を事業の強化に，残りを事務とか

役員等の費用に当てたわけである。特に主力としては，

大会費，会誌発行，事務処理の3本に大きな力を入れ，

大会費，会誌発行は会員にはねかえるものであり，また

事務の強化によって，会員との連絡を一層密にするとい

う考え方である。



の

会
過
寄
雑
繰

入収 部

年度　会

　　付

　　収

　　越

　　計

日本学校歯科医会昭和41年度会計現況

費
費
金
入
金

1，685，900円

　496，750円

　　　0円

　　7，362円

　129，764円

2，319，776円

24団体分

11団体分

預金利子

昭和40年度会計よりの繰越

41・11．　8現在

支出　の

　　　大

　　　調

　　　会

　　　普

　　　会

　　　庶

　　　通

　　　会

　　　雑

ヨ商

費
費
費
費
費
費
費
費
費

　

究
行
　
　
　
　
絡

会

研

発
及
議
務
信
連

　

査

誌

　
　
　
　
務

計

収支差引残高

　　0円

　2，800円

55，400円

71，420円

172，761円

125，782円

36，940円

14，520円

　　0円

479，623円

1，840．153円

調査資料費

会誌編集諸費

よい歯の学校調査表印刷費他

諸会議費　　．　　一

事務処理費

切手代

会務連絡接渉費

その他の会計

昭和40年度よりの繰越金

昭和41年度収入

昭和41年度支出

差　引　現　在　高

30周年負担金

録音テープ会計

113．6901’J／

　7，540Fヨ

　5，280円

115，950円

468，380円

スライド会計　　　　手びき会計

　31，700　1－iヨ　　　　　　　　　　3，505「［1

　2，000円　　　　　332，367円

　　　0円　　　　　440，305円

　33，700円　不足（一）104，433円

　　26団体

　＿59一

奥村賞基金募集会計

　　　281，193「1ヨ

　　　　2，7621『

　　　　　0円

　　　283，955円



収　入　の　部

算予出歳入歳度年翌和昭会医科歯校学本日

田
増
月
那

　
　
ヨ

年

年

42

43

和

和

昭

昭

自
至

円
円

oo

oo

β

β

oo

oo

β

β

ρ

0
　
ハ
0

高
高
算
算

予

予

部

部

の

の

入

出

収

支

科 目1予算高揃鞭予鯖一些
　　i　　　　　　　　　　　　増

較

減
説 明

第1款会　　　費

第傾会　　費1
第2項過年度会劃

第2款雑　収　入

　第1項寄　　付　　金1

　第2項雑　　収　　入　1

第3款繰　越　金
　　　　　　　　　　　i
　第1項繰　　越　　金…

6，100，000円

6，000，000

　100，0001

1・・，・1・・1

　　1・・1

100・OOO　i

　　1・・i

　　1・・i

　　　　｝　　　　　1
3，100，000円　　3，000，000円｝

　　　　　　　　　　　1
3，000，000　　　　　3，000，000　　1

　100・000　　　　　　1
5・，・1・・15・，…i

　　1・・1

嘲砿㎜i
　　1・・L

円

鉄潤10×円oo　額年費会
分

入収告広子利金預

計 6，2・・，…13，15・，2・・3，・5・，…1

支　出　の部

科 目 予算高前年度予算高
比

増

較
㎜
減

第1款事　業　費　　　　3，600，000円

　第1項大　会　費　1，000，000

　第2項調査研究費’　300，000

　第3項会誌発行費　　1，700，000

　第4項：普及費　600，000
第2款需　用　費　　　　2，420，　OOO

　第1項会議費　400，000
　第2項庶　務　費　1，500，000

　第3項通信費　100，000
　　　　　　　　　　　　
　第4項会務連絡費　　400・　OOO

　第5項　 雑　　　　　　 費　 ｝　　　20，000

第3款予備費　118。，、2。。

　第1項予　備　費1　180，200
　　－．一＿＿．一一．一＿一＿＿’：　L－一．一一＿．一．．一一一＿

　　　　　計　　i6，　2・・，2・・

1，750，000円，

　　　　e
　300，000

　150，000

　900，000

　400，000

1，310，000

1器l

l：1：lll

l鵬

9…2・・ 1

1，850，000円

　700，000

　150，000

　800，000

　200，000

1，110，000

　150，000

800，000

　150，000

　10，000

　90，000

　90，000

円

説 明

大会助成金

諸調査研究費

会誌発行年2回分

特報の発行，よい歯の学校
表彰費

総会，理事会，その他諸会
議費
人件費，事務処理費

通信切手代，i郵送料

会務連絡旅費，官公庁接渉
費

3・15…2・・F3・・5・・…｝　1

一 60一



日本学校歯科医会昭和40年度歳入歳出決算

自　昭和40年4月1日
至　昭和41年3月31日
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支出　の部

収支差引

収入の　部

高
高
算
算
決
予

高
高
算
算
決
予

3，171，663円

3，054，200円

3，041，899円

3，054，200円

　129，　764円 昭和41年度会計へ繰越
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　4，000

　　　0
　　　0

1，550，000円

　200，000

　150，000

　800，　OOO

　400，000

1，310，000

　250，000

　700，000

　100，000

　250，000

　10，000

　194，200

　194，200

比 較

増 減
説 明

300，231円i

100，0001

　　194i
210，730　　i

　　　　1

10，　693

118，　332

27，　727

28，630

20，495

35，480

　6，000

194，200

194，200

円

　東京大会費

　研究協議会，手引関係

　会誌印刷，発送代

　特報，よい歯の学校表彰費
　E

　理事会，総会費

　事務処理費

　切手代

　会務連絡旅費

計
3，・41，89913・・54・2・・1 12，301

帳簿，証愚書等を監査の結果，上記の通り間違いありません。

監事　　渡部重徳
〃　　関根　　卓
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主題ば“手びぎと“よい歯の学校”普及

第4回学校歯科衛生研究協議会 議長丸　岡隆二

青　木一英

講　師　松　尾秀吉

杉　田　貞三

辻 勝流

三　隅　珠一

大　西敏春

小　椋敏春

文部省　田 健一・

日学歯　向　井喜男

竹　内　光春

丹　羽輝男

山　田 呼戊

　昭和41年度における第4回学校歯科衛生研究協議会

は，大阪市天王寺区の大阪府歯科医師会館4階大ホール

において，11月18日午前9時から午後4時まで，全国35

都道府県より90余名の代表が参加して開催された。

　今回は，特にその主題を，‘‘学校歯科の手びき”の普

及方法におき，これを強力に普及すべき各地の具体的な

実績やプランが求められ，各代裏とも，忌揮ない意見を

開陳した。まず午前は‘‘第一部，学校歯科の手びきの主

旨普及方法について”各地からの実例と今後の計画など

が話し合われ，午後は‘‘第二部，よい歯の学校運動の：普

及方法”について討議が行なわれ，両者相まって，これ

からの学校歯科を強力に推進すべき方法，またその閏題

点について真剣に協議された。

第一部「学校歯科の手びき」の主旨

普及方法について・

　開会に際して，向井会長からあいさつがあり，「学校

歯科衛生研究協議会は，はじめ文部省の講習会のような，

性格であったのを，学校歯科にたずさわる者の自主的な

研究協議会に改めて，ようやく第4回に達した。そしてL

この研究協議会が母体となって，日学歯による学校歯科

の手びきが完成した。手びきはできたといっても，試案

であり，これから改善していかねばならない。また，こ

れは読むものではなく，行なうためのものである。歯科

医にとって，学校教育は専門外のことであり，手びきの

内容もぴんとこないかもしれないが，行なうことによっ

て，興味も増してくるし，さらに発展もある。お気づき

の点などどしどし意見をのべられ，これを土台にして学

校歯科の発展を期したい」とのべ，地元，藤田会長が，

歓迎の辞をのべて，協議に入った。

　座長団は青木，丸岡，松尾，杉田，助言者は，山田，

丹羽，竹内，向井の諸氏，

　冒頭，日学歯の竹内理事長より‘‘学校歯科の手びき”

がつくられるにいたった経過の大略が説明され，これは

研究協議会が生んだ誇るべき作品であると強調された。

　竹内　戦後，学校歯科においてはア充の可否がくり返

し論議されてきまして，京都大会のときに委員会の設置

がきまったのです。そして予防処置委員会から，ア充だ

けが任務ではないという，大変革をもたらす答申が出ま

して，手びきの作成にとりかかり，山形，富山，東京と，

毎年の協議会でさまぎまの意見が出され，ようやく今見

られるような，学校歯科の手びきができたわけです。

　手びきは，見かけは簡単な小冊子ですが，わが国におけ

る困難な社会状勢のなかで，歯科医のあり方を明示した

ものであり，特にこれが民間の歯科医のグループから生

まれたことは大いに意義があり，世界に例のないもので

す。いろいろまだ研究の余地はありますが，今回は内容

幽を問題にしないで，どうしたらこれを現場に取りいれて

もらえるか，具体的に各県の組織的な・普及活動をどうす

べきか，活発な討議をいただきたいと思います。
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「

次いで討議に入る。

青木（座長）　手びきの主旨普及について，まずみなさ

んから，この普及をはかった経験，体験をおはなしいた

だき，さらに今後の問題点，計画をどうするかというふ

うle，協議の順序をつけたいと思います。’

川村（大阪）手びきの内容は衆知をあつめたもので，

私たちは学校歯科の憲法のつもりで読んでいます。大阪

では，手びきを中心として協議会をもち，大阪市として

“歯の保健指導の手びき”を作りました。この二つをあ

わせ，手びきにそった学校歯科の実践をやるうもりです。

横内（長野）手引の内容をいかに身近に実践していく

かが，重要である。学校歯科を管理から教育に及ぼす手

びきの指針は貴重だが，その実行には，やはり何といっ

ても環境の問題がある。どうしても教委を動かさねばな

らない。手びきの普及については，長野県では学校歯科

医会がこの秋，養護教員に配付することにした。

久保内（青森）　県教委に働きかけることは，大切であ

る。う歯半減運動にしても，青森県では教委といっしょ

になって，強力に推進している。近く，保健主事の会が

開かれるので，手びきについて特別講演をする予定にな

っている。

浅津（島根）　39年度から，郡単位に学校保健婦関係者

が専門知識をうえるため講座をもっている。児童の歯科

については，日学歯会員以外には主旨が徹底していない

から，本年中によくはかりたい。

横内（長野）長野県では学校歯科医大会を年一度開催

しており，「学校歯科医活動方針」というのを今作りつ

つある。手びきとは趣きをことにするが，この2つをど

りマッチさせるかという悩みがある。

栃原（熊本）　手びきがまだ案の時代に，学校保健，学

歯が講習会をした時有料で配布した。

県でやる夏休み後のよい歯の表彰校が最近増加した。

夏休みの治療をすませた後でやるもので，席上，私が解

説し，手びきの普及をはかりたいと思っている。

橋本（青森）　国民皆保険ということで，7，8年前集

団検診をしたが，、乳歯をたくさんぬいたりアマ充をした

りしたが，改正をしたいということで，手びきが出る前

に「学校歯科衛生」というのを出し，全県に配った。春

の検診には講習をして知識の向上をはかっているが，無

医村はどうしたらいいだろうか。

坂本（福岡）39年から会合のつど説明している。各学

校から申しこませたが少ないので，県教委を通じてやっ

たほうがいいと思っている。

朝波（静岡）　県保健会と学校歯科医会との共同で，34

ページの歯科治療の手びきを作った。

　山田（長野）長野県でも以前作ったが，青森県や静岡

のもみなよく似ている。しかし，実際の保健指導中心だ

から手びきと矛盾しないと思う。アマ充をやることから

進んで，今後は手びき中心に指導してもらいたい。

　丹羽　学校歯科の手びきと今まで各県で作られている

指針とを，どう調整するかという問題があるが，各地区で

出されているものは，各地区の実情にそっている。手び

きは歯科医だけでなく，教師にやってもらいたいことが

たくさんある。それをどうしたらよいかが問題になる。

　各代表からの意見はたくさん出たが，過去における学

校歯科活動に重きがおかれ，主題の‘‘手びき普及”には

なかなかはいらない。

　竹内理事長が，協議の線にそうように要望し，従来の

この研究協議会の活動指針，手びき作成の意義をも一度

強調し，今まで手びきの普及としては，関係者への配

布，郡、市または県の歯科講習会への働きかけがあり，

さらに手びきの研究指定校の設置などが考えられている

とのべた。

　松尾（座長）現状をみなさんからお話いただきました

ので，次にこれからの計画です。今後普及さすには，ど

ういう方法をとればいいでしょう。

　橋本（青森）　現場の担当教師の結集の機会が少ない。

学歯独自でやった調査は回収がわるかったが，教委を通

じたのは93％も回収された。現場での理解が不足してい

る。

　亀沢（東京）手びきはよく、できているが，地区に応じ

た手びきを作ることも必要です。今後も継続的にやって

いくつもりです。

　蒲生（岐阜）33年に30ページばかりの「学校歯科医の

手びき」を作ったが，実際にはあまり活用していない。

いろんな会に積極的に働きかけなかったので，作っただ

けで終わってしまった。教委といっしょにした調査も70

％の回収率で，現場はなかなか思うようにいかないもの

です。大本は文部省で，文部省と県教委が動いてほし

い。学校校長向けの手引書を作ってもらえたらと思つて

います。

　森（埼玉）埼玉では会員全員（549人）に配りました。

まだ研究会や講習会はしていません。しかし各種の行

事，よい歯のコソクールなどの打合せ，開催時などを通

じ，教師とも接触し，地道ではあるが，あらゆる機会に

普及したつもりです。

　川村（大阪）養護教員や保健主事なゼを集め，現職教

育の会をやる予定だが教委と共催でなければ・現場の先
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閣

生方は出席したくてもできないものです。

　小林（山形）　ローカルカラーをもっと重視しないと普

及しない。現場の教育者に重点をおく口腔衛生指導の手

びきとして，具体的な面を重点にし，大きな教育的意義

を強調したい。

　竹内　テーマを主にして行きたい。

　新井　　（埼玉）歯科医が担当校へしばしば行って普及

することがいちばんいい。

　蒲生（岐阜）学校で金を出して買わなければ読まな

い。無料というのはいけない。

　さまざまな意見が出てくるが，まだ主題にぴったりと

はまるものがない。

　丹羽　県の学校保健会などで，手びきについて話して

も，まだまだ知らない人が多いのです。いったい，学校

では，こういう本を求めるとき，どういう手順で手に入

れるのですか。また，こういう本を知る機会は，どんな

ときですか。それが参考になると思いますが。

　松田　いろいろなケースがあります，どなたか推奨し

たり，教委や研究団体などが知らせてくれたりして知る

し，買うときは本屋か人づてに頼むときもあります。校

長としては，公的な機関が推選してくれるものを評価の

基準にします。

　青木　大阪の場合，「保健主事の手引」を作ったとき

は，1校5～7部ぐらいずつ買ってもらいました。保健

主事部会の理事会に提案したのです。

　井原（島根）　手引の普及はやはり学校が単位である。

学校へ働きかければ，1学期に2回は，学校保健委員会

が開かれるから，各階層の人にも伝えることができま

す。

　若槻（熊本）　どんなへき地にも行きわたるよう強力な

普及対策を，日学歯でたててもらいたい。

　清村（神戸）学校歯科は，究極は学童自身のめざめに

ある。このための事業も，日学歯でやってもらいたい。

　若林（京都）　1校6冊購入運動を提唱する。

来年の大会までにうんと普及しなければならない。その

ために，学校に1冊ではだめ，校長，保健主事，教頭，

養護教員など6冊が必要になる。

　小川（大阪）　各学校購入運動を行なうことを，日学歯

大会に緊急議案として提出してはいかが。

　丸岡　そこで，どういう方法で購入するか，各府県で

は事情がちがうでしょうが，ルートとして教委，保健

会，校長会など，どれがいいのですか，

　杉田　県教委で推せんしてもらう。都道府県の保健

会，校長会にも諒解を得る，といったなかで，やはり強

力なのは教委だと思う。

　丸岡　午前からつづいて午後にまで討議をつづけまし

たが，この辺でまとめてみます。

　まず手引の普及は，購入運動をする，大会へ出す。そ

こで，もっと具体的に各地で実情に即して，教委の推奨

をうけるなり，保健会や校長会に働きかけていくという

ことになります。では，日学歯の立場から。

　竹内　日学歯に対してのご注文もいろいろ出ました

が，まずご理解いただきたいのは，手びきは歯科医同士

の間の問題ではなく，外部一多くは学校における教師と

の関係だということです。そして，教師は，歯でなく，

教育のことを考えているということです。組織や権威な

ど力で手びきを普及しようとするまえに，やはり納得ず

くで，その関係を強めていくことが大切だと思います。

　文部省や県教委，保健会，校長会を通じてというたく

さんのご意見がありましたが，いずれも各地の事情がま

ちまちです。強制的に買えといえる機関はないと考えた

ほうがよいと思います。

　埼玉県からのご意見一まず歯科医が自分の学校へ出

かけて，茶のみ話にする。さらに学校保健委員会こ出

る，準備会に出る。そしてまず，歯科医が学校のなかiこ

とけこむ，たいへん卑近なようですが，これが大切で

す。そして，手びきの実践のために，みずから積極性を

もつ，新興宗教的にやることがよいと思います。何も本

を売ってもうけるのではありません。学校歯科の前進の

ためなのであります。

　丸岡　結論が出たようです。まず買え，そして読め，

実践せよ，各代表の方々は，各府県で，それぞれ実情に

即した方策をきめ，来年はすばらしい結果が聞かれます

ように。

第二部　よい歯の学校運動の普及方法

　冒頭，まず新しく文部省学校保健課長に就任された田

re－一氏があいさつ。

　「学校保健はずぶの素人ですが，岐阜県で3年問ばか

り教育行政にタッチしたので，地方の事情は多少なりと

もわかるつもりです。これからはみなさんと共に，学校

保健のしごとをやっていきます。どうぞよろしく。」

　ついで，主題の協議に入る。

　杉田（座長）　よい歯の学校運動の普及ということです

が，これには二つあると思います。う歯半減運動の成績

の芳しくない学校でどうしたら成績があがるか，今まで

全然やっていない学校や地域にどう働きかけてやらせる

か，問題は後老に重点があると思いますが，まず現場の
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実情からうかがいましょう。

小椋　う歯について小学校では注意していても，中学

でそろそろわるくなり，高校では12歳臼歯が大部分おか

されているのが実情です。どこも同じようです。私の所

では35％治療でもいいほうなので，特別に安くしてもら

って各自で治療させるようにしている。1年の表を作

り，校長から話をしてもらい，6月4日には映画を見

せ，秋にはもう一度検診させる。

山田（長野）毎食事後にブラッシングできない時はく

だもの，たくあんをよくかんで，うがいをする。実験校

があってたくあんを県歯で買って与えている。実験校は

歯の衛生の関心をたかめ，学校でも家庭でもよく注意す

るようになった。イギリスのポスターにアップル・クラ

ブというのが出ていたが，りんごなどでブラッシングに

かえるものである。

堺（長崎）　日学歯におききしたい。う歯半減運動も第

3次に入ったが，長くつづくとだれてしまう。第3次に

あたって教委に通知を出したか。

竹内　別にしておりません。従来でも文部省にはたの

まなかった。しかしこの運動を始めたとき，われわれの

考えと当時の塚田保健課長の考えが一致したので通諜を

出してもらったことはあります。会誌にも出したことで

す。

堺（長崎）第1次のとき県の教委から呼ばれて，この

運動について話してまわったが，学歯会を作っていなか

ったのでなんの動きもなくて終わってしまった。長くな

ると役所も変わってくると思われるので，毎年でなくて

もいいから，半減運動を促進するような通達を出すよう

にしてほしい。保健会でやると集まりはいいが，うまく

ない点もある。

田　半減運動の通達は，基本的に日学歯と学校保健会

が提携してやっていくという通牒を出すよう検討しまし

ょう。

森田（横浜）歯科への関心を高めるために，学校保健

委員会が活躍することが，第一だと思う。私の中学では

特に，学級保健委員会がさかんで，保健部，学習部，生

活部の部活動につながっている。先生方も，みな必ずど

こかに所属している。問題は，朝の打合せ会にかけ，昼

のベルト・タイム（ホt－・・ムルーム）で話しあい，またプ

リントにして生徒と担任が一つになって話し合う。

加藤（神奈川）　去る10月18日，関東甲信越保健大会の

抗う歯半減運動の促進について話しあい，要望をつく

った。

野口（熊本）　学校病対策として，巡回歯科治療をやっ

ている。熊本方式は，他の地区でも参考になると思う。

本年，私も一地区に参加したが，実惰はたいへんに喜ば

れている。老人が幼児をおぶってきて，治療をうけ，よ

ろこんで帰っていく。熊本では年度初に関係者を集めて

打ち合わせ，8月に巡回診療の伺いを教育長に提出，決

裁がおりたら文書を出し，実施の依頼をする。

　栃原（熊本）巡回診療は，へき地のことが問題になっ

て，熊本方式ができた。かつてはアマ充，予防処置をし

ていたが，皆保険の今日では，へき地で奉仕するという

ことでなく，最低の料金のなかで少なくともこれだけは

もらうという建前で，初診料，治療費をもらう。今の方

針は当然のこととして受け入れられている。う歯半減運

動の焦点は，へき地にあると考えている。

　討議がようやく高潮したとき，向井会長がまとめとし

て，回顧と展望をされた。

　向井　う歯半減運動がようやく10年を過ぎ，だれ気味

でないかという声があるが，その運動の本質および現況

を考えれば，絶対にそんなことはない。これを昭和30年

から始め，よい歯の学校運動は，その推進のメディアと

して，昭和35年から始めた。これはう歯半減運動を教育

のなかにとけこませる，逆にいえば教育を学校歯科に吸

収するという大きな意味をもつ。

　よい歯の学校は年々表彰校がふえて，35年186校が，

36年454，37年651この年から中学校も加わって176校，

38年小学校813，中学校189以後39年小982，中259，40年

小1，　310，中386，41年小1，　719，中486に達した。

　全国学校保健大津大会では，学校組織の全分野で，学

校長，担任，保健主事，養護教員まで，みんなでやろう

と決議されたが，実際に単に歯だけのことではなく，大

きな教育的裏づけをもって，実施されている。だれてい

るどころか，たいへんに盛んであり，ご同慶の至りとい

ってよい。

　各府県をみても，特色のあるのは北陸の新潟，富山，

石川で，福井は加盟していないが盛んである。また，青

森，岐阜では，新聞社が協力してくれている。マスコミ

がはいって，地域の保健活動がさかんになり，さらに効

果をあげている。埼玉では，教委と学歯が密接に結びつ

いて，純粋な運動をつづけている。

　こんな盛況を示しながら，運動がはかばかしくなく見

えるのは，ムシ歯は二六時中侵害がつづくからで，そこ

が他の病気と大いに異なる点である。

　新生う蝕の予防がなくて事後処置ばかりしては，むだ

が多い，必要なのは予防の裏づけである。そこに私たち

が作った‘‘学校歯科の手びき”の存在理由が出てくる。

n．．．一・ 65－一



手びきは，教育的な保健管理を説いたものだ。

予防の裏づけ＝＝むだのない事前，事後処置であり，そ

の実践は手びきにある。この主旨をよくご理解ねがいた

い。

さらに，田保健課長が，児童生徒の体位の地域的格差

をなくすために，文部省も努力していることを追加し，

田子どもたちの保健思想を高めるのに，いちばんよ

い方法は，自分の歯についての認識を深めることであ

る。管理と教育の一体化は日本の学校教育の特色であ

り，これからもこの線を強力に進めるため，私たちも努

力したい。

こうして無事に全協議を終わり，藤田順治会長が閉会

の辞をのべて，午後4時第4回学校歯科衛生研究協議会

を終了した。

昭和41年度学校歯科衛生研究協議会出席者名簿
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第7回全日本よい歯の学校表彰

41都道府県から2，205校

昭和41年度よい歯の学校表彰は，むし歯半減運動の中

核的な企画として，さらに新しい飛躍を望む声が高ま

り，歯科衛生研究協議会でもその普及拡大の方法が検討

される折柄，41都道府県から，小学校1，719校，中学校

486校が審査をパス，表彰をうけた。さらに5年連続受

賞校も，小学校92，中学校33，計125校に及んだ。今年

度から中学校にも5年連続校があらわれたわけである。

大阪大会のシンポジュームでは，小学校，中学校の成

果がより効果を示すためには，幼稚園，高等学校と上下

のラインとの連繋の重要性が強調され，この運動の新し

い展開の芽もうかがわれる。

よい歯の学校推進は，子どもたちがそれぞれ自分自身

における健康上の問題点を発見しそれを解決するための

障碍を，子どもたち，教師，父兄，その他の関係者とも

協力して処理し，克服していく。その生活経験を通して

子どもたちが，健康における問題処理能力を高めていく

のである。

結果としてむし歯の処置の向上に結びつくが，単にむ

し歯の処置数のみを競うものでないことに，大きな教育

的意味がある。

地味で堅実な運動がこの表彰であるが，この趣旨が共

鳴され，活動が行なわれ，教育効果をあげた小・中学校

がいよいよ増加していくことは，うれしい限りであり，

さらに：普及浸透していくことが，切に望まれる。

　一度応募された学校も，さらに連続応募して，5年連

続，さらには10年連続の栄誉をかち得るように期待した

い。

　5年連続校におくられる，聖アポロニアの銀メダルは

好評だが，まもなくあらわれる10年連続校には，金メダ

ルをの声も高い。

　；6
　⑤35

47⑧
⑯

昭和41年度全日本よい歯の学校数

　数字は小学校，○内は中学校

　無記入は申請のなかった県
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全日本よい歯の学校表彰校県別内訳表
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昭和41年　第7回全日本よい歯の学校表彰校名（小学校の部）

◎印は5年連続表彰校．総計92変
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■＝ユース■にゅ一す■

　　　゜・・日学歯関係者の受賞，叙位，叙勲についてのニュースを

　　　　　　　　　　　ここにまとめました。お祝い申しあげます。…

昭和41年11月3日

　　藍綬褒章　倉繁房吉氏・鳥取県学歯会長

　　勲四等旭日小綬章　　高　頭　憲二郎氏・新潟県学歯会長

　　　　　　　　　　ec・　　　　　　　ee　　　　　　　→←　　　　　　　菅　　　　　　　　菅

昭和41年12月12日

　　藍綬褒章　　清永盛樹氏・福岡県学歯会長，日本歯科医師会副会長

　　　　　　　奥野半蔵氏・兵庫県学歯会長

　　　　　　　益川勘平氏・愛知県・日学歯顧問

　　　　　　　　　　eを　　　　　　　ee　　　　　　　→e　　　　　　　葵　　　　　　　　x

昭和42年4月29日

　　勲四等瑞宝章　　浜　田　　　栄氏・宮城県

　　勲五等旭日章　　上　田　貞　三氏・東京都

　　　　同　　　　　加　藤　　　栄氏・福岡県学歯会長

　　　　同　　大塚貞夫氏・青森県
　　　　同　　 佐藤桃太郎氏・福岡県

　　　同　　立花半七氏・茨城県学歯会長
　勲五等瑞宝章　　上　田　米三郎氏・北海道
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第　8　回 奥 村 賞

　　昨年度に引き続き該当なし

　奥村賞は，学校歯科衛生に関する研究，または学校における業績が優秀と認められ，学校歯科の

振興に寄与する個人あるいは団体に与えられるもので，昭和41年度は，第8回を迎えた。

　これは，故奥村鶴吉先生のご遺族からおくられた寄金をもとにしてつくられた賞で，全国学校歯

科医大会の席上，賞金と賞状がおくられ，その栄誉をたたえる。

　第1回以来，学校歯科に貢献した団体，学校が受賞し，さらに第4回（37年度）からは，推薦の

特別賞も設けられたが，第7回は，該当なしという結果に終わった。

　つづく昭和41年度，第8回も多数の応募があり，審査委員会も慎重に審査に当たったが，いずれ

も今一歩のところで，力が足りず，まことに残念ながら，授賞に値いするものなしと決定された。

　2年つづいての該当なしである。全国学校歯科関係各位が，次回こそぜひ奥村賞の栄冠を得られ

るよう望んでやまない。

奥村賞審査委員会委員長報告

　奥村賞審査委員会の経過について，ご報告申し上げま

す。

　ご承知のように，この奥村賞は，H本学校歯科医会の

創設者である奥村鶴吉先生のご遺族の篤志によって贈ら

れた基金によって設けられた，学校歯科に関する研究，

学校における業績が優秀と認められ，かつ，ただちに学

校歯科の推進に寄与する個人または団体に与えられる学

校歯科界の栄冠であります。

　候補者の選衡は，日本学校歯科医会が委託をうけ，日

本学校歯科医会の加盟団体から推選された対象につ．い

て，奥村賞審査委員会が選定し，奥村賞管理委員会が授

賞する段どりになっています。

　本年度は第8回にあたり，かなりの数が，各加盟団体

長から推せんされて参りました。

　これらの書類を慎重に，審査委員会において審議いた

しました。

　その結果，あるものはレベルは高いが，その志向にお

いて今一段の向上を望みたいとか，あるものは，その実

践は密度があるがデータの処理において，書類の上に明

確化されていないとか，学校歯科医の努力と他の学校の

先生たちとの間の連けいにやや疑問がのこるとか少なか

らず問題点があり，これこそというものが見当たらず，

審査の決定に難渋したのであります。

　この旨，奥村賞基金管理委員会にご報告し，慎重な審

議をへて，ついに本年度は，奥村賞に該当するものがな

いと，決定されたのであります。

　以上，審査経過のご報告にあわせて，来年度は，ぜひ

とも，b－段と書類の整備をつくされ，優秀な研究業

績をもった学校，団体が多数推せんせられるよう，私か

らもおねがいする次第であります。

　審査委員会の意見としては，実際に活動しておられる

ようであるが，その状況を取りまとめて記載する点に物

足りなさが感じられる例が少なくなかったようで，その

点十分なご指導をおねがいする次第であります。

趣　　旨

授賞対象

推薦方法
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奥村賞授賞規定

奥村賞基金管理委員会

学校歯科衛生の振興に資するため奥村賞を

設ける。

奥村賞は学校歯科衛生に関する研究または

学校に於ける業績が優秀と認められ，かつ

ただちに学校歯科の進展に寄与するものiC

授賞する。

ただし，授賞きれるものは，個人たると団

体たるとを問わないが最終発表が3年以内

のものに限る。

1　日本学校歯科医会の加盟団体長は，個

　人または団体の授賞候補者をいずれか1

　件，またはそれぞれ1件ずつ選定し，日



推薦書類

審査方法

受賞者

備　考

本学校歯科医会長（事務所は日本歯科医

師会内）あて所定の期日までに推薦する

　こと。

2　奥村賞審査委員は日本学校歯科医会長

あて授賞候補者を推薦することができ

　る。

推薦受付に当たっては日本学校歯科医会加

盟団体長または奥村賞審査委員の推薦状と

共に次の書類を添付すること。

A　学校歯科衛生に関する研究論交につい

　ては

　1　論文要旨（400字程度）

　2　学校歯科衛生の振興に寄与する意義

　　　（400字程度）

　3　原著論文

B　学校歯科衛生に関する現場活動につい

　ては

　1　学校歯科衛生の実績を向上せしめた

　　趣旨とその意義（400字程度）

　2　業績の経過と資料（統計，写真等を

　　含む）

奥村賞基金管理委員会の委嘱をうけた日本

学校歯科医会において奥村賞審査委員会が

詮衡し，奥村賞基金管理委員会が決定授賞

する。

奥村賞は，原則として毎年1回1件に対し

授賞する。ただし優秀なるものには推薦の

記を贈呈する。

日本学校歯科医会は奥村賞管理委員会の委

嘱を受けて授賞候補者の詮衡に関する業務

を行なう。

　　奥村賞基金管理委員会

　　　　山　口　晋　吾

　　　　福　島　秀策

　　　　向　井　喜　男

奥村賞受賞者の業績（第1回から第7回まで）

第1回（昭和34年度）

　　八戸市学校歯科医会（青森県）

　　業績　　昭和12年以来の組織活動

第2回（昭和35年度）

　　甲府市富士川小学校（山梨県）

　　業績　　全校あげての学校歯科衛生活動

第3回（昭和36年度）

　　富山県学校歯科医会

　　業績　　富山県よい歯の学校表彰を通じ，むし歯半

　　　　　　減運動の推進

第4回（昭和37年度）

　　琴平町立琴平小学校（香川県）

　　業績　　同校の学校歯科衛生活動

第5回（昭和38年度）

　　埼玉県学校歯科医会

第6回（昭和39年度）

　　新潟市立礎小学校

第7回・第8回　該当なし

　　　　　　奥村賞推薦の記贈呈者の業績

第4回（昭和37年度）

　　高橋一夫（東京都）

　　業績　　東京都文京区立小，中学校児童生徒の学校

　　　　　　歯科保健とう歯半減運動5力年のあゆみ

　　京都市学校歯科医会

　　業績　　う歯半減運動の一環として実施した僻地の

　　　　　　巡回診療および学童に対する国保診療につ

　　　　　　いて

　　福岡市学校歯科医会

　　業績　　う歯半減運動の実際的研究

第5回（昭和38年度）

　　熊本県八代学校歯科医会

　　岐阜県神土小学校

第6回　（昭和39年度）

　　長崎県国見町立神代小学校
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第31回全国学校歯科医大会予告

名古屋市・愛知県文化講堂にて

11月11日（土）　12日（日） 2EI間

　第31回全国学校歯科医大会は，大阪から名古屋へと引

きつがれ，名古屋市・愛知県文化講堂において，11月11

日，12日の2日間開催される。

　昨年，30回達成記念式典を盛大に行なった大会は，本

年は新しい一一歩を踏み出すべく，主題は“学校歯科の手

びきを実践して，学童の健康を高めよう”と決定した。

　ここ数年，山形，富山，東京，大阪と相次ぐ大会，研

究協議会においてまとめられてきた学校歯科の手びきも

いよいよ実践の段階に入り，各地で広く研修が行なわれ

ている。その実践，研究をもとに，さらに新しい普及拡

大の方途をさぐり，学校歯科に新生面を拓き，学校保健

の成果を高めようとするものである。

　名古屋市においては，戦前第4回，戦後第14回大会を

開き，今回ですでに3回目であるが，復興発展のあとい

ちじるしい中京のおもかげは参会される方々にとって

も，おそらく驚異の的となろう。全国の日学歯会員がの

こらず参加されるよう期待する。

　なお関連行事として，11月9日，名古屋ホテルにて日

学歯総会，11月10日，名古屋市教育館にて学校歯科衛生

研究協議会が開催される。

主　　催

後　　援

日
場

期

会

参加者

日本学校歯科医会，日本学校保健会，愛知県学校保健会歯科医部会，愛知県立高等学校学校保健会歯科医

部会，名古屋市学校歯科医会，愛知県教育委員会，名古屋市教育委員会

文部省，厚生省，日本歯科医師会，愛知県歯科医師会，名古屋市歯科医師会，愛知県学校保健会，愛知県

立高等学校学校保健会，名古屋市学校保健会

昭和42年11月11日（土）　12El（LD

愛知県文化講堂（名古屋市東区久屋町8丁目8番地）テレビ塔前　TEL　（971）5511

（1）学校歯科医，歯科医師会員，学校歯科に関心ある者

（2）都道府県市町村教育委員会の関係職員

（3）学校保健に関係ある学校（園）教職員

日　　程

8．00 9．00　9．30　　10．30 12．00　　　　13．00　13．30　14．30 16．30　　　17．00

　　　　　　ll　　　　　　　　　l　　　　l
11月11Ei（土）1会場受付大会開会式1研究発表1昼食余興
　　　　　　l　　　　　I　　　　　・　　　　　ト

特別講灘体麟閉会式1（大会懇親会名古屋国際ホテル）

11月12日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1舳視察…鮒愛知学院大輔学部　1受付i ライオンファミリー歯科診療所

観　光「鮒1 日本ラインくだりなど 名古屋駅前解散

1・　研究発表並びに協議題

　　　　　　　主　　題　　学校歯科の手引を実践して学童の健康を高めよう

　　　　　　　○上記主題をテーマとした研究発表および協議題提案を全国より募り日本学校歯科医会にて発表老を

　　　　　　　　選出します。

　　　　　　　○研究発表希望者は題目と抄録（400字以内）協議題提案希望者は主旨を，加盟団体を通じて日本学校

　　　　　　　　歯科医師会事務局（東京都千代田区九段北4－1－20日本歯科医師会内）宛9月10日までに送付して

　　　　　　　　ください。

2・　特別講演　　　「学校歯科の手びき」活用の問題点　　愛知学院大学歯学部教授　　榊原悠紀田郎氏

3・会　　　費　　￥3，000　☆（大会要領，昼食，懇親会費を含む。）

一
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4，参加申込

5・参加申込先

6・送金方法

7・観光視察

会費は加盟団体または都道府県歯科医師会，都道府県教育委員会で取りまとめ所定の参加申込書

に所要事項明記のうえ，昭和42年8月31日までにお申込みください。

　なお宿泊，観光ご希望の方は会費に宿泊予納金および観光料金を加算して納付してください。

宿泊予納金　　￥1，000☆（1泊につき）

観光料金　　￥3，000☆（全　　額）

○宿泊は1泊2食付約3，000円，ホテルは1泊室料約2，500円，宿泊希望欄に旅館，ホテルと区

　分して申込みください。追って名古屋観光旅館連盟また国際ホテルから直接連絡いたします。

名古屋市中区南外堀町6－1　　名古屋市教育委員会体育保健課内

　　第31回全国学校歯科医大会準備委員会事務局宛

　　TEL　O52－961－1111代（平日9．00～17．00）

東海銀行本店　第31回全国学校歯科医大会準備委員会口座に振込み送金してください。

　　　　　　　（振込口座97578）

（1）観　　光　　日本ライソくだり，明治村，モンキーセソター（天候の都合で行程の一部を変

　　　　　　　　更することがあります。）

（2）自由視察　　愛知学院大学歯学部　名古屋市千種区末盛通り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（751）7181　　11月12日　9時30分

　　　　　　　　ライナン・ファミリー歯科診療所　名古屋市中区中日ビル4階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（261）2971　　11月12日　13時30分

備　考　○すべての納入金は不参加の場合でも返金いたしませんからご了承願います。

　　　　　○大会参加，観光，視察の申込書用紙は加盟団体，

　　　　　　あります。

関係行事

都道府県歯科医師会，都道府県教育委員会に準備して

9．00 ・　12．00　　　　13．00 17．00

　　　　　　「1
11月9日（木）／受N－1　i－］I

　　　　　　／　　1

　　　　　　　　　l　l

学歯鯛桧腿1受付
　　　　　　　　　i　　I

　　　　　　Il　i

’1月1°日（釧受付晦歯科衛生研究協議会｝昼食騨科鰯備議会1（名古屋市枢錦3－16－6）
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昭和42年度学校歯科衛生研究協議会開催要領

L　趣旨・新しい学校歯科のあり方を示す「学校歯科の

手びき」が完成発行されまして，全国的に多く利用さ

れ学校歯科保健活動が活発になりつつあると思います

が本年は「学校歯科の教育的な活動を積極的に進める

にはどうしたらよいか」というテーマで現場に直ちに

応用できるようなものを内容としてワークシ・ップ形

式で行ないます。

　主催・日本学校歯科医会，愛知県教育委員会，名古

屋市教育委員会，日本学校保健会

　後援・文部省

　期日・昭和42年11月10日（金）午前9時より午後5時

　まで

　会場・名古屋市中区錦3　－16－　6　名古屋市教育館

6．研究協議事項・（1）ワークシ・ップその1（午前）

　　「学校において保健計画のなかに積極的に歯科の教

　　育活動を取り入れるには学校歯科医はどのようにし

　　たらよし、カ〉」

　（2）ワークシ。ップその2（午後）・「学校歯科の教

　　育活動の内容について

　　ワークショヅプに発言するメソバーは日本学校歯科
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医会において参加者のなかから選びます。そのための

資料として，実践に「学校において保健計画のなかに

積極的に歯科の教育活動を取り入れる」ために努力さ

れたり，実践された方を希望しますので，加盟団体に

おいて適任者ある場合は，その方の氏名，役職住所，

発表内容（なるべく具体的に原稿用紙2～3枚）を日



　本学校歯科医会に9月20日までに必着するようご報告

　下さい。なお発言者の取捨については主催者側に御一

　任下さい。

　　また参加者以外からもワークシ・ップのメンバーを

　委嘱します。その他の参加者は適当な時間に質疑なり

　発言することができます。

7・参加者・上記研究脇議を行なうため適当な参加者を

　下記のなかから，1都道府県当り4名程度選定して下

　さい。

　（1）都道府県の学校歯科に関する団体の推せんする学

　　1父歯｝・・匹

　（2）都道府県教育委員会事務局の学校歯科関係職員

8・参加申込・出席者の所属，職名，氏名を昭和42年9

　月20日（必着）までに

　①都道府県教育委員会職員の方は

　　名古屋市中区南外堀町6－1

　　　　　　　　　　愛知県教育委員会保健体育課長宛

　②学校歯科に関する団体の推せんする学校歯科医は

　　東京都千代田区九段北4－1－20

　　　　　　　日本学校歯科医会宛にお申込み下さい。

資　料

「学校歯科の手びき」に関する研究学校

の設定についての共催について（依頼）

　　　　　　　　　　　　　　　　熊県学歯発第7号

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和42年5月24日

熊本県教育長

　　永　田　国　雄殿

　　　　　　　　　　　　　熊本県学校歯科医会

　　　　　　　　　　　　　　会長　栃　原　義　人

　標記の件について，別紙要領の通り実施致したいと思

いますので，共催下さるようお願い致します。

　「学校歯科の手びき」に関する研究校設定要領

1　趣　旨

　　学校歯科の：普及発展を計るため，県教委と共催によ

　り学校歯科についての実施の場である学校に依頼し

　て，その成果を基にして推進する。

2　設定の方法及び内容

　（1）学校種別と学校数

　　　小学校2校（熊本市黒髪小学校，八代市宮地東小

　　学校）

　（2）設定の方法

　　　学校歯科医会は次の基準に基づいて，県教委と協

　　議して研究学校を選定する。

　　1・学校歯科について理解と関心をもっている学校

　　　であること。
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　2・研究を依頼することにより成果を挙げ，地域の

　　中核となり得る学校であること。

　3・選定した学校については県学校歯科医会，県教

　　委の合同名により研究を委嘱する。

（3）研究題目の設定

　研究題目は，学校の実状を勘案し，学校と協議の上

設定する。

（4）設定の期間

　原則として，2力年とする。

（5）研究成果の発表

　　研究学校は，研究成果について研究会を開いて発

　表するが，この発表を中心に地区の学校歯科研究集

　会を兼ねるものとする。

（6）研究成果の報告書の提出

　・　研究学校は，研究成果の報告書を研究が終了す

　　る年度末日までに県教委に提出する。

　　　研究が次年度に継続する研究学校は，中間報告

　　程度にまとめた報告書を県教委に提出する。

（7）研究期間中の助言指導等

　　県教委，市町村教委の関係職員並びに県学校歯科

　医会が之に当ることを原則とする。

　　なお，学校歯科医会は研究の実施推進に必要の提

　供便宜の供与を行う。

（8）研究調査費

　　研究学校に対し，研究費の一部として，1力年1

　校当り2万円支給する。



●●●理事会だより●●●

（会誌10号掲載以後）

昭和41年度第5回常任理事会

◇（日時）昭和41年9月12日（月）午後2時　（場所）日

本歯科医師会館4階会議室（出席者）向井会長，栃原

湯浅，亀沢各副会長，竹内理事長，川村，清水，丹羽

山田，関口各常任理事，渡部監事

◇会長挨拶・協議事項

（1）全国学歯大会30回達成記念式典の表彰候補者につ

　いて事務局より下記の案について説明，一同了承

　a・大会主催団体の長，即ち大会責任者　b・本会

　推薦者　c・文部省関係者　d・全国学校歯科医大

　会連続出席老e．日学歯役員3期以上在任老f・日

　学歯事務関係老。

　審査委員を推薦して，その方々に今後の推薦者を委

任することに決定した。

（2）表彰者への記念品について：正副会長：理事長に

　一任

③記念式典について：a．表彰者の名前をスライド

　で写してはどうか，音楽はハモンドオルガソを検討

　する，b．舞台装置については案だけ作り，あとは

　現地に任せる，c・記念講演は大阪に一任。

（4）ロイヤルホテルの会長招待会：出席老は，表彰

　者，日学歯役員，参与，顧問，加盟団体長，大会事

　務局員，大阪歯科医師会理事

（5）第30回全国学歯大会について：本年度は，日歯よ

　り開催地に30万円，日学歯を通じて10万円の寄付が

　ある。表彰式の会場費は開催地で負担する。記録は

　和田氏に依頼，大会の回顧と反省は地元会長に依頼

　する。

（6）総会日程について：42年度歳入歳出予算案に関し

　ては，会費600円に増額することとして，事務局に

　案を作らせることに決定，その場合，会誌は年2回

　発行し，専任老を雇い入れることとする。

（7）その他：a．原一学氏の病気見舞の件は第29回大

　会で決定したが，10月中に実行することに決定。

b・会誌の印刷は，従来の写植をやめて，普通の印

刷として一世印刷に依頼することに決定，約88ペー

ジ。

　　　30年達成記念表彰者審査委員会

◇（日時）昭和41年10月17日（月）12時～2時　　（場所）

　日本歯科医師会館4階第1会議室　　（出席者）審査委

　員全員6名：向井，亀沢，竹内，丹羽，山田，関口各

　委員

◇向井委員長挨拶：準備された資料につき慎重に審議し

　表彰対象者168名，内生存老126名，物故者42名を決

　定。

41年度第6回常任理事会

◇〔H時）昭和41年10月17日（月）午後2時　　（場所）日

　本歯科医師会館4階第1会議室　　（出席者）向井会長，

　栃原，亀沢各副会長，竹内理事長，丹羽，山田，清水，

　関口各常任理事　第30回全国学歯大会準備委員会より

　4名出席（内海，中村，篠i田，三角氏）

◇会長挨拶：協議事項

　第30回全国学歯大会について大阪の準備委員との打合

　せ

　（1）30回達成記念式典関係　a・開会式　b・表彰式

　　c・舞台装置　d・式典進行順序についてもれてい

　　る部分は日学歯に一任　　e・被表彰老の昼食は日

　　学歯でまかなう

　（2）記念講演の司会：丹羽，山田，竹内三氏に決定。

　（3）科学技術庁から依頼の特別報告の座長は湯浅氏に

　決定。（4）次回開催地名古屋と決定。（5）学校歯科衛

　生協議会：打合せは11月17日の夜に行なう。（6）来賓

　案内の範囲。（7）表彰老およびその案内状。旅費を差

　し上げる者11名の予定，会長説明。（8）表彰老記念品

　および大会参加費の取扱いについて。（9）会長招待会

　の招待老について。日学歯役員，顧問，参与，表彰者，

　大会の来賓，大阪地元関係者，報道関係者以上約200名
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40万円，招待会の次第は在京理事に一任。⑩　役員改

選の件。㊤）大会関係　a・研究発表，b．シンポジュ

ー ム，c・大会協議題，　d・大会宣言，在京理事に一一

任。⑫　全国理事会。㈹　総会について：会場におい

て，出席代表者と，代表者でない者と区別をするこ

と。r

41年度第7回常任理事会

◇（日時）昭和42年3月6日（月）午後1時～5時30分

　（場所）日本歯科医師会館4階，会議室（出席者）向

　井会長，栃原，亀沢各副会長，竹内理事会長，清水，

　山田，丹羽，小沢，川村，関口，各常任理事，渡部監事

◇会長挨拶：報告と協議

　（1）会費および特別拠出金の納入状況，（2）41年度会

　計の現況について，（3）特別拠出金の現況について，

　（4）第30回全国学校歯科医大会決議事項の処理につい

　て，

　（5）第31回全国学校歯科医大会は名古屋市で11月12

　1．L　13　Ei（後に11月11日，12日に変更）に開催の予定

　ときまる。

　　愛知県には学校歯科医会がないから，日本学校歯科

　医会歯科部会を主催としてほしいと県庁より申し入れ

　があった。協議題はしばらく待ってきめる。

　（6）昭和42年度の諸計画について向井会長説明

　a・委員会をつくる，担当理事が主になり，必要ない

　くつかの委員会をつくりたい。手びきに関連したもの

　など。

　b・会議出席の費用弁償は従来の400円を1，000円にす

　る。

　c・専従の事務職員は現在直ちには置かず現在の手当

　を増す。

　d・常任理事の費用弁償の支払い。

　e・会誌発行を年2回とし，初めの号は大会記事を主

に，次の号は資料的記事を主にする。

昭和42年度第1回常任理事会

◇（日時）昭和42年5月31日（水）午後1時30分～6時

　（場所）日本歯科医師会館4階会議室　　（出席者）向

　井会長，栃原，湯浅，亀沢，各副会長，竹内理事長，

　川村，清水，丹羽，関口，各常任理事

◇会長挨拶：42年度の諸計画については前回の常任理事

　会で申し上げたように，それぞれの常任がそれぞれ自

　主的に推進してほしい。

◇報告：（1）厚生事務次官から「歯の衛生週間実施につ

　いて」後援依頼

　（2）日本歯科医師会から「第6回よい歯の幼稚園表

　彰」後援依頼

　（3）東京都学校歯科医会から「第7回歯の作文募集」

　後援依頼

　（4）東京都学校歯科医会から第29回大会に関する20万

　円入金

　（5）原一一学氏逝去4月17日（火）4月17日付をもって従

　六位勲五等瑞宝章を賜わる。

◇協議事項：（1）佐賀市学校歯科医会加盟申請（34名）

　について，栃原副会長説明承認。（2）本会後援名儀使

　用許可について了承。（3）全国学歯大会30回達成記念

品の件，プラスチヅク埋込金メダルの案で研究する。

　（4）第31回全国学歯大会について，主催地からの希望

　として，

　a・日本学校保健会歯科部会が主催になってほしい。

　b・シンポジュームをやめて特別講演を希望する。

　c・学校歯科衛生研究協議会について，研究協議会は

今まで通りにやる，

　d・編集の件，会誌が年2回発行になったので表紙の

　図案を変える，本年度は大阪大会の号と名古屋大会の

号との2回とする，43年度からは大会の号と，本会の

記事の号との2回発行する。

閉会後，大阪大会の映画を映写。

臨時在京理事会

◇（日時）昭和42年8月29日（火）午前10時　　（場所）日

　本歯科医師会館4階第2会議室　　（出席者）向井会長

　亀沢副会長，竹内理事長，関口常任理事，第31回全国

　学校歯科医大会準備委員会より長屋準備委員長他3名

　出席（田熊，河合，津村氏）

◇協議題：第31回全国学校歯科医大会について打合せ

　挨拶1向井会長，長屋第31回学歯大会準備委員長

◇報告および打合せ事項

　（1）長屋準備委員長の指名で津村準備委員が準備計画

　について説明。大会参加予想は1，000名として，2割増

　加の予定で準備をしている。会場収容力は1，500名で

　ある。

　（2）42年度学校歯科衛生研究協議会について，向井会

　長，竹内理事会より説明。

　（3）第31回全国学校歯科医大会一般研究発表および協

　議題募集について，向井会長，竹内理事長より説明が

　あつた。

　（4）大会宣言交は日学歯で作る。
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名古屋市中区葉場町35

品川区小山3の11

札幌市南一条東七

板橋区東新町1の7

横浜市港北区篠原町1841

秋田市大町2

箕面市新稲579

大阪市此花区四貫島大通2の2

八戸市大字長横町7

港区赤坂田町7の11

北区西ケ原1の14

仙台市匂当台通17

京都市左京区下鴨東岸本町6

京都市東山区本町4の115

京都市伏見区平野町59

小松島市港町

福岡市黒門9の12

青森市大字古川字美法

熊本市大江町九品寺296

　（821）　7046

　（781）　1351

　（22）　5716

　（956）　2509

　（491）　9448

　　（2）4311

（箕面）2923

　（481）　0669

　　（2）0233

　（583）　3076

　（911）　3436

　（23）　2445

　（78）　0443

　（56）　7529

　（60）　1351

（小松島）104

　（75）　5122

　　（2）6028

　　（4）0044

第1条
第2条

第3条

第4条

第5条
第6条

第7条

第8条

日本学校歯科医会会則

本会を日本学校歯科医会と称する。

本会は学校歯科衛生に関する研さんをはか

り学校歯科衛生を推進して学校保健の向上

に寄与することを目的とする。

本会は次に掲げる事業を行なう。

1・全国学校歯科医大会の開催

2・会誌の発行

3・学校歯科衛生に関係ある各種資料の作成

4・学校歯科衛生に関する調査研究

5・その他本会の目的達成に必要なこと

本会は現実においてその地域に組織されて

いる都道府県又は郡市区等の学校歯科医の

団体（全員加盟）をもって組織する。

前項の都道府県又は郡市区の学校歯科医の

団体の長は毎年1回所属会員の名簿を本会
に提出するものとする。

本会は事務所を東京都に置く。

本会は毎年1回総会を開く。

但し臨時総会を開くことができる。

総会に出席すべき各団体の代表者は所属会

員数によってきめる（会員50名までは1名

とし50名以上になると50名又はその端数を

加えるごとに1名を加える。）

本会に左の役員を置く。会長1名，副会長

3名，理事長1名，理事若干名（内若干名
を常任とする），監事2名。

会長，副会長，理事長，理事，監事は総会

第9条

第10条

第11条

第12条

第13条

第14条

第15条

第16条

に於て選任し，その任期を2ケ年とする。

但し重任はさしつかえない。本会に名誉会

長，顧問，参与を置くことができる。名誉

会長は総会の議を経て推戴し，顧問，参与

は理事会の議を経て会長が委嘱する。

会長は会務を総理し本会を代表する。副会

長は会長を補佐し，会長事故あるときはそ

の職務を代理する。理事長は会長の旨を受

け会務を掌理し会長，副会長の事故あると

きは会長の職務を代理する。常任理事は会

長の旨を受けて会務を分掌し，理事は会務

を処理する。監事は会計事務監査にあた

る。顧問，参与は重要な事項について会長

の諮問に応ずるものとする。

会長は本会と各地方との連絡又は調査研究

その他必要があるときは委員を委嘱するこ

とができる。

本会の経費は，会費，寄附金等をもって支

弁する。会費の額は総会で定める。

会計年度は毎年4月1日に始まり，翌年3
月31日に終る。

　　　　　附　　　則

第3条の事業を行なうために必要な規定は

別に定める。

本会は日本歯科医師会並びに日本学校保健

会と緊密に連絡し事業の達成をはかる。

本会則を変更しようとするときは総会に於

て出席老の3分の2以上の同意を要する。

本会則は昭和37年4月1日から施行する。
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日本学校歯科医会加盟団体名簿
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（昭和42年8月現在）

　所　　　在　　　地

札幌市南大通西7－2　歯科医師会館内

青森市鍛冶町1　長内歯科医院内

仙台市東1番丁97
山形市十日町2－4－35

福島市北町5－16

水戸市五軒町2－3－3　県歯科医師会内

宇都宮市本町11－3

前橋市千代田町1－10－5

千葉市神明町204　衛生会館内

浦和市高砂町3－12－3　衛生会館内

千代田区九段北4－1－20歯科医師会館内

横浜市中区住吉町6－68

横浜市中区住吉町6－68　県歯科医師会館内

川崎市砂子2－50　市歯科医師会館内

甲府市丸の内2－32－11

静岡市駿府町1－62　県歯科医師会内

名古屋市中区南外堀町6－1市役所内

瀬戸市追分町64－1市教育委員会内

岐阜市司町5　県歯科医師館内

新潟市南横堀町294－1

長野市岡町96　県歯科医師会内

富山市新総曲輪　県教育委員会保健体育課内

金沢市大手町1－15

大津市京町4－1県教育委員会保健体育課内

奈良市佐紀町72－17　県歯科医師会内

和歌山市小松原通1－2　県歯科医師会内

京都市北区紫野東御所田町33　府歯科医師会館内

京都市北区紫野東御所田町33　府歯科医師会館内

大阪市天王寺区堂ケ芝町51府歯科医師会館内

大阪市天王寺区堂ケ芝町51府歯科医師会館内
堺市大仙町991－6　市歯科医師会内

神戸市生田区山本通5－41県歯科医師会内

神戸市生田区元町通4－61清村歯科医院内

岡山市石関町1－5　県歯科医師会内

倉吉市魚町2518　倉繁歯科医院内

広島市富士見町11－9

松江市南田町92　県歯科医師会内

出雲市今市町1197　倉塚歯科医院内

下関市彦島江の浦町杉田　徳永歯科医院内

徳島市昭和町2－42　県歯科医師会内

高松市鍛冶屋町6－9　県歯科医師会内

松山市堀の内6－1県歯科医師会内

高知市浦戸町14　岡林歯科医院内

福岡市大名1－12－43　県歯科医師会内

長崎県南高来郡国見町神代乙338　堺歯科医院内

大分市中央町3－1－2　県歯科医師会内

佐賀市大財町2－357　松尾歯科内

熊本市坪井2－3－6県歯科医師会内

鹿児島市照国町10－30　県歯科医師会内

港区芝西久保巴町29　向井歯科医院内
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■編集を終えて■

　◇大阪での総会で，昭和42年度の会費が増額と決まっ

た瞬間，ホッとひと息という感じとともに，編集子に

は，肩の荷がもうひとつ重くなるゾという感じがひらめ

いた。

　なんにせ，地方の会も日学歯も，ともに他に本務をも

つ忙しい人たちの集まりであるから，どうしても本務に

すき間を作っての奉仕活動ということになIC，おのずか

ら限度がひかれてくる。

　これをカバーするために，専任とまではいかないにし

ても，よい方を見つけて，会務に腰を入れて手伝っても

らうようにしたい。会費増額によって，このような方が

えられれば，あれも，これもとしたいことが，はかどる

ようになればまことに有難い。

　◇と同時に，会誌がこんどから年2冊発行ということ

になった。

　一冊は，従来同様，大会を中心としたものになるから，

ページ数にこと欠くことはないし，少々圧縮しないと足

を出すくらいである。

　ところが，二冊目の方の記事が，いささか心配なので

ある。

　これについては別に考慮もされようが，日学歯の会誌

であるからには，全国加盟団体からの記事，たとえば，

他の県の団体に参考になるような地方の情報や写真と

か，会員の調査，研究などがあってもよいはずである。

　本年度は，第11号を大阪大会を中心とした本号とし，

第12号は名古屋大会を中心とした号を年度内に出す。そ

して，来年度からは軌道にのせて，年度の前の号，すな

わち第13号をこのような性格の号とし，年度の後の号，

すなわち第14号を大会号としていくつもりである。

　今力〉ら，　’心・つもりおき願し、たL、。

　◇年2回発行の本号からは，表紙のデザインも新しく

し，司修画伯の作品にかえた。　　　　　（た・み）

日本学校歯科医会会誌　第11号

発行人

印刷所

　　　昭和42年10月10日　印刷

　　　昭和42年10月15日　発行

東京都千代田区九段北4－1－20
　　　　　（日本歯科医師会内）

日本学校歯科医会

　　　竹　　内　　光　　春

東京都新宿区下落合1－47

　　　一世印刷株式会社
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